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科目群 分類 科目コード 科目名 中継 東京 名古屋 大阪 福岡 配当年次 単位数 単位区分 該当ページ

101 事業構想原論　※4/8-13実施 ○ 1・2 2 選択必修

102 事業構想事例研究(事業構想スピーチ)Ⅰ ○ 1 2 選択必修

103 事業構想事例研究(事業構想スピーチ)Ⅱ ○ 1 2 選択必修

104 事業構想事例研究(事業構想スピーチ)Ⅲ ○ 2 2 選択必修

105 事業構想事例研究(事業構想スピーチ)Ⅳ ○ 2 2 選択必修

106 社会変革と事業構想 川山竜二 富井久義 富井久義 川山竜二 1・2 2 選択必修

107 技術革新と事業構想 松本三和夫 田浦俊春 田浦俊春 松本三和夫 1・2 2 選択必修

108 経済動向と事業構想 高田伸朗 長田貴仁 長田貴仁 若林宗男 1・2 2 選択必修

109 経営環境と事業構想 ○
(竹安)

竹安聡(谷野豊) 丸尾聰 竹安聡 丸尾聰 1・2 2 選択必修

201 クリエイティブ発想法 丸尾聰 丸尾聰 渡邊信彦 井上滋樹 1・2 2 選択必修

202 実践アイデア発想演習 渡邊信彦 西根英一 中島宏史 井上滋樹
※夏期集中

1・2 2 選択必修

203 イノベーションの発想 田浦俊春 高村徳康・竹内在 早川典重 大野尚 1・2 2 選択必修

構想案 204 ビジネス・モデルの策定 江端浩人 橋本良子 橋本良子 石井歓 1・2 2 選択必修

フィールドリサーチ 205 顧客仮説リサーチ 岸波宗洋 中畑千弘 岸波宗洋 大野尚 1・2 2 選択必修

206 マーケティング 村山貞幸 川北眞紀子 森井理博 井手隆司 1・2 2 選択必修

207 構想計画策定演習 岸波宗洋 井手隆司 二村暢朗 井手隆司 1・2 2 選択必修

208 収支計画の立て方　※夏期集中 ○ 1・2 1 選択必修

209 統合的マーケティング・コミュニケーション 丸岡吉人 足達則史 小宮信彦 藤本浩司 1・2 2 選択必修

210 プレゼンテーション 八代華代子 八代華代子 八代華代子 八代華代子 1・2 2 選択必修

301 企業内における事業構想 渡邊信彦 橋本良子 渡邊信彦 永吉健一 1・2 2 選択

302 起業を目指す事業構想 見山謙一郎 丸尾聰 中島宏史 坂本剛 1・2 2 選択

303 健康・医療産業における事業構想 根来秀行 西根英一 松村啓史 谷野豊 1・2 2 選択

304 事業構想とITソリューション 江端浩人 本間充 本間充 長谷川秀樹
※夏期集中・春期集中

1・2 2 選択

305 グローバルビジネス 野口恭平 岡部聰 森山進
※夏期集中・春期集中

石井歓 1・2 2 選択

306 地域活性と事業構想 重藤さわ子 雲井純 青山忠靖 青山忠靖 1・2 2 選択

307 組織と人材 片岡幸彦 田中洋 片岡幸彦 早崎栄一 1・2 2 選択

308 ビジネス会計 ○ 1・2 2 選択

309 ファイナンス 結城秀彦 古田芳浩 古田芳浩 森大介 1・2 2 選択

310 組織変革 - 高村徳康・竹内在 - - 1・2 2 選択

311 ブランド戦略 野口恭平 岩田正一 並木将仁 小栁俊郎 1・2 2 選択

312 事業経営の基礎知識 ○ 1・2 2 選択

313 知識創造論 ○ 1・2 2 選択

314 知識創造経営論 ○ 1・2 2 選択

315 知が創る未来ビジネス 早川典重 早川典重 - - 1・2 2 選択

316 事業構想特論Ⅰ 杉本哲哉 - - - 1・2 1 選択

317 事業構想特論Ⅱ ○ 1・2 1 選択

318 事業構想特論Ⅲ ○ 1・2 1 選択

319 事業構想特論Ⅳ ○ 1・2 1 選択

320 信州大学連携科目　※集中(信州大学で開講) 1・2 1 選択

330 プレゼン演習Ⅰ(1年次発表会) ○ 1 1 選択

331 プレゼン演習Ⅱ(2年次発表会) ○ 1 1 選択

332 プレゼン演習Ⅲ(1年次発表会) ○ 2 1 選択

333 プレゼン演習Ⅳ(2年次発表会) ○ 2 1 選択

谷野豊・岸波宗洋 岩田修一・岩田正一 二村暢朗・竹安聡 坂本剛・谷野豊 1 2 選択

根来秀行・田浦俊春 西根英一・谷野豊 森井理博・竹安聡 永吉健一・内田一博 1 2 選択

野口恭平・松本三和夫 - - - 1 2 選択

※調整中 - - - 1 2 選択

谷野豊 - 橋本良子 石井歓 2 2・2 選択必修

竹安聡 - 渡邊信彦 小栁俊郎 2 2・2 選択必修

田浦俊春 - 森井理博 大野尚 2 2・2 選択必修

岸波宗洋 - 二村暢朗 井手隆司 2 2・2 選択必修

野口恭平 - 早川典重 坂本剛 2 2・2 選択必修

村山貞幸 - 青山忠靖 - 2 2・2 選択必修

見山謙一郎 - - - 2 2・2 選択必修

二之宮義泰 - - - 2 2・2 選択必修

重藤さわ子 - - - 2 2・2 選択必修

事業構想計画書 - 2 認定 必修

※カリキュラムは一部変更になる場合があります。

2019年度事業構想大学院大学カリキュラム

基
礎
科
目

事業構想の
綜合的理解

東英弥・谷野豊・岩田修一　他

小計9科目(基礎科目の中から10単位以上選択必修)

田中里沙(通年・水)
前期：Ⅰ(1年次)、Ⅲ(2年次)
後期：Ⅱ(1年次)、Ⅳ(2年次)

事業構想に必要な
洞察力

展
開
科
目

事業構想の展開

発表会
谷野豊(全教員)

1年次発表会：Ⅰ(1年次)、Ⅲ(2年次)
2年次発表会：Ⅱ(1年次)、Ⅳ(2年次)

小計24科目(履修要件なし)

経営学

和田貴郎

二之宮義泰

一條和生

一條和生

限定開講科目
中島好美

丹野清美

専
門
科
目

発着想

構想計画

和田貴郎

コミュニケーション

小計10科目(専門科目の中から10単位以上選択必修)

松江英夫

岩田修一

事業構想計画演習
(2年次のみ)

通年

※主ゼミ、副ゼミの
2つのゼミを履修
することを推奨

※履修は通年、
単位付与は

前期・後期で
各2単位

事業構想計画演習(2年次ゼミ)

事業構想計画書の最終審査の認定は、主ゼミの単位に含む。

501-520

事業構想基礎演習
(1年次のみ)

後期
401-410 事業構想基礎演習(1年次ゼミ)

合計73科目(修了要件34単位以上)

演
習
科
目

小計30科目(演習科目の中から4単位以上選択必修)



４月 ５月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4

入学式・
オリエン

祝日 祝日 憲法記念日 みどりの日

4校舎

7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11

授業開始 こどもの日 振替休日

14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18

教授会

21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25

教授会・ＦＤ

28 29 30 26 27 28 29 30 31

昭和の日 祝日

６月 ７月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 1 2 3 4 5 6

Ａ

2 3 4 5 6 7 8 7 8 9 10 11 12 13

9 10 11 12 13 14 15 14 15 16 17 18 19 20

海の日 教授会

16 17 18 19 20 21 22 21 22 23 24 25 26 27

教授会・
同窓会総会

23/30 24 25 26 27 28 29 28 29 30 31

８月 ９月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1 2 3 4 5 6 7

1年次発表会

A

4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14

B 1年次発表会

11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21

山の日 振替休日 敬老の日 教授会・FD

18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28

2年次発表会 秋分の日

B

25 26 27 28 29 30 31 29 30

教授会・FD
青楠祭

2年次発表会 オリエン

2019年度　事業構想大学院大学　学年暦

前
期

休館

導
入
集
中

導入集中授業（1年次） 休館 Ｂ

前
期

オリエンテーション（A/B週） A

Ａ B

休館 Ａ

前
期

前
期

B

B A

A Ｂ

A Ｂ

B A

夏季集中期間

休　館 夏季集中期間

夏季集中期間（1年次面談） 夏季集中期間

後
期

夏季集中期間

前
期
・
夏
季
集
中

夏
季
集
中

Ｂ 夏季集中期間

補講期間（1年次面談）



１０月 １１月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 1 2

6 7 8 9 10 11 12 3 4 5 6 7 8 9

文化の日 振替休日

13 14 15 16 17 18 19 10 11 12 13 14 15 16

体育の日 教授会 教授会

20 21 22 23 24 25 26 17 18 19 20 21 22 23

祝日 勤労感謝の日

Ａ 2年次中間審査会

27 28 29 30 31 24 25 26 27 28 29 30

2年次中間審査会

１２月 2020年 １月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7 1 2 3 4

2年次中間審査会 休館 B

8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11

教授会

Ａ

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18

成人の日 教授会

B

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25

B A

29 30 31 26 27 28 29 30 31

２月 ３月

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

1 1 2 3 4 5 6 7

1年次発表会

2 3 4 5 6 7 8 8 9 10 11 12 13 14

事業構想計画
書提出期限

教授会

Ａ 補講期間 2年次発表会

9 10 11 12 13 14 15 15 16 17 18 19 20 21

教授会・ＦＤ 春分の日 3校舎合同

補講期間 建国記念の日 ゼミ説明会
（社会情報大学学

位授与式） 学位授与式

16 17 18 19 20 21 22 22 23 24 25 26 27 28

23 24 25 26 27 28 29 29 30 31

ＭＰＤサミット

天皇誕生日 振替休日

※予定は一部変更する可能性があります。ご了承ください。教授会、FD研修会は教員のみ対象です。

※複数日程が予定されている発表会、審査会等は全キャンパス分の日程です。キャンパスごとの日程は決定次第お知らせします。

2019年度　事業構想大学院大学　学年暦

後
期

後
期

オリエンテーション（A/B週） Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ B

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

後
期

後
期

Ａ

B Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

Ａ

後
期
・
春
季
集
中

春
季
集
中

春季集中期間

事業構想計画書最終審査期間 春季集中期間

春季集中期間



2019年度　時間割＜前期＞ 遠隔授業 巡回授業 校舎別授業 2年次ゼミ

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

306 201 210 501 201 311

重藤 丸尾 八代 谷野 丸尾 岩田正一

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

109 309 504 503 502 309 306

竹安・谷野 結城 岸波 田浦 竹安 古田 雲井

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

206 313 315 506 106 204 203 313

村山 一條 早川 村山 川山 橋本 高村・竹内 一條

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

308 312 508 507 206 312 308

和田 二之宮 二之宮 見山 川北 二之宮 和田

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

311 204 302 107 303

野口 江端 見山 田浦 西根

205 107 509 505 304 202

岸波 松本 重藤 野口 本間 西根

【東京】 【名古屋】

技術革新と事
業構想

顧客仮説リ
サーチ

事業構想計画
演習

事業構想計画
演習

事業構想とIT
ソリューション

健康・医療産
業における事

業構想

実践アイデア
発想演習

社会変革と事
業構想

ビジネス・モデ
ルの策定

イノベーション
の発想

401教室

マーケティン
グ

事業構想計画
演習

事業構想計画
演習

2
20:10〜
　21:40

1
18:30〜
　20:00

2
20:10〜
　21:40

301教室

301教室

地域活性と事
業構想

クリエイティブ
発想法

プレゼンテー
ション

事業構想計画
演習

経営環境と事
業構想

ファイナンス
事業構想計画

演習
事業構想計画

演習
事業構想計画

演習

301教室

マーケティン
グ

知識創造論
事業構想計画

演習
知が創る未来

ビジネス

201教室

201教室

201教室

201教室

火

水

木

1

2

18:30〜
　20:00

20:10〜
　21:40

1
18:30〜
　20:00

2
20:10〜
　21:40

1

1
18:30〜
　20:00

201教室

金

土

月

18:30〜
　20:00

2
20:10〜
　21:40

1
10:30〜
　12:00

2
13:00〜
　14:30

14:40〜
　16:10

16:20〜
　17:50

4

3

■「事業構想とITソリューション」(本間)
　・講義時間が、15:10-16:40、16:50-18:20となります。
　　(当日、大阪から移動のため)

■その他の夏期集中・春期集中の科目については、
　 日程が決定次第、お知らせします。

(教授会・
委員会)

2703教室

2703教室301教室

401教室

203教室

ビジネス会計
事業経営の基

礎知識

ブランド戦略
ビジネス・モデ

ルの策定
起業を目指す

事業構想
技術革新と事

業構想

■「事業構想特論Ⅰ」（杉本哲哉）
　　　9/  3（火）
　　　9/10（火）
　　　9/17（火）
　　　9/24（火）
　　　いずれも18:30-21:40

■「事業構想特論Ⅱ」(中島好美)
　・夏期集中にて実施。
　　　9/18(水) 18:30-21:40
　　　9/21(土) 12:30-15:40
　　　9/25(水) 18:30-21:40
　　　9/28(土) 12:30-15:40

■その他の夏期集中・春期集中の科目については、日程が決定次第、お知らせします。

ビジネス会計

知識創造論

2701教室

田中里沙

401教室 2701教室

60名(中継可能)

2703教室

2701教室 2702教室

2702教室

(教授会・
委員会)

2701教室

2702教室

2703教室

ファイナンス
地域活性と事

業構想

東京 名古屋

30名(中継可能)

203教室201教室

20名

301教室

10名

2702教室

15名

事業構想事例研究
(事業構想スピーチ)

※他の曜日にも開講する
場合があります

102・103 102・103

事業構想事例研究
(事業構想スピーチ)

※他の曜日にも開講する
場合があります

36名(中継可能)

2701教室401教室 2703教室

2702教室

22名(中継可能)

2702教室

※「知識創造論」(一條)　：　初回のみA週の時間帯で実施

【全体】

ブランド戦略
クリエイティブ

発想法

301教室203教室

事業経営の基
礎知識

2701教室401教室

401教室

2703教室

203教室

203教室

203教室

田中里沙



2019/3/28

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

303 210 515 206 301 518 519

松村 八代 青山 井手  永吉 大野 井手

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

202 109 205 311 517

中島 竹安 岸波 小栁 小栁

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

207 313 512 513 313 106 201

二村 一條 森井 二村 一條 川山 井上

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

206 203 308 312 308 203 312

森井 早川 和田 二之宮 和田 大野 二之宮

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

304 201 514 306 302 516

本間 渡邊 早川  青山  坂本 石井

307 204 510 511 107 204 520

片岡 橋本 橋本 渡邊 松本  石井 坂本

【大阪】 【福岡】

※「知識創造論」(一條)　：　初回のみA週の時間帯で実施

【全体】

1001教室

1001教室

102・103

事業構想事例研究
(事業構想スピーチ)

※他の曜日にも開講する場合があります

田中里沙

1002教室

1002教室

701教室1003教室

1001教室

1002教室

1002教室

経営環境と事
業構想

顧客仮説リ
サーチ

701教室1003教室

事業構想計画
演習

健康・医療産
業における事

業構想

プレゼンテー
ション

実践アイデア
発想演習

1001教室

福　岡大　阪

25名(中継可能)12名

1002教室 701教室1003教室1001教室

16名(中継可能)32名(中継可能)

ブランド戦略
事業構想計画

演習

702教室 703教室

703教室

703教室702教室

(教授会・
委員会)

■「事業構想とITソリューション」(長谷川)
　・夏期集中と春期集中に分けて開催。(両方受講して2単位)
　　　8/30(金)と8/31(土)の4コマ、9/13(金)と9/14(土)の4コマ、
　　　9/21(金)と9/22(土)の4コマ、2/28(金)と2/29(土)の3コマ

■その他の春期集中の科目については、日程が決定次第、お知らせします。

■「事業構想とITソリューション」(本間)
　・講義時間が、10:30-12:00、12:10-13:40となります。
　　(講義後、名古屋へ移動のため)

■「グローバルビジネス」(森山)
　・夏期集中と春期集中に分けて開催。(両方受講して2単位)
　・日程は調整中です。決まり次第ご連絡します。

■その他の夏期集中・春期集中の科目については、
   日程が決定次第、お知らせします。

(教授会・
委員会)

1001教室 1003教室1002教室

社会変革と事
業構想

703教室702教室

702教室 703教室

22名(中継可能)  11名(中継可能)

マーケティン
グ

企業内におけ
る事業構想

事業構想計画
演習

事業構想計画
演習

クリエイティブ
発想法

事業経営の基
礎知識

事業経営の基
礎知識

ビジネス会計 ビジネス会計

702教室 703教室

1003教室 701教室

102・103

事業構想事例研究
(事業構想スピーチ)

※他の曜日にも開講する
場合があります

イノベーション
の発想

702教室701教室

701教室1003教室

田中里沙

知識創造論 知識創造論
構想計画策定

演習
事業構想計画

演習
事業構想計画

演習

マーケティン
グ

イノベーション
の発想

地域活性と
事業構想

起業を目指す
事業構想

事業構想計画
演習

技術革新と事
業構想

ビジネス・モデ
ルの策定

事業構想計画
演習

事業構想とIT
ソリューション

クリエイティブ
発想法

事業構想計画
演習

事業構想計画
演習

事業構想計画
演習

組織と人材
ビジネス・モデ

ルの策定



2019年度　時間割＜後期＞ 遠隔授業 巡回授業 校舎別授業 2年次ゼミ 1年次ゼミ

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

301 202 501 210 302 307

渡邊 渡邊 谷野 八代 丸尾 田中洋

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

304 209 504 401 503 502 406 109 205

江端 丸岡 岸波 谷野・岸波 田浦 竹安 西根・谷野 丸尾 中畑

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

303 314 402 506 108 310 314

根来 一條 根来・田浦 村山 長田 高村・竹内 一條

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

508 507 301 207 315

二之宮 見山 橋本 井手 早川

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

203 108 403 305 106

田浦 高田 野口・松本 岡部 富井

305 207 307 509 505 405 209

野口 岸波 片岡 重藤 野口 岩田修一・岩田正一 足達

【東京】 【名古屋】 　

※「知識創造経営論」(一條)　：　初回のみA週の時間帯で実施

【全体】

事業構想基
礎演習

2703教室

2703教室301教室

経済動向と事
業構想

企業内におけ
る事業構想

(教授会・
委員会)

2703教室2702教室

知が創る未
来ビジネス

顧客仮説リ
サーチ

知識創造経
営論

201教室

火

203教室 301教室
土

201教室

203教室

203教室

301教室

木
201教室

201教室

20:10〜
　21:40

金

知識創造経
営論

事業構想基
礎演習

1
18:30〜
　20:00

田中里沙

2701教室401教室

2701教室401教室

(教授会・
委員会)

グローバルビ
ジネス

統合的マーケ
ティング・コミュ
ニケーション

事業構想基
礎演習

東京

2703教室2702教室

10名20名30名(中継可能) 22名(中継可能)36名(中継可能) 15名60名(中継可能)
月

名古屋

2701教室

■「事業構想特論Ⅳ」(松江)
　　・春期集中にて実施。

■その他の春期集中の科目については、日程が決定次第、お知らせします。

■「グローバルビジネス」(岡部)
　・10:30〜12:00、12:10〜13:40となります。

■その他の春期集中の科目については、
　 日程が決定次第、お知らせします。

201教室 203教室 301教室 401教室

2703教室

1
18:30〜
　20:00

2
20:10〜
　21:40

1
18:30〜
　20:00

2
20:10〜
　21:40

水

事業構想計
画演習

2703教室

1
10:30〜
　12:00

2
13:00〜
　14:30

3
14:40〜
　16:10

4
16:20〜
　17:50

104・105

事業構想計
画演習

事業構想計
画演習

事業構想計
画演習

事業構想計
画演習

事業構想計
画演習

2
20:10〜
　21:40

1
18:30〜
　20:00

2
20:10〜
　21:40

1
18:30〜
　20:00

2

事業構想事例研究
(事業構想スピーチ)

※他の曜日にも開講する
場合があります

企業内におけ
る事業構想

実践アイデア
発想演習

起業を目指す
事業構想

プレゼンテー
ション

組織と人材

事業構想とIT
ソリューション

健康・医療産
業における事

業構想

イノベーション
の発想

グローバル
ビジネス

事業構想基
礎演習

経済動向と事
業構想

構想計画策
定演習

組織と人材

統合的マーケ
ティング・コミュ
ニケーション

事業構想基
礎演習

経営環境と事
業構想

組織変革

構想計画策
定演習

社会変革と事
業構想

104・105
事業構想事例研究
(事業構想スピーチ)

※他の曜日にも開講する
場合があります

田中里沙

2702教室

事業構想計
画演習

事業構想計
画演習

事業構想計
画演習

201教室

2701教室 2702教室

2701教室 2702教室

401教室

401教室

2701教室

203教室 301教室

401教室203教室 2702教室301教室



2019/3/28

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

311 515 207 410 518 519

並木 青山 井手 永吉・内田 大野 井手

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

302 309 109 309 517

中島 古田 丸尾 森 小栁

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

108 407 314 512 513 307 314 108 210

長田 二村・竹安 一條 森井 二村 早崎 一條 若林 八代

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

106 408 205 209

富井 森井・竹安 大野 藤本

A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週 A週 B週

209 301 514 409 516

小宮 渡邊 早川 坂本・谷野 石井

306 107 510 511 303 305 520

青山 田浦 橋本 渡邊 谷野 石井 坂本

【大阪】 【福岡】

※「知識創造経営論」(一條)　：　初回のみA週の時間帯で実施

【全体】

事業構想計
画演習

703教室

事業構想計
画演習

702教室

経済動向と
事業構想

プレゼン
テーション

703教室702教室1001教室

1001教室 1002教室

事業構想計
画演習

703教室1002教室

統合的マーケ
ティング・コミュ
ニケーション

グローバル
ビジネス

701教室

701教室1003教室

701教室1003教室 702教室

25名(中継可能)12名

事業構想計
画演習

統合的マーケ
ティング・コミュ
ニケーション

顧客仮説リ
サーチ

事業構想基
礎演習

知識創造経
営論

健康・医療産
業における事

業構想

1003教室

1003教室 701教室

組織と人材

事業構想基
礎演習

事業構想計
画演習

事業構想計
画演習

構想計画策
定演習

1001教室 1002教室 1003教室 701教室

(教授会・
委員会)

(教授会・
委員会)

社会変革と事
業構想

経済動向と事
業構想

事業構想計
画演習

田中里沙

ファイナンス

1001教室

1002教室

1002教室

起業を目指す
事業構想

知識創造経
営論

事業構想基
礎演習

事業構想基
礎演習

1003教室

16名(中継可能)32名(中継可能)

1001教室

■「事業構想とITソリューション」(長谷川)
　・夏期集中と春期集中に分けて開催。(両方受講して2単位)
　　　8/30(金)と8/31(土)の4コマ、9/13(金)と9/14(土)の4コマ、
　　　9/21(金)と9/22(土)の4コマ、2/28(金)と2/29(土)の3コマ

■その他の春期集中の科目については、日程が決定次第、お知らせします。

　■「グローバルビジネス」(森山)
　・夏期集中と春期集中に分けて開催。(両方受講して2単位)
　・日程は調整中です。決まり次第ご連絡します。

■その他の春期集中の科目については、
　 日程が決定次第、お知らせします。

 11名(中継可能)22名(中継可能)

702教室 703教室

福　岡

701教室1002教室

702教室 703教室1001教室

大　阪

事業構想計
画演習

事業構想計
画演習

事業構想計
画演習

事業構想計
画演習

企業内におけ
る事業構想

104・105 104・105

事業構想事例研究
(事業構想スピーチ)

※他の曜日にも開講する場合があります

事業構想事例研究
(事業構想スピーチ)

※他の曜日にも開講する
場合があります

田中里沙

ブランド戦略

技術革新と事
業構想

地域活性と事
業構想

703教室702教室

経営環境と事
業構想

ファイナンス



４月

日 8 9 10 11 12 13

曜 月 火 水 木 金 土

時間 10：30-17：50

科目名

東京
東英弥理事長

特別講義
講義 講義 講義 講義 院生発表

名古屋 講義
東英弥理事長
特別講義

講義 講義 講義 院生発表

大阪 講義 講義 講義
東英弥理事長

特別講義
講義 院生発表

福岡 講義 講義 講義 講義
東英弥理事長

特別講義
院生発表

詳細は別途お知らせします。

18：30-21：40

導入集中期間（主に1年次対象）：4月8日（月）～13（土）

事業構想原論



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

第１章 

大学院での諸手続・設備・

ICT・規程 



 

✼院生生活の窓口 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○事務局の役割 
本学では、院生の皆さんが有意義で充実した学生生活を送ることができるように業務を行っています。諸手続き等の取り扱いの他、各種

相談にも応じていますので、困ったことや心配なことが起きた場合には遠慮せず、気軽にご相談下さい。 

 

○窓口・施設開設時間 
 春期、夏期及び冬期休業期間中など、授業の行われない日は（ ）内の時間となります。 

 なお、年末年始、5 月の連休、8 月のお盆期間、入学試験実施等で、休館する場合があります。 

 また授業がない日でも、行事等で延長開館する場合があります。詳細は都度メール等でお知らせします。 

 ※全館禁煙です。 

 

 ＜東京＞  

  月～金曜日  ： 10:00～22:00 （授業実施日以外 10:00～19:00） 

  土曜日     ： 10:00～19:00 （授業実施日以外 10:00～17:00） 

  日曜日、祝日 ： 休館 

 

＜名古屋＞ 

  月～金曜日 ： 13:00～22:00 （授業実施日以外 13:00～19:00） 

  土曜日 ： 10:00～19:00 （授業実施日以外 10:00～17:00） 

  日曜日、祝日 ： 休館 

 

＜大阪＞ 

  月～金曜日 ： 13:00～22:00 （授業実施日以外 13:00～19:00） 

  土曜日 ： 10:00～19:00 （授業実施日以外 10:00～17:00） 

  日曜日、祝日 ： 休館 

 

＜福岡＞ 

  月～金曜日 ： 13:00～22:00 （授業実施日以外 13:00～19:00） 

  土曜日 ： 10:00～19:00 （授業実施日以外 10:00～17:00） 

  日曜日、祝日 ： 休館 

   

 ※開館、閉館時間を変更する場合は都度お知らせいたします。 

  



 

✼証明書・願・届 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○証明書 
証明書等の交付には、交付申請をした日から種類によっては 1 週間程度（いずれも土・日・祝日は含まない）の時間を要しますので、十

分余裕をもって手続を行うようにしてください。特に、各種英文証明書の交付については、それ以上の時間を要することがありますので注意し

てください。尚、各種証明書の発行に際しては、各証明書に必要事項をご記入の上、事務局へ申請して下さい。 

 

 

  

 種 類 窓 口 手 数 料 発 行 日            摘 要 

在学証明書 事務局 200 円 １週間 諸手続の申請等で証明を必要とするとき 

成績証明書 事務局 200 円 １週間 就職試験等で証明を必要とするとき 

卒業見込証明書 事務局 200 円 １週間 就職試験等で証明を必要とするとき 

卒業証明書 事務局 200 円 １週間 卒業証書を授与した日から発行します 

各種英文証明書 事務局 200 円 1 ヶ月程度 外国留学等で英文の証明を必要とするとき 

院生証再発行 

（紛失） 
事務局 2,000 円 1 ヶ月程度

紛失した場合に発行します 

（警察への届出と印鑑が必要） 

院生証再発行 

（汚損） 
事務局 2,000 円 1 ヶ月程度

汚損した場合に発行します 

（汚損した学生証と印鑑が必要） 

通学証明書 事務局 ― 即時 

通学定期券購入時に使用。大学院までの通学のために通

学定期券を購入することができます。事務局で発行しますの

でお申し出ください。通学証明書と学生証を駅窓口にご提示

ください。有効期限は発行から１ヶ月です。 

（通学区間以外の証明書は発行できません） 

学割証 

（学校学生生徒旅

客運賃割引証） 

事務局 ― 即時 

帰省、正課教育、就職活動、クラブ活動などで、JR 線を片

道 100km を超えて乗車する時に利用できます。発行枚数

は、1 人年間で 10 枚以内、有効期限は発行日から 3 ヶ月

以内です。割引率は普通乗車券の 2 割引です。1 枚で往

復券の購入が可能です。 

名刺 1 箱（100 枚） 事務局 2,000 円 2 週間程度  



 

✼証明書・願・届 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○願・届 
 履修が困難になった場合は、早めに、事務局または教員にご相談下さい。 

 
種 類 窓 口 摘 要 

休学願 事務局 
疾病その他やむを得ない理由により 6 ヶ月以上修学が困難で、休学

を希望するとき（病気による休学の場合は、医師の診断書が必要） 

復学願 事務局 
休学期間中に休学事由が消滅し、復学を希望するとき 

（病気による場合には医師の診断書が必要） 

復学届 事務局 休学期間満了により、復学を希望するとき 

退学願 事務局 疾病その他の事情により学業継続が困難となり、退学を希望するとき 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

✼学籍 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○学籍番号 
入学と同時に各人に学籍番号が付与されます。在学中の学内における全ての事務手続は、学籍番号によって処理されます。学籍番

号（7 桁）の構成は次のようになっています。 

 

   1    9      1              1            １         0    1～  

  ―――――――    ―――            ―――         ―――       ―――― 

  入学年度      1.事業構想研究科   1.正規生        0.東京     個人番号（2 桁） 

（西暦下 2 桁）     事業構想専攻    2.科目等履修生   1.大阪  

                              ・聴講生         2.福岡 

                                          3.名古屋 

 

○修業年限 
修業年限は 2 年です。また、5 年を超えて在学することはできません。 

 

○休学 
病気その他やむを得ない事情のため 6 ヶ月以上修学することができないと本大学院が認めた者は、学長の許可を得て休学することが

できます。また、病気のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学を命ずることができます。 

休学期間は、通算して 2 年を超えることはできません。また、休学者は休学した学期の試験を受けることができません。休学者は、休学

期間中にその理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができます。尚、休学期間は学則第5条の在学年限に参入せず、

休学期間中の学費については学則第 30 条第 3 項に定めるところによります。休学在籍料は学則を参照してください。 

休学しようとする院生は、まず、教員・事務局に相談してください。 

 

○退学 
退学しようとする場合には、退学を願い出て学長の許可を受けなければなりません。なお、退学した者で、3 年以内に再入学を願い出た

場合は、教授会の議を経て、これを許可することがあります。この場合、退学以前の在学期間及び単位取得科目は、所定の在学年限及

び単位取得科目に参入します。また、再入学を志願する者は、本大学院所定の書類に再入学選考料を添えて提出しなければなりません。 

退学しようとする院生は、まず、教員・事務局に相談してください。 

 

○除籍 
次のいずれかに該当する院生については、教授会の議を経て学長が除籍します。 

① 学則第 5 条に定める在学年限を超えた者 

② 学費の納付を 1 ヶ月以上、無届で怠り、納付しない者 

③ 学則第 16 条に定める休学の期間を超えてなお修学できない者 

④ 長期間にわたり行方不明の者 



 

✼院生証、通学・学割証 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○院生証 
院生証は、院生の身分を証明するだけでなく、各証明書の発行や、図書の貸し出し等に使用するもので、汚損したり、折り曲げたりしない

よう大切に取り扱ってください。学外においても、学割（学校学生生徒旅客運賃割引、美術館等、各種施設での学生割引）など、学生とし

ての特典を受けるために必要ですので、常に携帯するようにしてください。退学等により学籍を離れるときは、ただちに院生証を返還してくださ

い。 

また、院生証は授業の出席カード、コピーカードも兼ねており、複合機に院生証をかざして、印刷やコピーが可能です。出力費用につい

ては、半年ごとに別途実費を徴収いたします。 

 

○院生証の有効期限 
院生証に記載された有効期限（入学から 2 年間）までです。 

 

○院生証を紛失・汚損したとき 
院生証を紛失または汚損したときは、直ちに「院生証再発行願」に必要事項を記入して、事務局に届け出てください。なお、再発行には、

所定の手数料が必要となります。手続方法は「証明書・願・届」を参照してください。ただし、手続さえ整えば何回でも再発行できるような軽

いものでないことを認識し、再発行しないですむよう厳重な管理を心掛けてください。紛失した場合は、悪用防止のため、必ず警察にも届け

出てください。 

 

○通学定期券の購入 
バス、JR、私鉄などの公共交通機関で通学定期券を購入する場合は、通学証明書が必要です。各交通機関によって証明書の提出

の有無が異なりますので注意してください。通学証明書の有効期間は発行から 1 ケ月です。通学区間以外の証明書は発行しません。通

学証明書の発行手続きについては、「証明書・願・届」を参照してください。 

 

○自動車・自転車通学について 
学内に駐車場・駐輪場はありません。大学周辺の学校、飲食店、商店、一般駐車場、その他空き地への無断駐車・迷惑駐車は、しな

いでください。 

 
○学割証（学生生徒旅客運賃割引証） 

学割証は、帰省・正課教育等で、JR 線を片道 100km を超えて乗車するときに普通運賃が 2 割引となります。発行枚数は 1 人年間

原則として 10 枚までで、発行日から 3 ヶ月有効です。学割証は本人が使用するもので、他人に譲渡あるいは譲り受けて使用してはいけま

せん。不正使用した場合は、本人の処分はもとより、大学として学割証を発行できなくなることがあります。 

  



 

 

✼学費納入 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○学費納入 
本学の授業料は年額授業料を一括して納入していただきます。 

（入学時は入学前までに、入学後 2 年目以降は新年度が始まる前の 3 月 31 日まで） 

※授業料の納入について心配な点がある場合は、まず事務局に相談して下さい。 

※学費については、後述の学則２９条および別表をご覧下さい。 

 

○学費の納入方法 
  本学の学費納入は、原則・銀行指定口座への振込とします。提携ローンをご利用の場合は、金融機関から本学に直接納付されます。 

 

【取扱金融機関】 

三菱ＵＦＪ銀行 青山支店 普通口座 0130323 学校法人先端教育機構 ｶﾞｸ)センタンキョウイクキコウ 

 

【督促】 

指定期日までに学費納入が確認できなかった場合は、督促状を送付します。 

※提携ローンについては、後述の「教育ローン、学費支援制度」をご覧下さい。 

 

○退学・休学の場合の学納金 
学納金は、授業出席の有無にかかわらず在学中は納入しなければなりません。前期は 4 月 1 日、後期は 10 月 1 日に在学しているこ

とにより、学納金の納入義務が生じます。したがって、退学及び休学は、前期は 3 月 31 日、後期は 9 月 30 日までに学長に許可されな

いと、次期の学納金の納入義務が生じますので、申請の際は十分に注意してください。 

※退学及び休学を希望する者は、早め（遅くとも１ヶ月前）に教員、事務局に相談してください。 

 

○授業等の減免制度 
  現在、授業等の減免制度はありません。 

  



 

✼奨学金 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○日本学生支援機構奨学金（旧日本育英会） 
本学では、独立行政法人 日本学生支援機構（H16. 4. 1 に日本育英会より移管）が行う各種奨学金制度を紹介しています。日本

学生支援機構は、優れた学生で経済的に修学が困難な人に学資の貸与を行うことにより、国家および社会に有為な人材を育成するとと

もに、教育の機会均等を図ることを目的とする公の機関です。 

 

【募集時期】 

①定期採用：4 月（～6 月） 

②緊急採用・応急採用：随時 

 ※主たる家計支持者の転職・失職、破産、会社の倒産、病気、死亡、離別等または風水害等による家計急変のため、 

緊急に奨学金貸与の必要が生じた場合に適用することができる制度です。 

 

【出願手続】 

希望する院生は事務局にご相談ください。 

また、緊急採用・応急採用を申込む場合は、事務局に相談して下さい。 

 

【交付】 

奨学生名義の銀行・信用金庫または労働金庫の口座に、原則として毎月１回、日本学生支援機構から直接振込 

まれます。 

 

【継続手続】 

毎年秋期に「適格認定奨学金継続願」を配布しますので、奨学金の継続を必要とする場合には、指示する期日までに必ず提出し

てください。大学は「適格認定奨学金継続願」の記入内容と平素の学業成績等を総合的に審査し、継続の可否を判断します。学

業成績不振の場合、奨学金の交付が停止もしくは廃止されることがありますので、十分注意してください。 

 

【異動および届出】 

奨学生は、退学・休学・復学・転学・死亡等身分の異動、自宅通学と自宅外通学の変更、奨学金振込口座の変更、および連帯

保証人の住所等変更があったときには、遅滞なく所定の様式によって、事務局まで届け出てください。 

 

【返還】 

貸与終了後、借用金額に応じた所定の方法により、所定の年限で返還しなければなりません。返還金は後輩の奨学金として再び活

用されますので、もし返還を滞ると、新規奨学生の採用に支障をきたします。なお、第二種奨学金は貸与終了後の翌月から、年 3％を

上限とする利子が付きます（在学中及び返還期限猶予中は無利息です） 

 

●日本学生支援機構 HP  http://www.jasso.go.jp/ 



 

✼教育ローン、学費支援制度 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○本学提携金融機関の教育ローン 

 本学では下記金融機関と提携しており、優遇金利での学費借入ができます。 

【提携機関】 株式会社セディナ  【提携機関】 株式会社オリエントコーポレーション（オリコ） 

【提携ローン】セディナ学費ローン  【提携ローン】学費サポートプラン 

 

詳細は下記ホームページをご覧ください。返済シミュレーションができます。 

（セディナ）http://www.cedyna.co.jp/moneylife/loan/gakushi_loan/index.html 

（オリコ） http://orico.jp/gakusapo/ 

 

※学校名検索で「事業構想大学院大学」を入力してください。 

 

また、電話でのお問い合わせは、「事業構想大学院大学」学生の旨をお伝えください。 

    0120-686-909 （セディナコールセンター 平日 9:30～17:30） 

    0120-517-325 （オリコ学費サポートデスク 平日 9:30～17:30） 

 

※本ローンは比較的制約が少なく、また Web 上で申込を完結することができます。 

※申込完了後、提携金融機関より直接本学に学費が支払われます。 

 

○国の教育ローン 

 日本政策金融公庫・国民生活事業（旧国民金融公庫）の教育ローンが利用できます。 

    

※世帯収入・扶養家族数によって利用できない場合があります。詳細は下記ホームページをご覧ください。 

https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/ippan.html 

 

 

○学費支援制度 

 本学独自の支援制度として、上記教育ローンを利用の場合、在学期間中の金利負担分を本学で支援する制度があります。詳しくは本

学事務局までお問い合わせください。 



 

✼健康管理、学生傷害保険 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○病気、けが 
 学内で体調が悪くなったり、けがをされた場合は、事務局にお声がけください。 

 

○定期健康診断 
原則毎年 1 回実施します。この健康診断では、身体計測、レントゲン検査、血圧測定、尿検査、問診等を行います。健康診断は学校

保健安全法により年 1 回必ず実施するよう義務づけられているものです。定期健康診断は、疾病の早期発見や健康管理を目的として行

うものですから、毎年必ず受診してください。 

※ただし、所属する会社、団体等で健康診断を受けている場合、本学では受ける必要がありません。 

 

○学生教育研究災害保険 
本学では、院生が安心して学内活動や学外での教育活動を行うことができるよう、財団法人日本国際教育支援協会が運営する保険

に全院生が一括加入しています。事故が発生した場合は、直ちに事務局まで連絡してください。 保険期間は 2 年間です。 

（病気には適用されません。通学途上の事故やケガは適用されます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

✼地震等の災害対策 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○大地震発災の場合の対応 
 

本学校舎は、耐震基準に適合しておりますが、発災の態様・規模等に応じ、的確な判断と臨機応変な行動をとってください。 

 

【授業中】 

ア 出入り口の扉を開け、一時机の下などに退避するなど身の安全を確保する。 

イ 火災発報を聞いたときは発生場所を確認して、教職員の指導により初期消火にあたる。 

ウ 地震がおさまってから、担当教職員の指示に従い、落ち着いて避難する。 

エ 負傷者を発見したときはこれを保護する。 

 

【休憩時間中】 

ア 建物内にいる場合は、授業中に準じた行動をとる。 

イ 屋外の場合は、建物から離れ、落下物に注意して安全な場所で待機する。 

 

○安否連絡のお願い 
 大規模な災害が発生した場合は、下記のいずれかの方法で大学に安否を連絡してください。 

【大学へ電話連絡】 

東京  03-3478-8411 

名古屋 052-541-8411 

大阪  06-6372-8411 

福岡  092-737-8411 

 

【大学へ E-Mail での連絡】 

sos@mpd.ac.jp 

 

※自身の安否確認情報については、同メールにお送りください。 

   （例）○○です。○月○日○時、無事、○○公園に避難しています。 

 

○災害への備えについて 

 ・万一の災害に備えて、校舎内に水、非常食を備蓄しております。 

 ・事務局に救急セットを常備しております。 

 ・年に 1 回、教職員の避難誘導訓練を実施しております。 

※上記以外に４キャンパスにおいて、個別の防火・防災関連情報がある場合は、別途、当該キャンパス事務局からご案内します。



 

✼台風・大雨・大雪時の休講措置 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○台風、大雨、大雪のときの休講措置 

暴風、暴風雪、大雨、大雪の特別警報、警報が発令された場合の授業は以下の通りとします。 

 

（１）月曜～金曜 ：  

午後 4 時現在、東京 23 区／名古屋市／大阪市／福岡市に暴風、暴風雪、大雨、大雪の「特別警報」、および自治体から「避難指

示（緊急）」が発令されているときは、原則として、該当地域内の校舎の全授業を休講とします。 

 

（２）土  曜  ： 

午前 8 時現在、東京 23 区／名古屋市／大阪市／福岡市に暴風、暴風雪、大雨、大雪の「特別警報」、および自治体から「避難指

示（緊急）」が発令されているときは、原則として、該当地域内の校舎の全授業を休講とします。 

 

※「警報」および自治体からの「避難勧告」、「避難準備」が発令されている場合は、校舎所在地域の交通機関の運行状況等や通学の

安全性を判断の上、校舎別に決定します。 

※交通機関の大幅な遅延、運休が発生または予想される場合は、あらかじめ休講を決定することがあります。 

※授業の開講、休講は、決定次第、事務局からメール一斉配信等によりアナウンスします。 

※台風、大雨、大雪のときは無理をせず安全第一で行動してください。 

 

※休講した場合には、補講を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

✼ライブラリー 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○概要 
 図書室は４キャンパスで約 1 万冊の蔵書が整備されています。図書だけでなく、雑誌も閲覧できます。同室内にはパソコンを設置しており、

インターネットや、図書の検索が行えます。また、院生自身が持参したパソコン、モバイル端末は、大学内で無線 LAN 接続が可能です。

その他、デジタルデータベースの閲覧も可能です。本学の全蔵書はライブラリー設置のパソコンを利用して検索できます。目的の資料が学

内に見つからない場合は、学外から取り寄せることもできますので、事務局に気軽に声を掛けてください。 

東京、名古屋、大阪、福岡の各キャンパス、本学のグループ校「社会情報大学院大学」に蔵書されている図書も検索や貸し出しが可

能です。 

 

○利用の範囲 
（１）ライブラリー内資料の検索 

ライブラリー内に設置しているパソコンを利用して、迅速に検索することができます。著者名・書名・分類番号等のキーワードを入力して、

目的の資料を探してください。 

 

（２）ライブラリー内資料の閲覧 

開架図書や閲覧コーナー等を利用して、図書や雑誌などを自由に閲覧できます。 

 

（３）事業構想計画書の閲覧 

これまでの修了生が提出した「事業構想計画書」を閲覧することができます。閲覧はライブラリー内に限り、写真撮影や書き写しはご遠

慮ください。 

 
（4）館内資料の貸出・返却 

ライブラリー内の貸出、返却等の手続は、事務局にて行います。 

       貸出冊数    貸出期間 

    20 冊以内    2 週間以内 

借りた資料は期日までに返却してください。資料の返却が遅延した場合は、その間の新規貸出を停止します。 

 

（５）コピーサービス／プリントサービス 

所蔵資料を著作権法の範囲内で、コピーすることができます。館内には複合機があり、カラーコピーができます。コピー機の利用は有料

（モノクロ 1 枚 5 円、カラー1 枚 10 円）です。なお、パソコンからのプリントサービスも同様に可能です。コピー、プリントの際には院生証をカ

ードリーダーにかざすことで利用可能です。パソコンからのプリントアウトは、プリンタードライバーを web からインストールすれば利用可能です。

出力費用については、半年ごとに別途実費を徴収いたします。 

 

（６）デジタルデータベース、電子書籍の利用 



 

下記を利用することができます。本学構内並びに自宅からも利用が可能です。 

○日経 ValueSearch 

（企業、業界情報の検索、経済統計・商品情報の検索、日経各紙の検索）  別途メールで URL をお送りします。 

○電子書籍 NetLibrary 

   （経営、マーケティング、広告、組織コミュニケーション等の電子書籍）  別途メールで URL をお送りします。 

○政策リサーチ（学内：図書室内にある Mac のみで利用可） 

   （政府・省庁の政策立案過程の資料や予算・法律策定の検討資料など入手困難な資料の閲覧） 

○JSTOR→海外の学術雑誌や論文を、検索・閲覧できる電子ジャーナルです。 

   http://www.jstor.org/ 

    ※大学院 Wi-Fi 環境下、もしくは VPN 接続をしたうえで、上記 URL にアクセスしてください。 

 

 

※上記は PC より VPN 接続（IP アドレス認証）により使用することができます。 

   VPN 接続のための院生用 ID、パスワードは別途院生のみなさんの大学院メールへお送りします。各自メールを確認した上で接続し

てください。 

 

  



 

✼LAN へのアクセス 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○無線 LAN 
本学では、個人のパソコン、タブレット、スマートフォン等を無線 LAN 接続することができます。LAN は下記のとおり 3 つのセグメントに分

けられています。院生のみなさんは「院生セグメント」にて接続することができます。 

「院生セグメント」  ・・・ MPD-Student   院生が使用します。 

「教員セグメント」  ・・・ MPD-Professor  教員が使用します。 

「職員セグメント」  ・・・ MPD-Staff     職員が使用します。 

 なお、「院生セグメント」ではインターネット接続と複合機へのプリントサービスの 2 つが使用できます。 

 

○ID、パスワード 
  「院生セグメント」の ID、パスワードは別途お知らせいたします。 

  各自メールを確認した上で接続してください。 

  ※詳細の接続設定につきましては、別途事務局よりお知らせいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

✼大学院メール（初期設定） 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○メールアドレス 
院生には、それぞれ 1 つずつメールアドレスを付与します（利用料等は一切かかりません）。設定のためのパスワード等は別途個別にご案

内いたします。 

 （例）山田太郎さん 

   t.yamada@8.mpd.ac.jp 
    イニシャル     姓      第 8 期入学生 
 

○既に Gmail のアカウントをお持ちの方 

 既に Gmail のアカウントをお持ちの方は、下記手順でメール設定が可能です。 

① メール画面右上の丸印をクリック  ② 「アカウントを追加」をクリック 

次画面で新しいメールアドレスと仮パスワードを入力。パスワードの変更を求められるので、パスワードの再設定をして、メール設定が完了で

す。 

 

 
○本学からの連絡 

本学からの連絡は、大学院メールへお送りします。大学院メールを直接確認するか、もしくは転送設定をして個人のメールアドレスで確認

するようにしてください。尚、転送設定の方法は次ページのとおりです。 

②  

①  



 

✼大学院メール（転送設定） 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 【転送設定】 

 （１）【画面右上の歯車マーク】－【設定】をクリック          （２）【メール転送と POP/IMAP】－【転送先アドレスを追加】をクリック 

 

 

（３）転送先アドレスを入力  （４）【転送先アドレスの許可を確認するための確認コードの送信】－【OK】をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この後に、転送先のメールアドレスに確認コードが送信されますので、「リクエストの承認」をしてください。 

  



 

✼Google アプリケーション 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○Google Classroom 
本学では Google Classroom を使って授業管理を行います。また、講義資料・動画、カレンダーはこの Google Classroom 

で一元管理できるようになります。 

 

○Google Classroom へのアクセス方法 

① 大学院メールアドレスでログインの上、メール受信画面右上の四角をクリック   

② Classroom を選択 

     

 
○Google Classroom の各クラスへの参加方法 

Google Classroom 内に、授業科目ごとに、「クラス」を作成いたします。 

履修登録後、皆さまの大学院メールアドレス宛に、履修もしくは聴講で登録した科目の「クラス」への招待メールをお送りしますので、 

参加をクリックしてください。※履修登録については、Google Forms を使用して行います。詳細は別途事務局よりご案内いたします。

 



 

○Google カレンダーについて 
履修登録した（Google Classroom に参加した）科目については、 

自動的にご自身の Google カレンダー上に、講義スケジュールが反映されます。 

上記の赤枠箇所をクリックすることで Google カレンダーに入ることができます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
○Google ドライブについて 
Google ドライブについては、主に下記の 2 種類のフォルダをご利用いただくかたちになります。 

① Google Classroom のクラスのドライブフォルダ 

② 講義資料・講義動画をアップロードしているフォルダ 

 

それぞれ下記の手順でアクセスしてください。 

① Google Classroom のクラスのドライブフォルダ 

下記よりドライブへアクセスしてご確認下さい。  

クラス内で提出した資料や課題のデータなどが、こちらのフォルダに格納されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 講義資料・講義動画をアップロードしているフォルダ 

Google Classroom の各科目のクラス内に、事務局より格納場所のリンクをご連絡させていただきますので、 

そちらをご確認の上、アクセスしてください。 



 

    

 

     

 
○課題の提出について 
 Google Classroom 内で、教員から「課題」を出題されることがあります。出題された課題に対しては、オンラインでレポートや発表資料を 

提出することができます。なお、課題についてはメール提出の場合もあるので、適宜教員の指示に従ってください。 

 

① 課題提出に関する投稿の「開く」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「追加」ボタンをクリックし、「ファイル」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

③ 下記の要領でファイルを選択し、アップロードを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  アップロードが完了すると下記の画面に切り替わるので、最後に「提出」ボタンをクリックしてください。 

 

 



 

✼プリンターの設定方法 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○プリンタードライバーのインストール、および、設定について 
 プリンタードライバーのインストール、および、設定の方法については、各キャンパス別に異なりますので、別途お知らせします。 

 

各キャンパス内にある複合機に院生証をかざして、印刷やコピーが可能です。 

印刷やコピーをする場合は、別途設定が必要ですので、ご希望の方は事務局にお申し出ください。 

出力費用については、別途実費を徴収いたします。 

 

 

✼VPN 接続 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○VPN 接続方法について 
 VPN の接続方法については、ご使用の機器により異なりますので、別途ご案内します。 

 

 

 

 

 

 

  



 

✼方針（３ポリシー・固有の目的） 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

【アドミッション・ポリシー】 

本学では、求める人材像と入学試験の基本方針を「アドミッション・ポリシー」として制定しております。 

 

1. 求める人材像 

 事業構想大学院大学は、卓越した発想及びその発想を実現する構想力を持ち、かつ事業を継続的に進化させ日本社会

の一翼を担う志を持ち実行できる人材の育成を目的としています。そのため、講義を通じて知識を得るのみでなく、柔軟な発想

のもと、その知識を応用し異なる立場での意見をもつ教授陣、学友との論理的で建設的な議論を展開することのできる院生を

求めています。 

 具体的には、下記の人物を対象としています。 

 

①新規事業担当者（及び将来携わりたいと希望する者） 

②事業承継者（及び事業承継予定者） 

③地域活性化を志す者 

④ベンチャーを興したいと考える者 

 

2. 入学試験の基本方針 

そのため事業構想大学院大学の入学試験は、下記の基本方針のもと実施されます。 

（１） 卓越した発想に基づく一方で、実現可能性に支えられた説得性のある事業を立案する能力を習得できる素養を要

求します。 

（２） 社会課題を読み解き、その課題を解決する事業の構想を論理整合的に論述できる思考能力を要求します。 

（３） 論理的かつ建設的な議論を展開し、共感を得ることのできるコミュニケーション能力を要求します。 

 

事業構想大学院大学はこのようなアドミッション・ポリシーのもと、社会の一翼を担う人材として成長することのできる者を受け入

れます。 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

 事業構想大学院大学は、院生にプロジェクトデザインの基礎と応用を体得させ、事業構想をより実現性をもった計画書へと

落とし込むための能力を身につけさせるための組織的な教育の実施を行います。 

 具体的には、事業構想の知見を体系化した「事業構想論」を基盤とし、事業構想の綜合的理解と事業構想を構築していく

ための基礎を形成する基礎科目、事業構想の流れを一通り実践的に学ぶ専門科目、事業構想を構築する方法及び事業

構想を実現可能にする方法の研究を行う展開科目、事業構想を具体的に構築して「事業構想計画書」に落とし込む実践的

なトレーニングを行う演習を実施します。 



 

【ディプロマ・ポリシー】 

 事業構想大学院大学は、修業年限以上在学し所定の単位数を修得し、必要な演習（指導）を受けるとともに、下記の能

力を身につけ、修了審査に合格した院生に対して修了を認定します。 

 

（１） 他者を説得できる発想力と構想力をともに備えたうえで、理想的な社会像や事業像から企業や地域などの構想を描

き出すことのできる能力を身につける。 

（２） いかなる社会状況においても、開かれた視座のもと、広く社会課題を発見し、その解決への過程を描くことのできる能

力を身につける。 

（３） 事業構想が解決する社会課題を論理的で建設的な議論をつうじて見出し、他者に説明ならびに説得できる能力を

身につける。 

 

 

【事業構想大学院大学固有の目的】 

 事業構想大学院大学は、高等教育機関としての新たな役割を担い、社会的責務を十分に全うするために、幅広い視野と

高い見識を備えた「高度専門職業人」の育成をめざすものである。 

 低迷する社会に新たな活路をひらき、未来を拓こうとする逞しい意思、豊かな知性、卓越した指導力を具備した未来を担う人

材育成を求める声は高い。このような社会状況に鑑みて企業経営、とくに事業構想の分野で高度な専門性をもつ「人財」の

育成を行なうのが本大学院大学設置の目的である。 

 

 

 



 

 

✼学則 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

事業構想大学院大学 学則 

第1章 総 則 

（目的） 

第1条 広い視野に立って精深な学識を授け、事業構想学の研究教授を通して創造的問題解決能力を有する高度な専門的職業人の

育成を目的とする。 

 

（名称） 

第2条 本大学院は事業構想大学院大学と称する。 

 

（自己評価等） 

第3条 本大学院は、その教育研究水準の向上を図り、大学院の目的及び社会的使命を達成するため、大学院における教育研究活動

等の状況について自ら点検及び評価を行う。 

2 前項の点検及び評価については、別に定めるところにより、実施するものとする。 

 

第2章 研 究 科 

（研究科・専攻・課程及び学生定員） 

第4条 本大学院に設置する研究科・専攻及び課程と学生定員は、次のとおりとする。 

事業構想研究科 

 

 

 

 

  

 専門職学位課程 

事業構想専攻  
入学定員 収容定員 

90名  180名 



 

 

第3章 修業年限・学年・学期・休業日 

（修業年限） 

第5条 専門職学位課程の標準修業年限は2年とする。ただし、在学年限は5年とする。 

 

（学年） 

第6条 学年は4月1日に始まり翌年3月31日に終了する。 

 

（学期） 

第7条 学年を分けて、次の2学期とする。 

前期 4月1日から9月30日まで 

後期 10月1日から翌年3月31日まで 

 

（1年間の授業期間） 

第8条 各学年の授業を行う期間は、35週にわたることを原則とする。 

 

（休業日） 

第9条 休業日は次のとおりとする。 

（1）国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号)の規定する休日 

（2）春期休業日 3月1日～3月31日 

（3）夏期休業日 7月20日～9月10日 

（4）冬期休業日 12月21日～翌年1月5日 

2 必要がある場合、学長は前項の休業日を臨時に変更することができる。 

3 第1項に定めるもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 

 

第4章 入学・休学及び退学 

（入学の時期） 

第10条 本大学院の入学の時期は学年の始めとする。ただし、再入学については、学期の始めとすることができる。 

 

（入学資格） 

第11条 専門職学位課程に入学することのできる者は、次の各号の1に該当する者とする。 

（1）大学を卒業した者。 

（2）学校教育法（昭和22年法律第26号）第68条の2第3項の規則より大学評価・学位授与機構から学士の学位を授与され 

   た者 

（3）外国において学校教育における16年の課程を修了した者。 

（4）文部科学大臣の指定した者。 



 

（5）本大学院において修了課程を受けるにふさわしい学力または実務経験があると認めた者。 

 

（入学の出願） 

第12条 本大学院に入学を志願する者は、本大学院所定の書類に検定料をそえて提出しなければならない。 

2  入学検定料は別表のとおりとする。 

 

（入学者の選抜） 

第13条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選抜を行う。 

 

（入学手続き及び入学許可） 

第14条 前条の選抜の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに本大学院所定の書類を提出するとともに、所定の学

費を納付しなければならない。 

2  学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

 

（休学） 

第15条 病気その他やむを得ない事情のため6か月以上修学することができないと本大学院が認めた者は、学長の許可を得て休学する

ことができる。 

2  病気のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学を命ずることができる。 

 

（休学期間及び復学） 

第16条 休学期間は、通算して修士課程においては2年を超えることはできない。 

2 休学者は、休学した学期の試験を受けることはできない。 

3 休学者は、休学期間中にその理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができる。 

4 休学の期間は第5条の在学年限に算入しない。 

5 休学期間中の学費については第30条第3項に定めるところによる。 

 

（退学及び再入学） 

第17条 退学しようとする者は、退学を願い出て学長の許可を受けなければならない。 

2  退学した者で、3年以内に再入学を願い出た場合は、教授会の議論を経て、これを許可することがある。この場合、退学以前の

在学期間及び単位取得科目は、所定の在学年限及び単位取得科目に算入する。 

3  再入学を志願する者は、本大学院所定の書類に再入学選考料を添えて提出しなければならない。 

 

（除籍） 

第18条 次の各号の一に該当する者は、教授会の議論を経て学長が除籍する。 

（1）第5条に定める在学年限を超えた者 

（2）学費の納付を1か月以上、無届で怠り、納付しない者 

（3）第16条に定める休学の期間を超えてなお修学できない者 

（4）長期間にわたり行方不明の者 



 

第5章 教育課程及び履修方法等 

第1節 履修方法等 

（授業科目） 

第19条 本大学院の授業科目の種類は別に定めるとおりとする。 

 

（授業及び指導） 

第20条 専門職学位課程の教育は、授業科目の授業及び指導によって行うものとする。 

2  指導についての細目は別に定める。 

 

第21条 教育上特別の必要があると認められる場合には、教授会の議論を経て、特定の時間又は時期において授業又は指導を行う等

の適当な方法により教育を行うことができる。 

2  授業又は指導の特例については、別に定める。 

 

（単位） 

第22条 研究科における授業科目並びにその必修科目及び選択科目の単位数は別に定めるとおりとする。 

2  授業科目の履修及び単位の取得方法は、本大学院の履修要項に準拠するものとする。 

3  授業科目に対する単位の算出は、次の基準によって計算する。 

（1）講義については、毎週1時間、15週の講義をもって1単位とする。 

（2）演習・論講については、毎週1時間、15週の演習をもって1単位とする。 

（3）実験，実習などの授業については、毎週2時間、15週の実験又は実習をもって1単位とする。 

   4 入学前に他の大学院で習得した単位がある場合、定められた期間内に本人が申請し教授会にて適当と認められた場合は、１０

単位を上限に本大学院の所定単位への算入を行う。  

 

（単位の授与） 

第23条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

第 2 節 試験及び成績 

（単位の認定及び成績の評価） 

第24条 単位の認定は試験によるものとし、試験は原則として学期末あるいは学年末に、その履修した科目について筆記，口述などによっ

て行う。ただし、論文，レポートの提出その他の方法によることができる。 

2  試験の成績及び修了認定の審査又は第26条の特定の課題についての研究の成果の審査の成績は、100点を満点とし、80

点以上を優、80点未満70点以上を良、70点未満60点以上を可、60点未満を不可とし、不可は不合格とする。 

  



 

（追試験） 

第25条 病気その他やむをえない事故のために前条第１項の試験を受けなかった者には、追試験を行うことがある。 

第3節 課程の修了要件 

（修了要件） 

第26条 修士課程を修了するためには、休学、停学期間を除いて2年以上在学し、所定の科目について３４単位以上を修得し、必要な

演習（指導）を受け、かつ、別に定める修了審査委員会の規定に従って審査に合格しなければならない。 

第4節 学 位 

（学位の授与） 

第27条 学位の授与に関しては、別に定める事業構想大学院大学学位規程による。 

 

（学位の種類） 

第28条 修士課程を修了した者には、次の学位を授与する。 

事業構想修士（専門職） 

 

第6章 学 費 

（学費） 

第29条 本大学院の学費は、別表のとおりとする。 

 

（授業料等の納入） 

第30条 入学を許可された者は、入学金，授業料等を指定された入学手続き期間内に納めなければならない。 

2 在学生は、授業料等を年額一括して、次の期間内に納めなければならない。 

 

 

 

 

3 授業料等は休学中もこれを納めなければならない。ただし、休学期間が学則第30条第2項に定める授業料等納入区分の前期ま

たは、後期の期間の全部となる場合は、その該当学期の授業料を免除する。ただし、休学を承認された者は休学在籍料として別

に定める額を納入しなければならない。 

4 学期の途中で復学した場合は、復学した日の属する該当学期の授業料を、その月の末日までに納めなければならない。 

5 学期の途中において、学則第17条第１項の規定による退学及び第18条の規定による除籍の場合は、その退学日、除籍日の属

する該当学期の授業料を納めなければならない。 

6 学則第17条第2項により、再入学を許可された者は、入学金及び授業料を指定された再入学手続き期間内に納めなければなら

ない。 

区        分 納     期 

前期（4月1日から9月30日まで）  
3月中に一括納入 

後期（10月1日から翌年3月31日まで） 



 

7 いったん納入した入学検定料、再入学選考料及び授業料等は返還しない。ただし、学則第30条第3項の規定により、翌年度以

降の学期分の授業料等を前納していた者が休学または退学した場合には、翌年度以降の学期分の前納授業料を返還する。休

学期間が学則第30条第2項に定める授業料等納入区分の前期または、後期の期間の全部となる場合は、その該当学期の授

業料を返還する。また、退学時期が前期期間内である場合は、後期以降の前納授業料を返還する。 

8 前項の規定にかかわらず、入学辞退者の学費返還については別に定めるところによる。 

 

第7章 教 職 員 組 織 

（教員組織） 

第31条 本学学長、副学長のほか、大学院に研究科長、専任教員を置く。 

（1） 学長は大学院の学事を掌り、所属教職員を統轄する。 

（2） 副学長は学長を補佐し、大学院に関する事項を掌る。 

（3） 研究科長は学長および副学長を補佐し、大学院に関する事項を掌る。 

2 本大学院の授業及び指導は、本学の専任教員のうちから選任されたものが担当する。ただし、必要がある場合は、兼任教員が

担当することができる。 

3 前項の教員の任免は別に定める。 

 

（教授会とその構成員） 

第32条 本大学院の教育に関する重要な事項を審議し、議事について決するために教授会をおく。教授会の構成員は次のとおりとする。 

（1）研究科長 

（2）本大学院の授業及び指導を担当する専任教員 

2 教授会の規程は、別に定める。 

 

（教授会の招集） 

第33条 研究科長は教授会を招集し、その議長となる。 

 

（教授会の審議事項） 

第34条 教授会は、学長の求めに応じ、下記事項について審議し、学長に意見を述べるものとする。 

（1）授業・指導、及び担当者に関する事項 

（2）入学・休学・退学等、学生の身分に関する事項 

（3）研究の成果、修了の審査に関する事項 

（4）学生の指導、及び賞罰に関する事項 

 

 

（事務組織） 

第35条 事務組織については別に定める。 

 



 

第8章 他 大 学 と の 交 流 

（単位互換） 

第36条 教育研究上有益であると認めるときは、他大学院との間に単位互換の協定を結ぶことができる。 

2 協定校の認定、その他協定に関する重要事項については、教授会の議を経なければならない。 

 

（認定許容単位） 

第37条 学生が協定校において履修した授業科目の単位は、10単位の限度内で課程修了に必要な単位として認定することができる。 

 

（研究指導） 

第38条 教育研究上有益と認めるときは、学生が他の大学院又は研究所等において必要な指導を受けることを認めることができる。ただ

し、指導を受ける期間は、1年を超えないものとする。 

 

第9章 科目等履修生・聴講生 

（科目等履修生・聴講生） 

第39条 本大学院の学科目の履修を希望する者または聴講を希望する者に対しては、本学の教育に支障がない限り、選考の上、それぞ

れ科目等履修生として履修、聴講生として聴講を許可することがある。 

2  科目等履修生、聴講生となることができる者は、第11条の各号の1に該当する資格を有する者及び本学において科目等履修

生、聴講生として適当と認めた者 

3  科目等履修生、聴講生に関して必要な事項は別に定める。 

 

第10章 委 託 生 ・ 研 究 生 

（委託生） 

第40条 企業・行政体等から特定の授業科目の履修及び研究指導の委託があったときは、本大学院学生の教育研究に支障をきたさな

い限り、選考のうえ委託生として受け入れを許可することがある。 

2  委託生に関し、必要な事項は別に定める。 

 

（研究生） 

第41条 本大学院において特定の研究課題について指導を受けようとする者については、教育研究に支障のない場合に限り、研究生と

して受け入れを許可することがある。 

2  研究生に関し、必要な事項は別に定める。 

 

 



 

 

第11章 施 設 及 び 設 備 

（講義室等） 

第42条 本大学院には、その教育研究に必要な講義室・研究室・演習室等を備えるものとする。 

 

（図書等の資料） 

第43条 図書、学術雑誌、視聴覚資料その他、本大学院の教育研究に必要な資料を、図書館を中心に系統的に備えるものとする。 

2  学生、聴講生、委託生及び研究生は前項の図書等の資料を利用することができる。 

第12章 賞 罰 

（表 彰） 

第44条 人物及び学業の優秀な者、また学生として模範的行為があった者については、学長は教授会にはかって、これを表彰することが

ある。 

 

（罰 則） 

第45条 本学則又は本大学院で定める諸規則にしたがわず、その他学生にあるまじき行為があったときは、学長は教授会にはかって懲戒

することがある。 

2  懲戒には、戒告，停学及び退学がある。 

 

第13章 改 正 

（改 正） 

第46条 本学則の改正は、教授会の諮問を経て理事会の承認を得なければならない。 

 

第14章 雑 則 

（施行の細目） 

第47条 本学則に特に定めるものを除くほか、この学則の実施の手続きその他実施について必要な細目は、別に定める。 

 

附  則（平成25年3月26日一部改正） 

１．本学則は平成25年4月1日から施行する 

 

附  則（平成26年11月27日一部改正） 

１．本学則は平成27年4月1日から施行する 

 

附  則（平成27年4月18日一部改正） 

１．本学則は平成27年5月1日から施行する 



 

 

 

附  則（平成28年3月24日一部改正） 

１．本学則は平成28年4月1日から施行する 

 

附  則（平成29年3月23日一部改正） 

１．本学則は平成29年4月1日から施行する 

 

附則（平成29年9月1日一部改正） 

１． 本学則は平成30年4月1日から施行する。 

 

附  則（平成30年9月1日一部改正） 

１．本学則は平成31年4月1日から施行する 

 

 

学則 別表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※休学在籍料については、休学事由によっては、学長が減免の決定を行うことがある。 

 

 専門職学位課程学生 

入学金 100,000円

授業料（年額） 1,600,000円

検定料 35,000円

休学在籍料（半期休学） 300,000円

休学在籍料（通期休学） 600,000円



 

「修了審査委員会」規程 

（事業構想大学院大学 学則の付随規程） 

 

 本規程は、学則第 26 条に示した「修了要件」ならびに「修了審査」について定めるものである。 

第１項 本研究科の 2 年の課程を修了しようとするものは、「修了審査委員会」（以下、委員会）による「修了審査」を受けなければなら

ない。「委員会」は当該学生 2 年次の後期（おおむね 1 月）に開催する。 

第２項 委員会は、研究科長を長とし、本研究科専任教員 3 名以上 5 名以内をもって構成する。うち、当該学生が「演習・指導科目」

を履修する教員１名以上の参加を要する。（演習・指導教員は院生の履修状況により 2 名の場合もある）。 

第３項 修了審査にあたっては、学生の申し出により、事務局によって「判定表」個表を作成し、これを審査資料として「委員会」に提出に

しなければならない。 

第４項 「判定表」は、①成績状況（科目評価、レポート評価、演習評価）、②履修状況（取得単位数、履修科目）、③出席状況（授

業出席、討論参加）の三分野からなり、事務局が学生と教員の双方からの資料をもとに作成する。 

第５項 委員会は、この「判定表」をもとに意見交換し、それぞれ採点して修了の合否を決定する。合否ラインは、すべての委員が 100 点

満点中 60 点以上の評価とする。 

第６項 審査にあたっては、判定内容の確認や意見聴取のため学生との面談をおこなうこともある。また、合格点に満たない学生には履

修指導を行なう。 

 

この規程の定めにないこと、または規程の改変は「教授会」の議を経て研究科長が決定する。 

 

附  則 

1．本付随規程は平成24年4月1日から施行する。 

 

附  則（平成28年3月24日一部改正） 

１．本付随規程は平成28年4月1日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※修了に必要な事業構想計画書提出のスケジュール、様式、発表会、審査会等につきましては、ゼミ説明会やメール等でお知らせしま

す。  



 

✼禁止行為細則 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

禁止行為細則 

（事業構想大学院大学 学則の付随細則） 

 

 本細則は、学則第 47 条に基づき、禁止行為について定めるものである。 

 

第 1 項 本学の学生（科目等履修生、聴講生を含む）は、以下の行為をしてはならない。 

1． 大学の他の学生や教職員を誹謗中傷する行為又は名誉毀損行為等、損害を与える行為 

2． 本学の施設内における政治、宗教の勧誘行為 

3． 本学の施設内における選挙に関する依頼・勧誘行為 

4． 本学の施設内における営利を目的とした他の学生や教職員への勧誘行為 

5． 学生証を不正に利用する行為 

6． 本学の他の学生や教職員の個人データを収集・蓄積または漏洩したりする行為 

7． 本学の許可を得ずにポスターを学内に掲示したりビラ等を配布したりする行為 

8． 本学の許可を得ずに教室他施設を使用する行為 

9． 本学の施設内において指定された場所以外でお弁当等を食べる行為 

10．本学の施設内において喫煙する行為 

11．講義内容について録画・録音・撮影をする行為 

12．本学の許可無く講義内容の記録や配布資料等を第三者へ公開する行為 

13. 反社会的勢力等と社会的に非難される関係を持つなど学生の本分に反する行為 

14．その他本学の運営に支障を及ぼすなど本学が不適切又は不都合と判断した行為 

 

第 2 項 本細則にしたがわない場合は、学則第 45 条の罰則規定を適用する。 

 

この規程の定めにないこと、または規程の改変は「理事会」の議を経て理事長が決定する。 

 

附  則 

この規程は、平成 28 年 4 月 1 日から施行する。 

 

 

  



 

 

✼ハラスメント防止に関する規程 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

ハラスメント防止に関する規定 

 

（目的） 

第 1 条  この規程は、事業構想大学院大学（以下、｢大学｣という。）において、学生及び教職員等が個人として尊重され、人権を阻害

されることなく、修学、就労及び教育・研究（以下「修学・就労」という。）を健全で快適な環境のもとに遂行できるよう、ハラスメン

トの防止及び排除のための措置並びにハラスメントに起因する問題が発生した場合に適切に対応するために必要な事項を定

める。 

 

（定義） 

第 2 条  この規定において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。 

（1） セクシュアル・ハラスメント 

他の者を不快にさせる性的な言動 

（2） アカデミック・ハラスメント 

教員等の権威的又は優越的地位にある者が、その優位な立場又は権限を利用し、又は逸脱して、その指導を受ける者の研究

意欲及び研究環境を著しく阻害する結果となる、教育上不適切な言動、指導又は取扱いをいう 

（3） パワー・ハラスメント 

教職員等の職務上優越的地位にある者が、その地位及び職務上の権限を利用し、又は逸脱して、その部下、その指導を受ける

者、又は同僚の意欲又は環境を著しく阻害することとなる不適切な言動、指導又は取扱いをいう 

（4） ハラスメントに起因する問題 

ハラスメントにより学生及び教職員の修学・就労の環境が阻害されること並びにハラスメントに対する苦情の申し出、相談（以下

「苦情相談」という。）及び抗議等の対応に起因して修業・就労上の不利益を受けること 

（5） 院生等 

大学学則（以下｢学則｣という。）の適用を受ける全ての者 

（6） 教職員等 

学校法人先端教育機構（以下｢法人｣という。）就業規則（以下｢就業規則｣という。）第 2 条に規定する職員及び人材派遣職

員等大学内で就労する全ての者 

 

 

 

  



 

 

✼ハラスメント防止に関する規程 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

（禁止及び啓発） 

第 3 条 法人は、ハラスメントを人権侵害として禁止するとともに、その防止に向け学生及び教職員等に啓発を行うものとする。 

2  前項の啓発は、院生に対しては大学院事務局（以下｢事務局｣という。）が、教職員等に対しては法人本部が行うものとする。 

 

（相談窓口及び相談員） 

第 4 条 法人は、ハラスメントに対する苦情相談に対応する相談窓口と相談員を定め、これを学内に周知するものとする。 

2  相談窓口及び相談員は、次のとおりとする。 

（1） 学生の相談窓口は事務局。 

（2） 教職員等の相談窓口は法人本部。 

3  相談委員は、苦情相談を受けるにあたり、必要に応じて相談者との同性の教職員を指名して相談業務を補助させることができる 

 

（苦情相談への対応） 

第 5 条 相談員は、苦情を受けた場合は問題の事実確認及び当事者に対する助言等により、当該事案を迅速かつ確実に解決するよう

努めるとともに、原則として本人の同意を得て、具体的事項を速やかに理事長及び学長に報告しなければならない。 

2  当事者は、案件について虚偽の申告又は証言をしてはならない。 

 

（調査委員会） 

第 6 条 理事長は、前項の報告を受けて当該事案の内容を勘案して必要と認めた場合は、常務理事を委員長とする調査委員会（以下

「委員会」という。）を設置して事実確認及び救済等の必要な措置をとるものとする。 

   2   委員会の構成は、理事長又は学長が当該事案の内容を勘案して定め、教職委員から任命するものとする。 

   3  委員長は、委員会を招集して、その議長になる。 

   4  委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開き議事を審議することができない。 

   5  委員会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数の場合は議長の決するところによる。 

   6  委員会は、必要と認めた場合は理事長又は学長の承認を得て、委員以外の教職員の協力を求めることができる。 

7  委員会は、必要があると認めた場合は、当該事案の当事者及び調査に必要と認められる者に対して出席を求め、事情を聴くこ

とができる。 

8  委員会は、当該事案に係る事実確認の結果及び事案の概要並びに救済等の処理方針案を理事長又は学長に報告するもの

とする。 

9  委員会は、前項の報告をもって解散するものとする。 

10  委員会の事務は、理事長が設置した委員会については法人本部が、学長が設置した委員会については事務局が行う。 

 

（プライバシー保護） 

第 7 条 相談員（補助の教職員を含む）及び委員会委員（協力の教職員を含む）は、苦情相談、委員会の調査活動等により知り得た秘

密を正当な理由なく他に漏洩し、又は私的な目的に利用してはならない。なお、退任後も守秘義務を負うものとする。 
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（セクシュアル・ハラスメント行為に対する措置） 

第 8 条 理事長又は学長は、委員会の報告により修学・就労の環境改善及び救済等の措置を講ずる必要があると認めた場合は、遅滞

なく所要の措置を講ずるものとする。 

 

2  理事長又は学長は、セクシュアル・ハラスメントの行為者に対して懲戒処分の必要があると認めた場合は、本人の弁明を聴いて

就業規則又は学則に基づき所要の措置を講ずるものとする。 

 

（委任） 

第 9 条  この規定に定めるもののほか、この規定の施行について必要な事項は理事長が定める。 

 

（事務） 

第 10 条 この規定に関する事務は、事務局が担当する。 

 

（改廃） 

第 11 条 この規定の改廃は、理事会の議を経て行う。 

 

（罰則） 

第 12 条 本細則にしたがわない場合は、学則第 45 条の罰則規定を適用する。 

 

本規程は学則の関連規程であり、条文にないものは学則に従うものとする。 

 

附  則 

この規定は、平成 24 年 4 月 1 日から施行する。 

 

 

 

 

ハラスメントに関する相談窓口 

  

 TEL.  

東京  03-3478-8411 

名古屋 052-541-8411 

大阪  06-6372-8411 

福岡  092-737-8411 

 

 E-mail. request@mpd.ac.jp 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※内容は一部変更する場合があります。また、掲載されてない科目については別途お知らせします。 

 

 

 

 

履  修  要  項 



 

✼履修・試験・成績 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○履修登録 
 

履修登録は、自分が履修しようとする科目を届け出る手続きであり、この手続きを正しく行わなければ、たとえ授業を受けても単位の修得

はできません。履修登録のミスは単位を修得できないことであり、ひいては卒業・修了できないことにもつながります。履修登録に関して疑問

点や不明点があれば、自分で判断せず、必ず事務局または教員へ相談してください。 

 

・年間履修登録上限は 40 単位までです。 

※2 年次のみで履修できる科目もありますので 1 年で修了することはできません。 

 

○聴講制度 

 

  年間履修単位の上限は 40 単位ですが、それ以上の科目受講を希望される場合は、「聴講制度」があります。聴講の場合、修了に必

要な単位数にはカウントされません。履修登録の際に一緒に聴講手続きをとってください。尚、聴講の場合も、履修登録した場合と同様に

出席、課題の提出、グループワーク等への参加が求められます。 

 

○成績評価 
 

成績は、各授業によって評価方法を定めています。シラバスを確認の上、十分に理解してください。 

 

○成績通知 
 

各学期末に出された成績の結果については、成績通知書として、原則として次の学期の初めに事務局から院生本人に渡します。 

「優」「良」「可」「不可」の 4 段階で評価します。 

 

○追・再試験 
 

  各担当教員または事務局へ相談してください。 

 

○再履修 
 

単位を修得できなかった授業科目は、再び履修することができます。 



 

✼履修・試験・成績 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

○履修登録科目の取消 

 

 科目履修の取消は、授業を受けてみたものの、内容が学習したいものと違った場合や、授業についていけるだけの知識が不足している

場合等、そのままでは単位の修得が難しい場合に、不合格評価になるのを回避するため、登録した科目の履修を取りやめることのできる制

度です。 履修登録科目の取消を希望する場合は、下記期日までに科目履修取消届に記入の上、事務局へ届け出てください。届け出

があった科目の評価は「取消」となります。この届け出を行わず、授業に出席しない等の理由により単位修得を認められない場合の評価は

「不可」となります。 

 また、取り消す科目の担当教員へは，取り消しすることを各自、届け出前に必ず連絡してください。 

 

 

取消期日 

原則、3 回目の授業開始前まで 

 

  



 

✼授業 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○学期 
1 年間を前期と後期の 2 つの学期に分け、それぞれ 15 週で授業が開講されます。 

前期 ： 4 月～9 月    後期 ： 10 月～翌年 3 月 

 上記以外にも、夏季（８～９月）、春季（２～３月）に集中授業を開講します。 

 

○授業 
授業は開講される時期によって次のように分類されます。 

（1） 前期科目    ： 前期期間中に隔週で開講 

（2） 後期科目    ： 後期期間中に隔週で開講 

（3） 通年科目    ： 1 年間の継続開講科目 

（4） 集中講義科目 ： 時期的に集中開講される科目 

また、授業科目は次のような区分に構成されています。 

基礎科目、専門科目、展開科目、演習（ゼミ）科目 

そして、その性格により次のように分類されます。 

必修科目、選択必修科目、選択科目 

 

前期、後期それぞれ第 1 週目の授業はオリエンテーションとして開講します。その後、基本的に授業は、２週間毎に２コマ 

連続で設定されており、それらを A 週、B 週と呼んでいます。 

 

オリエンテーション期間中は各授業、1 コマ（90 分）のみ実施します。興味のある授業を受けていただき、受講するかどうかを決めていた

だきます。 

 A 週の授業・・・平日 18：30～20：00 

       土曜 1・2 時限 10：30～12：00 

       土曜 3・4 時限 14：40～16：10 

 B 週の授業・・・平日 20：10～21：40 

       土曜 1・2 時限 13：00～14：30 

       土曜 3・4 時限 16：20～17：50 

次週以降は A 週、B 週の通常授業です。 

 

○授業時間 
 授業は月曜から金曜までが 2 コマ、土曜は 4 コマにて行います。 

月曜～金曜 1 時限：18:30～20:00、2 時限：20:10～21:40 

土曜  前半：1 時限：10:30～12:00、2 時限：13:00～14:30、後半 3 時限：14:40～16:10、4 時限 16:20～17:50 

 



 

 

○休講・補講 
休講があったときは、Google Classroom またはメールにてご案内します。必要に応じて、これを補うために補講を実施することがあります。

補講の日程等については、担当教員、事務局へお問い合わせください。 

 

○欠席 
授業を欠席する場合は、各自、当該授業担当教員（または事務局）にご連絡ください。なお、病気その他やむを得ない理由により授業を

引き続き１週間以上欠席する場合は、事務局に申し出てください。 

 

○動画ストリーミング配信による補講 
授業科目は動画収録を行っています（一部科目及びゲスト講師の希望により収録しない場合もあります）。動画補講は、担当教員の許

可を得た上で Google ドライブ上から視聴が可能です。本学では、動画補講はあくまでもやむを得ず授業に出席できない場合の補完手段

としておりますので、基本的には授業に出席するように心がけて下さい。 

 

○授業資料の共有 
教員、ゲスト講師の許可があった授業資料（パワーポイント等）につきましては、Google Classroom、または Google ドライブで共有いた

します。Google ドライブへのアクセス方法は別途お知らせいたします。 

 

○教員への相談 
研究や授業に関する相談は随時、担当教員にメール等でアポイントをお取りください。面談場所は事務局で確保いたします。 

  授業を受けていない教員にもお気軽にご相談ください。 

 

  



 

✼修了要件、単位、学位 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

○修了要件 
（1） 修業年限は 2 年とします。 

 

（2） 修了するためには、前項に定めた年数以上を在学し、所要科目を履修して 34 単位以上を修得し、必要な演習（指導）を受け、か

つ、修了認定の審査に合格しなければなりません。 

 

（3） 修了要件単位数の内訳 

基礎科目 10 単位以上（選択必修科目） 

専門科目 10 単位以上（選択必修科目） 

展開科目 下限なし 

演習（ゼミ）科目 4 単位以上（選択必修科目） 

 

※上記に加え事業構想計画書の最終審査に合格することが修了要件となっております。 

 

○学位 
修了とともに与えられる学位は次のとおりです。 

 

事業構想修士（専門職） 

 

 

○他大学・他大学院等で修得した単位の認定 
  

 入学前に他の大学院で取得した単位を本学の単位として認定することを希望される場合は事務局にご相談ください。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講  義  概  要 



科目名 事業構想原論 担当教員 東英弥、岩田修一、

谷野豊 

科目コード 101 

配当年次 1年次 学期 導入集中 

キャンパス 東京／名古屋／大阪／福岡 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

 事業構想大学院大学4校の知的基盤を活用し、それぞれの事業構想へと発展させるための導入講義である。 

（1）事業構想とはなにか。「事業を構想する」ためには、どのような要素が必要なのだろうか。こうした疑問を、実務

において実際に「事業を構想」し実現してきた実体験にもとづき明らかにしていく。また、現在進行中の「事業構想」

を事例に、どのようにして「思いをかたちに」していくのか。そして、日常生活において「事業構想」を考えるヒント

をどのようにして得ているのかを紹介する。 

（2）事業構想の基本的な考え方を理解した後は、大学院での学びの機会を最大限に活用するため基礎科目、専門科目、

展開科目、演習から構成されるカリキュラムの全体像と学び方、社会全体のダイナミックスの中での位置付けを説明す

る。 

（3）全体像の俯瞰の次は個々の具体的な課題についての学びと考察である。未来は限りなく多元的に展開する。事業構

想を実現するためには学ばなければならないことが多い。教員、ゲスト講師による講義、課題設定を基にして参加者全

員でのワークショップ形式の討議によって事業構想についての理解を進化発展させる。2019年度の課題を以下に示す。

 地域における社会的課題を事業と学術の2つの視点からどのように理解したらよいのだろうか。 

 事業の対象となる顧客をどのように想定し、理解したらよいのだろうか。 

 構想の駆動力となる創造性をどのように磨き上げたらよいのだろうか。 

 人類の歴史が築き上げてきた知的基盤をどのように活用して事業構想へと展開したらよいのだろうか。 

（4）導入講義の総括は固有のビジネスモデルについての発表と討議である。履修生が関係する「企業」、「組織」、「プロ

ジェクト」等のビジネスモデルの紹介によって、公知のケーススタディでは獲得できない多様なビジネスモデル群の比

較検討を行う。ダイナミックに展開する多様なビジネスモデルについての討論によって院生間の相互理解の促進と各業

界の社会課題についての理解の深化を期待する。 

＜到達目標＞ 

①事業構想の基本的な枠組み、考え方、学び方を理解する。 

②院生間のビジネスモデルの相互理解を促進する。 

＜授業の進め方と方法＞ 

 まず、最初の講義では東教授より「事業構想の考え方」について講義を行ない、学び方についての説明を実施し、具

体的な課題についての講義、課題設定とワークショップ形式の討議を実施し、全体の総括として履修者によるビジネス

モデルの発表と討議を行う。4校の連携を促進するためテレビ会議システムによる同時講義・質疑と各校別のスクール形

式の講義・討論とを併用する。 

＜講義計画＞ 

第１日～第5日 事業構想の基本、課題別の講義と討議 

第6日 発表会 

 

※詳細については、別途、資料を送付する。 

 

＜講義外の課題＞ 

① 自分自身の事業モデル資料の作成（１：取り組みたい社会課題、２：自身の経営資源、３：現時点での構想） 

→事務局からフォーマットを送付する。 

② 発表資料を５枚以内にまとめる。 

 



＜教科書・参考書＞ 

特に定めない。 

＜評価方法＞ 

①プレゼン、事業モデル資料（レジュメ）：40 点、②他の院生の事業モデルに対してのコメント：30 点、○3 事業構想原

論レポート（6日間の学びの総括）：30点 

＜その他の重要事項＞ 

本講義は選択必修科目であるが、事業構想の考え方を総合的に理解するため履修することが望ましい。 

 



科目名 事業構想事例研究（事業構想スピーチ） 担当教員 田中里沙 科目コード 102-105 

配当年次 1年次・2年次 学期 通年 

キャンパス 東京／名古屋／大阪／福岡 単位数 2単位・2単位 

＜講義概要と目的＞ 

事業構想、事業計画、実践のための創造的プロセスを実例から学び、構造化、組織化をして自らの構想に活かすことを目

指す。経営資源を見出し、活かし、社会で必要とされる構想を考えて行くためのヒントを、各業界・分野の第一線で活躍

する多彩な人物の経験や論理から得る。起業家、経営者、専門家、研究者、クリエイター等から事業の範例に関する気づ

きを学び、分析的研究を行う。院生自身の人脈形成にも役立て、活用されたい。 

＜到達目標＞ 

創業経営者、大手企業経営者の新事業への考え、最先端で活躍する人物の事業事例をヒントに、社会の一翼を担う事業

の種を探し、理想の姿を描き、構想計画を形成するために、事業構想の各段階（①発着想、②構想案、③フィールドリサ

ーチ、④構想計画、⑤マーケティングコミュニケーション）の要素とそこからのヒントを習得し、アイデアを出し続ける

力を備えることを目指す。 

＜授業の進め方と方法＞ 

ゲストスピーカーの事業領域、研究領域から、事業構想における発想・着想、構想計画の要素・アイデア等を明確にし、

参加者全員でその内容を掘り下げながら議論を行う。 

ゲストによる講義60分＋ディスカッション30分を基本形とし、アクティブラーニングにより院生各人の構想に活かす

きっかけを提供する。 

＜講義計画＞ 

2019年度の予定は適宜、メール、学内掲示により案内をします。 

初回はオリエンテーションとして、2018年度のダイジェストから解説を行う。以降、毎週水曜日に実施（夏期、春期等

には特別日程の予定もあり） 

 

昨年度招聘したゲストの一部（敬称略） 

北川 廣一 株式会社サン・アド代表取締役社長 

出雲 充 株式会社ユーグレナ 代表取締役社長 

角 和夫 阪急阪神ホールディングス株式会社 代表取締役会長 

谷田 千里 株式会社タニタ 代表取締役社長 

笹本 裕 Twitter Japan株式会社 代表取締役社長 

林野 宏 株式会社クレディセゾン 代表取締役社長（第2回） 

宮内 義彦 オリックス株式会社 シニアチェアマン 

新田 信行 第一勧業信用組合 理事長 

藤井 隆太 株式会社龍角散 代表取締役社長 

吉田智誉樹 劇団四季 代表取締役社長 

島田 亨 株式会社USEN-NEXT HOLDINGS 取締役副社長COO 

西浦 三郎  ヒューリック 代表取締役会長 

岡本 直之  内閣府 官房審議官 地方創生推進事務局 次長 

  

＜講義外の課題＞ 

ゲストスピーカーの情報および講義タイトルを案内するので、事前にゲストの事業、事業構想、ビジネスモデルを調べ、

授業に参加をする。 

 

＜教科書・参考書＞ 

招聘するゲストに関する資料を事前に案内する。 

 



 

＜評価方法＞ 

授業への参加、貢献、討論等を見る。 

年間約40回開講。前期、後期を各8回以上受講し、所定のレポートを提出。 

 

＜その他の重要事項＞ 

履修登録は下記の形とします。 

1年次前期 事業構想事例研究（事業構想スピーチ）Ⅰ 

1年次後期 事業構想事例研究（事業構想スピーチ）Ⅱ 

2年次前期 事業構想事例研究（事業構想スピーチ）Ⅲ 

2年次後期 事業構想事例研究（事業構想スピーチ）Ⅳ 

 



科目名 社会変革と事業構想 担当教員 川山竜二／富井久義 科目コード 106 

配当年次 １・2年次 学期 前期 

キャンパス 東京・福岡／大阪・名古屋 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

 事業は社会で営まれる。当然、事業をとりまく環境としての社会を分析する必要が生じるであろう。事業構想の基本

は、社会のなかから「事業の種」をみつけることなのである。しかし現代社会は、高度に複雑化した社会である。複雑

でとらえどころのない社会を冷静に分析することで、（見せかけの社会課題ではない）本当の社会課題を発見すること

ができるであろう。 

 では、複雑な社会をどのように分析できるだろうか。社会を冷静に分析するためには、思考枠組み（フレーミング）

が必要である。論理的思考に裏打ちされた社会分析に基づいて現代社会の問題点を捉えれば、一定の説得力をもって社

会構造や社会変動を自らで予測することができるようになるであろう。そうすることで、おのずと事業の種となる真の

社会課題にたどりつくはずである。そうした社会課題を発見するのも、解決する事業のフィールドもまた、社会にほか

ならないのである。 

 本講義では現代社会の構造について、歴史的・文化的視点でのアプローチに基づく分析を中心に、社会現象の矛盾や

問題点をえぐり出し、それらを克服すべき新たな社会を構想しそれらを実現していく方法、それを担いうる事業のあり

方を構想することを目的とする。講義を通じて社会変動と事業構想のダイナミズムを自らで感じとり、複雑な社会問題

を的確に把握・解明して、解決策立案能力を身につけていく。 

 社会変革は、いかにして可能なのか。表層的な議論だけでなく、事物の本質をいかにして掴むのかという観点にも留

意しながら、最近注目を集めるコレクティブ・インパクトにも言及しながら議論を深めていきたい。 

＜到達目標＞ 

 社会分析という客観的・論理的視座を獲得し、事業の種というべき「社会課題」を発見することで各自の事業構想に

還元していくこと。また、事業を通じてどのように社会が展開されていくのかという点を自らの力で考察できるように

なること。本講義を受講することによって、以下のいずれかに到達することを想定している。 

 １、現代社会を論理的に分析し、社会課題の要因を特定し、事業構想に結びつける。 

 ２、現代社会から客観的・論理的思考に基づき、来るべき社会を予測する。 

 ３、現代社会を分析し、理想的な社会構想を描きあらたなビジネスモデルを構築する。 

＜授業の進め方と方法＞ 

 担当教員から話題提供（講義）し、その話題に基づきディスカッションを行うスタイルを想定している。詳細につい

ては、履修者人数などの問題もあるため履修者と相談して決定する。講義の残りの 10 分間（21：30〜21：40）は、ミ

ニットペーパーを書きながら、総括質疑の時間に充てる。本講義は、東京・福岡で開講する。 

＜講義計画＞ 

 初回はガイダンスとして１コマ、以降は２コマ（２講）連続の講義である。 

第1回（第１講）    ガイダンス及びイントロダクション――社会課題と事業構想        

第2回（第２・３講）  社会動向分析の事始め――社会課題を掴むための社会分析2.0?        

第3回（第４・５講）  社会問題論――だから騙される見せかけの社会問題            

第4回（第６・７講）  消費社会論と資本主義――我々が生きる世界観はどのように形成されるのか 

第5回（第８・９講）  公共性の変容と経営――新しい統治と市場の倫理、コレクティブ・インパクトを巡って   

第6回（第１０・１１講）キャンパス間交流（大阪・名古屋／東京・福岡の教員が相互に専門的な講義を実施する） 



第7回（第１２・１３講）ICTは社会を変えるか――なぜ社会予測は外れるのか                

第8回（第１４・１５講）総括討論                               

＜講義外の課題＞ 

 科目の学修効果を高めるためには、日々受講生が「社会変革と事業構想」の講義から自身の事業構想へいかに結びつ

けることができるのかを意識することが重要である。日常から「考える」ことを厭わず、「常識を疑ってみる」ことを実

践すること。考えもしなかったことが事業構想の着想になりうることもある。 

＜教科書・参考書＞ 

 指定教科書はありません。初回授業時ないしは２回目の授業でリーディングス（読書案内）を配布します。また、講

義中に適宜、参照図書を紹介していきます。 

＜評価方法＞ 

１、授業毎にその場でコメントを書く「ミニットペーパー」を提出してもらいます。コメントとは、自分自身の意見と

そう考える理由・根拠のことです（50%）。 

２、GW（５月連休中）に、小課題「社会問題とその解決策」について400〜800字程度のレポート（20%） 

３、学期末に1200字〜2400字程度のレポート課題 「到達目標」のいずれかを書くことになります（30%）。 

 そのほかに、ディスカッションの発言等を加味します。 

＜その他の重要事項＞ 

 こちらは、講義要綱です。詳細の授業計画（シラバス）は、初回授業時に配布し説明します。遅刻や欠席をする場合

は、できるだけ事前にメールを大学院事務局宛に送って下さい。フォローアップのための準備をいたします。 

 講義受講の際は、絶えず自らの問題意識や課題を念頭において、講義やディスカッションがどのように役立つか／も

し役立たないと感じるのならば、どうしてそう思うのかを常に考えること。また、自らの問題意識や課題は、常に言葉

にできるように整理しておくことが重要である。 

 本講義について、疑問点や不明点が生じたらすぐに担当教員まで連絡してください。 

 



科目名 技術革新と事業構想 担当教員 松本三和夫 科目コード 107 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期 
キャンパス 東京／福岡 単位数 ２単位 
＜講義概要と目的＞ 
わたしたちが日常的に目にする地域社会や学校や会社や役所と相似の社会現象として技術をながめる

と、いかなる姿が浮びあがってくるのだろうか。そういう視点から、技術革新をいわば社会と串刺しに

してとらえることにより新規事業の構想を生む多様な背景を系統的に洞察し、新たな事業構想の萌芽を

自覚的に抽出することをめざす。技術革新が事業構想と交わる点を見出すには、技術と社会が表裏一体

であるかのようにみえるプロセスをくわしく分析することがとくに重要である。その過程を、研究現場

の内部構造、技術と社会の境界面で多発する社会的課題、背景となる制度的枠組みの３つの側面に即し

て、具体的に説明する。そのうえで、技術動向から事業構想を見通すために必要な2つの論点に焦点を

合わせる。ひとつは、技術の軌道であれ、事業の軌道であれ、いったんある軌道に乗って走りはじめる

と、そのまま過去の軌道を走り続けるという経路依存と呼ばれる現象が新規の事業構想にとってもつ光

と影を明らかにする。いまひとつは、新技術の立ち上げであれ、新規事業の立ち上げであれ、社会の中

でいままでにない新たな価値を真に生み出すにはどのような要因が関与しているかを浮き彫りにする。

 技術革新は社会変革をともなう。社会変革は、技術革新の助けを借りてすすむことが少なくない。技

術革新と社会変革の密接な関係を、どう事業構想のなかに体現できるかが全体の決め手になる。技術革

新と社会変革は一見異質にみえるが、じつは思いもかけない要因を介して地続きである。そのことをも

のがたる、できるかぎり多様な実例を適切に組み合わせて提示することにより、新規事業を構想するた

めに不可欠な多種多様な要因をマッピングし、どういう場合にどの要因に注目すべきかを示したい。 
 
＜到達目標＞ 
・技術革新と社会のインターフェイスに潜む不確実性が事業構想にとってチャンスになるための条件

を、技術社会学をふまえ、できるだけ多様な実例の学習をとおして具体的に理解し、各自の事業構想を

進化させる。 
・時代や地域や社会的な文脈が異なる多様な実例を、広い視野で適切に位置づけ、新規事業の着想にプ

ラットフォームを与えるために必要なスキルを身につける。 
・自身の事業構想を社会学的発想でフレーム付けし、他者に効果的に伝えるスキルを身につける。 
＜授業の進め方と方法＞ 
・講義とその都度挙示する参考文献による学習と教室での討論を軸にしたやりとりのサイクルを組み合

わせてすすめる。教室での自由な発想で行う討論をとくに重視する。 
・講義したことをふまえて、自分で考えた新規事業の着想を現物（原資料、生データ、当事者の証言な

ど）に即して検討するという趣旨で参加者に発表をしていただく。 
＜講義計画＞ 
 
第1回 オープンイノベーションと社会変革から事業構想をとらえ返す―本講義のねらい― 
第2回 技術革新の制度的枠組みと現場における専門職 
第3回 新技術の事業化における適切なアウトサイダーの役割 
第4回 ポスト３．１１の技術システムをめぐる情報の流れと事業構想 
第5回 社会的課題にこたえる環境技術と研究事業をとらえる社会学の視点 
第6回 社会への技術情報の発信と事業構想 
第7回 再生可能エネルギー技術の社会意思決定と事業構想―地熱発電と温泉業に触れて― 
第8回 まとめの事業構想案発表と討論 
 
 



＜講義外の課題＞ 
 着想の源は慣れ親しんだ視野の中にあるとはかぎらない。思いもかけないことが新規事業の着想につ

ながる場合について常に自分なりに考えてみるように心掛けてほしい。 
＜教科書・参考書＞ 
必要に応じて授業中に指示する。 

 

＜評価方法＞ 
成績は、①出席と討論への積極的な参加などの平常の取り組みを 50%、②事業構想発表やレポートの

評価を50%として、総合的に勘案して評価する。 
＜その他の重要事項＞ 
講義や討論の内容が自身の事業構想にとってどのような意味をもちうるかを常に考えてほしい。そう

いう鋭い問題意識が、ここぞというときに重要になってきます。 

 



科目名 経済動向と事業構想 担当教員 高田 伸朗 科目コード 108 

配当年次 1年次・2年次 学期 後期 

キャンパス 東京 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

事業構想策定に際しては、景気動向や金利などのマクロ経済動向、顧客となる生活者や企業などのミクロ経済動向など、

事業を取り巻く経済の動向を外部環境としてきちんと認識しておくことが重要である。価格理論や市場メカニズム、さ

らに企業行動や消費者行動のモデル化など、経済学の視点からの分析力や発想力を身につけておくことが望まれる。ま

た社会経済における制度変化や経済動向の中に、事業機会を見出すことも少なくない。 

本講義では、日本経済や世界経済の動きを理解するとともに、生活者や企業の行動を経済学的な観点から捉える実践的

な知識や洞察力を身につけることを目的とする。 

＜到達目標＞ 

事業構想の策定に際して前提となる経済環境分析能力を身につけ、制度変更や経済動向の変化を事業構想に反映させる

スキルを身につける。具体的には以下の3点を習得することを目標とする。 

１． 事業構想策定の前提となる経済動向分析に関するスキル・ノウハウの習得 

２． 経済動向を捉える分析評価能力の習得 

３． 事業構想の社会経済的意義を考察する能力の習得 

＜授業の進め方と方法＞ 

授業は担当教員からの話題提供（講義）とそれに基づく討論の併用で、受講生の関心領域に基づく「問題提起」と全員参

加の討論を行なう。 

 

＜講義計画＞ 

第1回 オリエンテーション（講義計画の説明） 

第2回 経済理論 

（講義）マクロ・ミクロ経済学の基礎的理論の習得、 

新SNA体系とＧＤＰの構成要素など経済統計の基礎の習得 

第3回 経済統計 

（講義）国勢調査、経済センサス、家計調査など政府統計の利用方法 

産業連関表の基礎的知識と、経済効果分析手法の習得 

第4回 経済動向（１） 

（事例研究と討論） 統計を利用した日本経済の特徴、サービス経済化の背景と事業機会 

第5回 経済動向（２） 

（事例研究と討論） ＴＰＰ・ＲＣＥＰなど各FTA・EPAの背景と事業機会 

中国、韓国などアジア主要国の成長発展の動向と事業機会 

第6回 経済動向（３） 

（事例研究と討論） 経済的見地からみた農業の特性と新しい農業の動向 

オタク経済を事例とした新産業の特徴と事業機会 

第7回 経済動向（４） 

（事例研究と討論） 地方創生の動向と事業機会、 

超高齢社会の動向と事業機会（高齢化のプラス面をどう引き出していくか） 

第8回 まとめ 

（討論）     政府及び各政党の経済政策の評価 

日本経済の成長発展戦略、今後の日本経済をけん引する産業のあり方について 

 

 

   



＜講義外の課題＞ 

経済白書。通商白書などの政府刊行レポートの読み込み。骨太の方針などの政府の政策方針の読み込みなどを予定。 

学期末に、レポート（1200～2000字程度）の提出を求める。 

＜教科書・参考書＞ 

講義毎に講義資料を配布するとともに、講義内容に関連した参考資料を提示する。 

 

＜評価方法＞ 

授業への参加・貢献・グループ討論50点と学期末に実施するレポート（1200～2000字程度）50点による総合評価を行

う。60点以上を合格とする。 

＜その他の重要事項＞ 

日本経済新聞の購読を前提とする。 

 

 

 



科目名 経営環境と事業構想 担当教員 竹安聡 科目コード 109 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期 

キャンパス 東京・大阪（巡回授業） 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

本講義では、特に事業構想の立案～実践を想定し、リソース（人材・資金）の集め方やシナジーの発揮、リスク回避、

種々の阻害要因への対処、従業員の士気高揚など、実際の事業構想の現場で必要となるスキルや知恵、行動様式など

事業構想の「実践知」を学んでいく。 

「実践知」は、存在次元（経営理念、想いと行動力、理念共有）、事業次元（ビジネスモデル化、課題解決手法、 

ニーズ把握・CS経営）、収益次元（事業計画、収支管理、生産性向上）の3つの次元でとらえる必要がある。 

教員や外部講師の事業経験を題材としたケーススタディにより実践事例を学びながら、ディスカッションを通じて 

事業構想への理解を深めることを目的とする。 

＜到達目標＞ 

新規事業は予測がつかないことの連続であり、構想と実践の乖離（ギャップ）を分析し、都度修正していく必要が 

ある。暗黙知を形式知化することにより蓄積された「実践知」を体得することが目標となる。 

＜授業の進め方と方法＞ 

第2回目以降、前半90分は教員自らの実践事例を題材にした講義を行う。後半90分は、講義から院生それぞれが 

得た気づきや、事例の中にある課題解決手法などについてグループディスカッションを行った後、抽出された学びの

内容を自らの言葉で発表し、教員との双方向コミュニケーションを通じて理解促進をはかる。 

＜講義計画＞ 

 2週目以降は前半をケーススタディ、後半をディスカッションに充てることを基本とする。 

 

第1回 ①オリエンテーション（講義概要の説明） 

第2回 ②ケーススタディ（介護サービス事業）、③ディスカッション（事業構想視点の抽出） 

第3回 ④ケーススタディ（M&Aによる事業拡大）、⑤ディスカッション（事業構想視点の抽出） 

第4回 ⑥ケーススタディ（スマートタウン事業）、⑦ディスカッション（事業構想視点の抽出） 

第5回 ⑧外部講師講演（企業の経営幹部や、各種団体の代表者等）、⑨ディスカッション （事業構想視点の抽出）

第6回 ⑩ケーススタディ（経営環境の変化と事業構造の転換）、⑪ディスカッション（事業構想視点の抽出） 

第7回 ⑫ケーススタディ（オリンピックスポンサーとスポーツマーケティング）、 

⑬ディスカッション（事業構想視点の抽出） 

第8回 ⑭講義「経営理念とブランド戦略」、⑮ディスカッション 

 

＜講義外の課題＞ 

講義テーマに即した関連書籍等での自学自習を推奨する。 

＜教科書・参考書＞ 

 ケーススタディを題材にしたオリジナルテキストを使用する。 

＜評価方法＞ 

 講義・ディスカッションへの主体的参加等による総合評価とする。 

＜その他の重要事項＞ 

東京・大阪の巡回授業とする。一部の講義を夏季補講期間に行う場合がある。 

 



科目名 クリエイティブ発想法 担当教員 丸尾聰 科目コード 201 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期 

キャンパス 東京／名古屋 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

本講義は、事業構想の起点である「発・着・想」の基盤を、根底から鍛えることを目的とする。 

まず「発想」は、自己の内部に蓄積された情報を、瞬時に編集して発射するものだが、その源泉は、過去に自分の感覚

器官を通して「観察」された後に蓄積されたものである。次に「着想」は、自己の外部に存在する情報を「観察」して、

自己の内部の情報と瞬時に融合させて発射するものだが、外部に存在する情報を「観察」時にできるだけ多く、かつ、無

編集で蓄積できれば、編集の可能性の幅は格段に広がる。最後に「想像」は、「発想」や「着想」と異なり、意識して行

う行為であるため、脳内に蓄積された自己モデルが基盤となる。自己モデルは、「発想」や「着想」を通じて編集・蓄積

されたものをもとに、共通性や相関性を見出して構築されたり、あるいは破壊されたりする。つまり「想像」もルーツを

たどれば、「観察」に辿り着く。 

つまり、「発・着・想」の原点は「観察」にあり、「観察力」を鍛えることで「発・着・想」が鍛えられるのである。

様々な発想法の多くは、発想者に様々な「切り口」や「視点」を提供し、発想者に内在する何かを素材として、脳にお

いて「演算」をさせる行為が多い。冒頭で「基盤から」と書いたのは、「発想者に内在する何か」である発想の素材の、

質と量を高めることで、様々な発想法による演算結果の質と量が、さらに高まるからである。 

「基盤」の具体的な能力とは、事業構想の起点となる「発・着・想」の中の「着想」および「想像」の基盤能力である

「観察力」である。「観察」は、デザイン思考を始め、多くの創造や構想の初手の行為となっており、観察の巧拙・深浅

が、事業構想の最終品質を決定づける、と言っても過言ではない。また「観察」とは、眼を中心とした感覚器官を通し

て、情報を入力する行為である。しかし、成人した人間は、多くの経験と知識でフィルターを作り、入力時点で情報を無

意識に取捨選択する。結果として、感覚器官を通る情報の９割強が入力時に捨象される。いわば、眼は「見ている」の

に、脳が「見ないようにさせている」のである。しかし、「発・着・想」の起点となる、革新性の高い情報は、捨象する

９割強の情報に潜んでいることがほとんどである。 

さらに講義中に、「観察」で得た情報の意味づけまでを行う。この意味づけでは、経験と知識を駆使して、組合せや統

合を施す。そのプロセスを分解するすると概ね４つの行為となる。１つめは、情報の捨象を極力防止しながら観察する。

観察に集中するために、対象物を忠実に絵や図に描写する。２つめは、観察中や描写中に気づいた、対象物の特徴を、絵

や図に描かれた対応部位に、文章で追記する。この２行為は、できる限り経験と知識を封印する。３つめは、追記した特

徴の理由づけを想像する。想像を最大化するために、経験と知識を最大限駆使する。想像した理由づけは文章化する。４

つめは、文章化した特徴と理由を、他人と共有し、討議しながら、さらに新たな特徴の発見や、新たな理由づけに関する

発想を膨らませる。以上４つの行為を、異なる対象物に対して、６回、反復実践する。そして、本講義の締めに、各自の

観察力の深化を確認する発表と討議を行う。 

＜到達目標＞ 

まず、入力能力として「観察力」の向上。主に視覚だが、聴覚、嗅覚、触覚、味覚の能力向上も目指す。 

次に、変換能力として、過去に獲得した知識や経験に基づいて形成された「先入観」や「考え方の癖」の捨象。特に、

現場、現物、現実で得られた情報をできるだけ解釈を挟まずに、ありのままを受容する。それにより、自らの脳内および

身体内に存在する「視点」「視野」「感覚」「情報群」を再構築する。特に、自然の摂理、人間の尊厳、環境との調和など、

普遍的価値や社会的価値に通底する「発想の原型」や「思考の鋳型」が醸成されることを目指す。 

最後に、出力能力として、既存の発想法を駆使することで、「発想力」の向上。ただし、成果は漢方薬のごとく、時間

をかけて、じわじわと現れ、講義や課題のみでは観察回数が圧倒的に少ないため、講義で学んだ観察方法を日常で実践

することを強く推奨する。そのため、事物をじっくり観察することを楽しめるようにする。それにより、脳が無意識に情

報を捨象することを自覚し、観察できるようになる。さらに、観察で発見した事物の特徴をすぐに意味付けせず、多数の

意味の候補を列挙できるようになる。次に、発見した事物の特徴や意味づけの候補を増やし、経験や知識と組み合わせ

ることで、「着想」や「想像」の量を、等比級数的に増やすことができる。また、「着想」や「想像」の量の増加は、質の

向上にもつながり、事業構想に向けたアイデアの質量両面での向上に寄与することができる。 

副次的効果として、固定観念にとらわれなくなり、何気ない風景にも感動する豊かな感性を養うことができる。 



＜授業の進め方と方法＞ 

第１回は、履修判断の材料となるような「模擬授業」を実施。第２回以降の各セッションの「短縮版」の位置づけ。

授業方法は、慶應義塾大学ビジネススクールにて開発された「ケースメソッド」を基盤とした「ディスカッションメソ

ッド」を採用する。使用する対象物は、「発・着・想」の強化にかかるものであり、授業の前々週までに、設問を添えて

履修生に配布する。履修生は、授業の前々日までに、対象物を観察した上で設問の回答を、担当教員まで提出する。 

第２回〜第１３回は、２コマを１セッションとする。１コマ目は、対象物と事前に提出された履修生の回答を用いて、

担当教員から授業当日に提示された追加設問に基づき、個人ワークを行い、その後、小グループ（２〜４人）での討議を

行う。２コマ目は、個人ワークや小グループでの討議をもとに、クラス全体での討議を行い、さらに、多様な視点の発見

と、意味づけの発掘を行う。授業の最後には、「発・着・想」の強化について、担当教員から講義を行う。 

第１４回、第１５回は、履修者全員にプレゼンテーションをしていただく。履修生（各自）の選定した対象物につい

て、徹底した観察に基づく分析を施し、想像力を最大限駆使した成果を発表する。発表に対して、他の履修者は、質疑応

答ならびに評価コメントを行う。発表者も評価者とも、物の形状や構造から意味や手法を学ぶ。 

＜講義計画＞ 

オリエンテーション：第１回 講義＋個人ワーク＋ミニ討議（小グループ）＋ミニ討議（クラス全体）＋講義 

 「製造物」の課題を発見し、解決した「新商品」を構想する：ケース＝容器の改良 

第１セッション：第２回 個人ワーク＋討議（小グループ）、第３回 討議（クラス全体）＋講義 

 「製造物」の観察から機能・製法を想像する：ケース＝容器 

第２セッション：第４回 個人ワーク＋討議（小グループ）、第５回 討議（クラス全体）＋講義 

 「建造物」の観察から機能・構造・施工法を想像する：ケース＝有名建築 

第３セッション：第６回 個人ワーク＋討議（小グループ）、第７回 討議（クラス全体）＋講義 

 「映像制作物」の観察から役割・演出法を想像する：ケース＝有名映画 

第４セッション：第８回 個人ワーク＋討議（小グループ）、第９回 討議（クラス全体）＋講義 

 「人間行動」の観察から意識・思考法を想像する：ケース＝公共空間 

第５セッション：第１０回 個人ワーク＋討議（小グループ）、第１１回 討議（クラス全体）＋講義 

 「文芸制作物」の観察から意味・表現法を想像する：ケース＝著名作家の随筆 

第６セッション：第１２回 個人ワーク＋討議（小グループ）、第１３回 討議（クラス全体）＋講義 

 「数値集計物」の観察から意味・活用法を想像する：ケース＝企業情報 

最終プレゼンテーション： 第１４回、第１５回 発表＋質疑応答＋講評（クラス全体） 

 「（各自が選定した）物の形状や構造から意味・手法を想像する」を発表する 

注：上記講義計画は、履修者の人数や、履修者の事業構想の現状を考慮して、変更することもある。 

＜講義外の課題＞ 

各セッションで指定されている対象物の観察に、できる限り時間をかけ、より多くの角度から描写し、より多くの特

徴を抽出し、意味づけをすることで、学習効果は高まる。余力があれば、各セッション終了後に、類似物１つを選定し、

下記のスケッチブック等を用いて、観察と描写を行うことを強く推奨する。 

＜教科書・参考書＞ 

教科書は、特に使用しない。総括資料は、６つの各セッションの最後に配布する。なお、本講義の事前課題の回答を、

太めのシャープペンシル（0.9mm・推奨製品＝コクヨ製PS-P100）等を用いて、スケッチブック（クロッキーブック・推

奨製品＝クリームコットン紙・小・黒表紙・マルマン製SS2・214mm×242 mm）等に描くことを推奨する。また、本講義

を機に、身の回りのモノの観察と描写を行うことを習慣づけて欲しい。描画が蓄積されたスケッチブックは、最高の教

科書・参考書となる。蓄積された描画を見直すことで、描画中の脳の状態が蘇り、観察力がさらに向上するからである。

 

 

 

 

 



＜評価方法＞ 

評価は、以下の４つのパートに分け、それぞれ質または量で評点化する。１００点満点。 

（１）事前課題：６つの各セッションの授業の前々日までに、教員へメール添付にて提出する。なお、授業の当日の討議

（小グループ）および討議（クラス全体）の際に使用するため、必ず持参すること。提出物は１セッションにつき５点

（評価の５％)で、６セッション分を提出すると、合計で３０点（評価の３０％)。未提出の場合は、回数分減点。提出物

の質は、評価対象外。 

（２）討議（クラス全体）での発言の量と質：６つの各セッションと最終プレゼンテーションにつき、発言量点が最大３

点、発言質点が最大２点で計５点満点（評価の５％)。最大加点は３５点（評価の３５％）。減点はないので、積極的に発

言してほしい。 

（３）授業後に提出する「学びの成果シート」：６つの各セッションと最終プレゼンテーションの終了時に、講師へ直接

提出する。文字通り、授業での気づきや学びを書く。１セッションにつき２点（評価の２％)で、６セッション分を提出

すると、合計で１４点（評価の１４％)。未提出の場合は、回数分減点。提出物の質は、評価対象外。 

（４）最終プレゼンテーション：発表を実施し、資料を提出すれば、９点（評価の９％)を加点。さらに発表内容や質疑

対応、資料内容の質を評価。最大加点は１２点（評価の１２％）。 

＜その他の重要事項＞ 

本講義では、各自が「勇気」をもって発言し、教室内の全履修生に対し「礼節」を重んじ、他の履修者の発言内容に

「寛容」さをもって傾聴すること。この３か条を遵守することにより、「ラーニング・コミュニティ（学びの共同体）」が

醸成され、履修者全員の学びが最大化する。 

 



科目名 実践アイデア発想演習 担当教員 渡邊信彦 科目コード 202 

配当年次 1年次・2年次 学期 後期 

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

本講義では 自分に一番フィットしたアイデア発想法を身につけることを目的として、多くのアイデア発想を演習で学

びます。その後、ビジネスモデルの構築までを実際のケースを使ってグループワークまたは個別作業にて作成します。

また、講義毎に講義2コマ分を1セットとしアイデアのヒントとなる外部講師やケーススタディを学び視野を広げて、

ワークショップに入っていただきます 

（1）1コマ目講義 

（2）2コマ目演習 

＜到達目標＞ 

発想法とは何なのかを理解し、多くの発想法を習得したあと、自分なりの発想法を見つけるまで落とし込む。 

＜授業の進め方と方法＞ 

座学、グループワーク、ゲスト講師によるプレゼンによって、各課題や論点について共有、検討をしていく。 

＜講義計画＞ 

① オリエンテーション（授業計画とセルフプレゼンテーション） 

 〜以降、2コマ1セット 

 ② 講義＝ 課題を明確にする 多視点でみる   演習＝アイデア発想演習1 

 ③ 講義＝ アイデア脳をつくる         演習＝アイデア発想演習2 

 ④ 講義＝ ブレイクスルーの発見から創造      演習＝アイデア発想演習3 

 ⑤ 講義＝ ゲストトーク 発想へのヒントのインプット 

 ⑥ 講義＝ アイデアの拡散から共鳴合意     演習＝収束からビジネスモデルへ 

 ⑦ 演習＝ グループワーク 提案作成 

 ⑧ 総括 グループプレゼンテーション 

＜講義外の課題＞ 

特になし 

＜教科書・参考書＞ 

随時紹介いたします。 

＜評価方法＞ 

授業における修習度 

＜その他の重要事項＞ 

 

 



科目名 イノベーションの発想 担当教員 田浦俊春 科目コード 記入不要 

配当年次 1年次・2年次 学期 後期 

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

本講義は，イノベーションのための発想力を習得することを目的とする．はじめに，イノベーションの進む方向につい

て，その質的側面および量的側面に注目した議論を行う．続いて，前者の方向に導くと思われるシンセシスの役割につ

いて検討する．具体的には，メタファーによる方法，ブレンディングによる方法，場に注目した方法について解説する．

次に，発想に関する考え方として，暗黙知，直感力，仮説生成（アブダクション）などについて紹介し，それらをもと

に，イノベーションの発想のための思考の一つのモデルを示す．最後に，総合討論を行う．また，随時，演習を行う．

＜到達目標＞ 

イノベーションを起こすための発想力を学ぶ． 

＜授業の進め方と方法＞ 

講述と演習を交互に行う． 

また，必要に応じて，外部講師を招聘する． 

＜講義計画＞ 

第1回  イノベーションを発想する思考力とは（概要説明） 

第2回   ①アナリシスとシンセシス             

         ②演習 

第3回   ①シンセシスの方法論 (1) メタファーによる方法 

         ②演習 

第4回   ①シンセシスの方法論（2）ブレンディングによる方法 

         ②演習 

第5回   ①シンセシスの方法論（3）場に注目する方法 

         ②演習 

第6回  ①直観力について 

         ②演習 

第7回  ①暗黙知について 

         ②アブダクション（仮説生成）について 

第8回  ①イノベーションのための思考プロセスモデル 

     ②総合討論 

＜講義外の課題＞ 

各自，必要に応じて，事前学習と事後学習をして頂きます． 

＜教科書・参考書＞ 

田浦俊春「質的イノベーション時代の思考力—科学技術と社会をつなぐデザインとはー」勁草書房(2018) 

＜評価方法＞ 

講義および演習の中での発表の内容および姿勢等から総合的に判断します． 

＜その他の重要事項＞ 

 

 



科目名 ビジネス・モデルの策定 担当教員 江端浩人 科目コード 204 

配当年次 １年次・2年次 学期 前期 

キャンパス 東京 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

事業を構想する上で重要なのはその継続性である。どんなにいい構想を作ってもその実現と持続が担保されなければい

い構想とは評されないであろう。近年の経済グローバル化、世界情勢、インターネットやソーシャルメディアの普及、

IT、IoT、AI、Fintech などによってビジネスモデルは大きな変化を迎えている。本講義は変化するビジネスシーンを捉

え、また今後出てくるトレンドをいち早く捕らえ、消費者のインサイトと新規技術の動向とあわせながらビジネスチャ

ンスをつかむため、そして変化するビジネスに必要な要素を色々な角度から検証する。                

＜到達目標＞ 

ビジネスモデルを構築し、それを継続するモデルを作るための知識すなわち色々な概念（コンセプト）や分析手法（ツー

ル）を習得し、自分の事業計画に当てはめて考える事が出来るようになることがゴールとする。そのために課題図書の

グループ発表、ケーススタディ、個人発表や最終的に自身の事業構想に習得した内容を当てはめるレポートの提出を求

める。レポートはA4 2枚程度の簡単なものであるが、後々の事業構想の参考となるよう講師が一つ一つ検証し評価とフ

ィードバックコメントを付けて提出者に戻される。 

＜授業の進め方と方法＞ 

授業はハーバードビジネススクール等のケーススタディを用いてグループ発表や全員参加の生きた討論を行なう。また、

可能な限り該当の業界の実務をゲスト招聘して実践面からも理論と内容を受講者が検証できるようにする。 

＜講義計画＞ 

第1回 オリエンテーション、アンケートフィードバック。ビジネスモデルとは何かのディスカッション。 

第2回 外部ゲスト講義とディスカッション。グループ分けと課題の決定。前期日程の決定。テーマ講義。 

第3回 グループ発表1, 2およびディスカッション。テーマ講義とディスカッション。 

第4回 外部ゲスト講義とディスカッション。グループ発表3,4およびディスカッション。テーマ講義。 

第5回 グループ発表5, 6およびディスカッション。テーマ講義。個人発表 1, 2およびディスカッション。 

第6回 外部ゲスト講義とディスカッション。グループ発表7,8およびディスカッション。テーマ講義。 

第7回 個人発表 3, 4およびディスカッション。テーマ講義とディスカッション。 

第8回 外部ゲスト講義とディスカッション。総括講義とレポート内容の確認。 

＜講義外の課題＞ 

履修生はグループを結成し、グループ発表を行うことが必須となる。 

授業終了時にA4２枚程度の簡単な個人のビジネスモデルのレポートを提出することとする。 

＜教科書・参考書＞ 

「ビジョナリー・カンパニー」、「対デジタル・ディスラプター戦略 既存企業の戦い方」など 

その他教科書に関しては、ゼミ生の必要に応じ随時推奨する。 

＜評価方法＞ 

授業の参加貢献度、グループ発表、個人発表７０％、レポート３０％ 

＜その他の重要事項＞ 

自身の事業構想を実現するための根幹の考え方となる授業と考えるので是非可能であれば一年時に受講されたい。 

積極的な参加により自身の考え方がブラッシュアップされ必要なツールが手に入るでしょう。 

 



科目名 顧客仮説リサーチ 担当教員 岸波宗洋 科目コード 205 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期 

キャンパス 東京／大阪 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

 本講義の目的は、市場/顧客に関する基本知識の習得とともに、様々な事例を通して顧客プロファイリング/セグメンテ

ーションの考え方、外部/内部環境要因と相関した顧客プライオリティの捉え方、顧客仮説化/エビデンス化に関わるリサ

ーチシンキングについて習得すること、である。 

 

 顧客は、最も重要なステークホルダーである。そして、「構想計画策定演習」でも規定している通り、顧客は戦略モデ

ルの根幹要素であり、存在次元、事業次元、収益次元の要となるものであることを明示したい。 

 まず、存在次元における顧客は、ステークホルダーとして約束をする関係である。ある発着想において、どのような顧

客にどのような約束をするのか、を検討する。 

 次に、事業次元における顧客について、約束を果たすために具体的な事業/製品サービスを規定し約束を果たし得るの

かを検証しなければならない。そして、約束を果たし得る顧客を具体的にプロファイリングしなければならない。また、

ロジャースのイノベーション普及学のように、「顧客は変化する」ことを前提としなければならない。 

 最後に、収益次元における顧客の価値算定を行う。求める価格弾力性（PSM分析など）とともに、生涯価値算定（Life 

Time Value）、市場規模算定などを行い、精緻な収支計画を志向することとなる。 

 

 また、各講義毎に講義２コマ分を１セットとし、以下のコンテンツを想定する。 

(1)１コマ目～各講義回のリニア講義（座学） 

(2)２コマ目～各講義回の演習（主にテーマに基づいた分析、議論・発表） 

＜到達目標＞ 

構想に対する顧客をセグメント/プライオリティ/プロファイル化し、マーケティング計画を策定することができる能力を

獲得する。 

＜授業の進め方と方法＞ 

座学、グループワーク、討論と発表、分析による示唆等の方法を用い、各課題や論点について共有、検討をしていく。

＜講義計画＞全15回 

①オリエンテーション（授業計画とセルフプレゼンテーション） 

 

～以降、２コマ１セット 

②講義＝存在次元における顧客の定義と考え方（適宜事例紹介） 

③演習＝発着想と顧客仮説の関係性検討、発表 

 

④講義＝事業次元における顧客の定義と考え方（適宜事例紹介） 

⑤演習＝顧客仮説（顧客セグメントとプロファイリング）と分析、議論、発表 

 

⑥講義＝事業次元における顧客の定義と考え方（適宜事例紹介） 

⑦演習＝顧客仮説（顧客変化）と分析、議論、発表 

 

⑧講義＝収益次元における顧客の定義と考え方（適宜事例紹介） 

⑨演習＝顧客価値（価格弾力性、LTV、市場規模・・・）と分析、議論、発表 

 

⑩講義＝顧客分析手法とマーケティング戦略策定プロセス 

⑪演習＝自身の発着想に基づく顧客プロファイルの再検討 



 

⑫講義＝顧客創造事例「LTVマーケティング」など 

⑬演習＝総合演習「個別発着想に基づく顧客LTV戦略」の策定 

 

⑭講義＝補完的顧客理解（社会変革と顧客、マーケティングリサーチメソッドとプロセス、特殊顧客の理解（キッズマー

ケティング）など） 

⑮演習＝調査仕様策定、子供向け製品サービスの検討と発表 

 

 

＜講義外の課題＞ 

各講義回の内容を元に、自身の事業構想の市場/顧客に対するブラッシュアップを行う。 

 

＜教科書・参考書＞ 

各回のテーマに応じて適宜紹介していく。 

 

＜評価方法＞ 

出席/討論参加点（講義・演習への貢献度）70点とレポート30点による総合評価を行う。 

 

＜その他の重要事項＞ 

※その他、個別指導は、適宜希望者に対して行います（受講者個別の顧客プロファイリングに対して実践的な指導を行

います） 

 



科目名 マーケティング 担当教員 村山貞幸 科目コード 206 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期 

キャンパス 東京 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

マーケティングの基本的な理論、フレームワークと思考法を学習する。マーケティング戦略の立案プロセスを理解し、

徹底した顧客志向をベースにしたマーケティング思考法を学ぶことで、高レベル化しているビジネス環境で生き残る戦

略立案力を獲得する 

 

＜到達目標＞ 

マーケティングの理論やフレームワークの意味と限界を知り、事業構想立案や実務においてそれを有効活用できるよう

になる。 

 

＜授業の進め方と方法＞ 

インタラクティブ・レクチャー 

ビジネスケースやフレームワーク、自他の事業構想をディスカッションを通じ分析、理解することで、マーケティング

思考法を学ぶ。 

 

＜講義計画＞ 

 ① オリエンテーション： 講義計画、受講生の事業構想アイディア、関心分野の共有 

 ② マーケティングとは： マーケティングの定義 

 ③ マーケティング・マネジメント： マーケティング・マネジメント・プロセス 

 ④ STP-1： セグメンテーション・ターゲッティング 

 ⑤ STP-2： ポジショニング 

 ⑥ マーケティング・ミックス： 商品・サービス戦略、価格戦略、プロモーション戦略、流通戦略 

 ⑦ 戦略的マーケティング： 戦略意思決定、統合マーケティング 

 ⑧ 競争戦略-1： 競争地位と戦略 

 ⑨ 競争戦略-2： 相対的競争・絶対的競争 

 ⑩ 研究発表-1： 事業構想をマーケティングのフレームワークで発表 

 ⑪ 研究発表-2： 事業構想をマーケティングのフレームワークで発表 

  ⑫  研究発表-3： 事業構想をマーケティングのフレームワークで発表 

  ⑬ 研究発表-4： 事業構想をマーケティングのフレームワークで発表 

 ⑭ リレーションシップ・マーケティング： 顧客開拓と顧客維持 

 ⑮ まとめ： マーケティングの再定義、受講生のマーケティング・ポジション確認 

 

＜講義外の課題＞ 

２日目の講義（②③）には、教科書の第１章～４章までを予習して臨む。 

講義で学んだ理論を自社に落とし込み、理解を深める 

 

＜教科書・参考書＞ 

グロービス・マネジメント・インスティテュート編著『ＭＢＡマーケティング』（改訂 3 版あるいは新版）(ダイヤモン

ド社) 

 

＜評価方法＞ 

平常点（発言の質と量）60点とレポート40点による総合評価で、60点以上を合格とする。 

 



＜その他の重要事項＞ 

講義スケジュールは、受講生のプロフィールや人数により調整が加わる可能性があります。 

 

 



科目名 構想計画策定演習 担当教員 岸波宗洋 科目コード 207 

配当年次 1・2年次 学期 後期 

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

本講義の目的は、修了要件となる事業構想計画書における要点を理解するとともに、全体構成としての存在次元・事

業次元・収益次元、各エビデンスの捉え方、アライアンス策定方法、理想モデル・成長モデル・基本モデルの整理と表

明、撤退方針など重要な知識や考え方の獲得を目指すものである。 

本来「事業構想計画」とは、一般的な事業計画とは一線を画す考え方でありアウトプットである。事業計画が、事業コ

ンセプトやビジネスモデル、ワークフローや収支計画等といったプリミティブな事業項目の表明と関係者とのコミット

を目的とするのに対して、「事業構想計画」は、まず「理想モデル」（事業の発案者/計画者が理想とする究極の社会・経

済価値モデル）の構想を前提とする。そして、「理想モデル」から「基本モデル」への社会還元思考（理想モデルを前提

に、その最小実現単位としてのビジネスモデルを策定すること）を行うことで、理想モデルへの最短動線を画策する思

考訓練を行うことが重要である。 

 もちろん、「基本モデル」を充実したものにしなければ、事業は現実の成功を勝ち得ない。従って、「基本モデル」の

アウトプットとしては、一般的な事業計画項目に準拠することとなる。しかしながら、「理想モデル」を最優先とした考

え方を軸とすることで、事業計画と同一の項目でありながら、すべてにおいて検討の方法と内容が大きく変わることと

なることに留意すべきである。 

 また、各講義毎に講義２コマ分を１セットとし、以下のコンテンツを想定する。 

(1)１コマ目～各講義回のリニア講義（座学） 

(2)２コマ目～各講義回の演習（主にテーマに基づいた議論・発表） 

＜到達目標＞ 

事業開発をプロデュースする能力、事業構想計画を策定・アウトプットする能力を獲得する。 

 

＜授業の進め方と方法＞ 

座学、グループワーク、討論と発表、ゲスト講師による示唆等の方法を用い、各課題や論点について共有、検討をしてい

く。 

＜講義計画＞ 

全15回 

①オリエンテーション（授業計画とセルフプレゼンテーション） 

 

～以降、２コマ１セット 

②講義＝事業構想計画概説と社会還元思考の考え方 

③演習＝社会還元思考の議論と発表 

 

④講義＝基本的な構想思考と存在次元（社会的価値、ステークホルダーとの関係性、自社独自の理想、コンセプト・・・）

計画の考え方 

⑤演習＝存在次元計画の議論と発表 

 

⑥講義＝事業次元における戦略モデル（価値命題、顧客価値、サービス価値・・・）計画の考え方 

⑦演習＝戦略モデル計画の議論と発表 

 

⑧講義＝事業次元におけるオペレーションモデル（外部資源、内部資源、資源統合活動・・・）計画の考え方 

⑨演習＝オペレーションモデル計画の議論と発表 

 



⑩講義＝収益次元（売上項目、コスト項目、投資計画・・・）計画の考え方 

⑪演習＝収益次元計画の議論と発表 

 

⑫講義＝ＳＦＭ（営業支援管理）と事例 

⑬演習＝営業計画の議論と発表 

 

⑭講義＝リスクの対応、撤退方針、ＩＭＣ（統合型マーケティングコミュニケーション）の考え方、シェアリングモデル

⑮演習＝シェアリングモデルの議論と発表 

 

※希望者に対して個別指導を行います（受講者個別の事業構想計画に対して実践的な指導を行います）。 

 

＜講義外の課題＞ 

各講義回の内容について、受講者自身の事業構想におけるブラッシュアップを行う。 

＜教科書・参考書＞ 

各回のテーマに応じて適宜紹介していく。 

＜評価方法＞ 

出席/討論参加点（講義・演習への貢献度）70点とレポート30点による総合評価を行う。 

＜その他の重要事項＞ 

 

 

 



科目名 収支計画の立て方 担当教員 和田貴郎 科目コード 208 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期（夏季集中） 

キャンパス 東京 / 名古屋 / 大阪 / 福岡 単位数 1単位 

＜講義概要と目的＞ 

事業構想計画書の中の事業収支計画パートを作成するための手順と主な考慮点を解説するとともに、簡単な仮想事例を

用いてシミュレートしていただくことで、ご自身の収支計画作成時の見通しを得る。 

（本科目は収支計画の作成プロセスに主眼を置くが、一部、ビジネス会計の講義内容と重複するので、ビジネス会計を

履修していない方でも受講可能である。） 

 

＜到達目標＞ 

自分の事業構想計画書の中の事業収支計画パートを、自信をもって作れるようになる。 

 

＜授業の進め方と方法＞ 

第2回以降、２コマを１セットとして、前半を講義・例題、後半を演習とする。 

第4回に30分程度のミニ課題を実施します。 

 

＜講義計画＞ 

第1回 事業収支計画作成プロセス 

 売上予測と売上原価 

第2回 設備計画・人員計画・資金計画      

 演習① 

第3回 その他の費用・事業収支計画の評価と分析（1）    

 演習② 

第4回 事業収支計画の評価と分析（2）・ミニ課題   

 演習③ 

 

＜講義外の課題＞ 

なし 

 

＜教科書・参考書＞ 

教科書は指定しない。 

参考書は、講義の中で適宜紹介する。 

 

＜評価方法＞ 

講義・演習への参加・貢献７０点と、ミニ課題３０点の総合評価により、６０点以上を合格とする。 

 

＜その他の重要事項＞ 

 本講義は夏季集中期間に開講します。 

 仮想事例シミュレーション（演習）は Excel ワークシート上で行うので、前面スクリーンでも表示しながら説明し

ますが、可能であれば演習ワークシートをダウンロードしてPCないしタブレットを第2回目以降持参されたい。 

 

 



科目名 統合的マーケティング・コミュニケーション 担当教員 丸岡吉人 科目コード 209 

配当年次 1年次・2年次 学期 後期

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

この講義の目的は、履修者が統合的マーケティングコミュニケーション（マーコム）の基本を身につけることです。そのために本

講義では、①マーコム手段（マスコミ広告、デジタル広告、広報・ＰＲ、セールスプロモーション、イベント、スポンサーシップ、ソ

ーシャルメディア活用など）の特徴を理解することから始め、②マーケティング戦略とマーコム戦略との関係を把握して適切な

マーコム目標を設定する方法、そして、③マーコム目標に効果的・効率的に到達するために施策群を統合する原理と方法を学

びます。 

＜到達目標＞ 

講義終了時に履修者が、①マーコムの鍵概念と重要ツールとを理解している、②履修後に統合的マーコム戦略立案と実行の

力を自ら高める方法を身につけている、ことが目標です。 

＜授業の進め方と方法＞ 

クラスでは、講義に加えて、ミニケースを活用して、履修者が「なぜそうなったのか」「なにを狙ったのか」「自分ならばどうする

か」を考える機会を提供し、授業内容の理解を深めます。 

＜講義計画＞ 

第1回：オリエンテーション 

＜マーコムに何ができるか：マーコム目標を達成する施策を理解する＞ 

第2回：コミュニケーション効果①ニーズ喚起、ブランド認知 

第3回：コミュニケーション効果②ブランド理解、ブランドイメージ 

第4回：コミュニケーション効果③ブランドパーソナリティ、ポジショニング 

第5回：コミュニケーション効果④好意的態度 

第6回：行動促進効果①情報収集行動の促進、購買行動の促進 

第7回：行動促進効果②顧客ロイヤルティ行動の促進 

第8回：情報環境効果①ミクロ情報環境効果 

第9回：情報環境効果②マクロ情報対流効果 

＜マーコム手段に何があるか：マーコム手段が実現する効果を理解する＞ 

第10回：新しいマーコム手段①デジタル広告（デジタル広告の仕組み） 

第11回：新しいマーコム手段②デジタル広告（デジタル広告の発展） 

第12回：新しいマーコム手段③デジタルマーケティング活動の中でのマーコム 

第13回：新しいマーコム手段④スポンサーシップ、コーズリレーテッドプロモーション、ブランドプレースメント 

＜マーコム統合の原理と方法：どのように統合的マーコムを実現するか＞ 

第14回：マーコム統合の原理と方法 

第15回：統合的マーコムの役割 

※履修者の関心事や希望によって、予定を変更することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜講義外の課題＞ 

全講義終了後に課題レポートを提出していただきます。課題は、「デレク・トンプソン(2018). ヒットの設計図：ポケモンＧＯからト

ランプ現象まで 早川書房」を読み、本講義で学んだことを踏まえ、まとめていただきます。提出方法や締め切りを含め、詳細

は講義の中で説明します。 

＜教科書・参考書＞ 

＜教科書＞ 

指定しません。 

＜参考書＞ 

Correia, T. (2016). The fluid consumer:  Next generation growth and branding in the digital age. Redline. （コレイア, T. (著)、

月沢李歌子（訳）(2017). 気まぐれ消費者：最高の体験と利便性を探求するデジタル時代の成長戦略 日経ＢＰマーケティング）

岸志津江(2016). ＩＭＣ概念を再考する：進化と課題 マーケティングジャーナル, 36(3), 6-22.  

Rossiter, J. R. and Bellman, S. (2005). Marketing communications. Prentice Hall. （ロシター, J. R.・ベルマン，Ｓ.(著)、岸志

津江（監修）(2009). 戦略的マーケティング・コミュニケーション 東急エージェンシー） 

佐藤尚之(2018). ファンベース：支持され、愛され、長く売れ続けるために ちくま新書 

Simonson, I. and Rosen, E. (2014). Absolute value:  What really influences customers in the age of (nearly) perfect 

information. Harper Business. （サイモンソン，Ｉ.・ローゼン，Ｅ. 千葉敏生（訳）(2016). ウソはバレる:「定説」が通用しない時

代の新しいマーケティング ダイヤモンド社） 

Thompson, D.（2017）. Hit makers: How things become popular.  Allen Lane.  （トンプソン, Ｄ.  高橋由紀子 (訳) (2018).

ヒットの設計図:ポケモンＧＯからトランプ現象まで 早川書房） 

＜評価方法＞ 

講義の６割以上に出席した履修者のみが評価対象です。評価対象者の①講義への貢献（５０%）と、②課題レポート（５０%）によ

って評価します。 

履修者は講義日ごとに「ミニットペーパー」を提出します。講義に出席して、かつ、「ミニットペーパー」を提出した者を出席と認

定します。「ミニットペーパー」とは、講義日ごとに、（１）学んだことを簡潔に要約するとともに、（２）講義に対する意見や感想、

質問を提出するものです。建設的な意見や講義の質を高める質問を特に歓迎します。具体的な方法は、講義初日に指示しま

す。 

＜その他の重要事項＞ 

講義の目的は「マーコムの基本」を身に着けることです。「マーコムの初歩」ではありません。「基本」は、よりどころとなるおおも

と、という意味です。「基本」をおさえれば、後は意外に簡単です。 

 



科目名 プレゼンテーション 担当教員 八代華代子 科目コード 210 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期：東京・大阪、後期：福岡・名古屋 

キャンパス 東京／大阪／福岡／名古屋 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

事業構想の実現には、人の心を動かすプレゼンテーションが必須です。そのためには、自分が伝えたい熱い想いだけで

はなく、聴き手目線のニーズやイメージの分析が鍵となります。本講義では、伝えるための「音声」「言語」「非言語」と

いう３つの情報をグループワークで分析したり、テーマ別のミニプレゼンテーションを実践したりして、伝える力を磨

いていきます。さらに、プレゼンテーションのグローバル化に伴い、欧米のプレゼン術を検証し、今までのデリバリース

キルに新しい風を吹き込みます。既存の日本教育では取得する機会が少ない「人前で話すときの心得」「伝わる発声・滑

舌法」「内容構成のモデル」等も取り入れ、強化していきます。 

＜到達目標＞ 

1.「聴き手目線なること」と「表現力を磨くこと」を習慣化します。 

2. 自分のプレゼンテーションを分析することで、長所には自信を持ち、短所には改善を施せるようになります。  

3. ほぼ毎回ある実習を通して、人前で話すことに慣れるためのトレーニングができます。 

＜授業の進め方と方法＞ 

毎回、テーマに基づいて、講義とグループワークを織り交ぜながら、課題に沿った実習を行います。課題としてあらかじ

め準備したプレゼンテーションや授業内で短時間でまとめて発表するもの、インプロビゼーションなど、多様な形態へ

順応する力を付けていきます。 

＜講義計画＞ 

第1回  ガイダンスと導入 

第2回  人前で話すための大事な心得と発声・滑舌の練習 

第3回  欧米教育セルフプレゼンテーションの実習 

第4回  日本語の特性と効果的な表現法 

第5回  ノンバーバルコミュニケーションと緊張コントロール 

第6回  プレゼンテーションにおける哲学的要素について 

第7回  TEDの分析とプレゼンテーション実習 

第8回  プレゼンテーションの目的別アプローチ 

第9回  目的・対象別プレゼンテーションのグループ実習 

第１０回 豊かな表現力の強化とプレゼンテーションの構成 

第１１回 事業構想のポイントを簡潔にまとめ、発表するための実習 

第１２回 慣用句・格言などの比喩表現や比較要素の分析トレーニング 

第１３回 自身の事業構想から比較要素を取り出し、検証する実習 

第１４回 まとめ・プレゼンテーション実習 

第１５回 まとめ・プレゼンテーション実習 

  ＊毎回、発声・滑舌の練習を行います。 

  ＊講義の進捗状況によって、内容が前後することがあります。 

＜講義外の課題＞ 

自身のプレゼンテーションの自己分析レポート、次回の実習発表の準備など適宜。 

＜教科書・参考書＞ 

テーマに合わせて、その都度、配布いたします。 

＜評価方法＞ 

クラス・グループディスカッション・発表への参加が50点、課題レポート50点による総合評価。 

  



＜その他の重要事項＞ 

グループディスカッション、実践が多くありますので、なるべく出席してください。 

あらかじめわかっている欠席や大幅な遅刻の場合は、なるべく事前に事務局に連絡してください。 

 



科目名 企業内における事業構想 担当教員 渡邊信彦 科目コード 301 

配当年次 1年次・2年次 学期 後期 

キャンパス 東京／大阪 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

本講義では 企業内部において新規事業開発を推進するにあたりうまくいかない原因である要素を認識した上でいかに

事業構想を進めていくか、企業の持つ資本を活用し新規事業を立ち上げるステップを学ぶ。 

各講義毎に講義2コマ分を1セットとする。 

（1）1コマ目講義 

（2）2コマ目演習 

＜到達目標＞ 

事業構想の基本を学ぶことに加えて企業が持つ資産の活用について考察する力をつける。 

＜授業の進め方と方法＞ 

座学、グループワーク、ゲスト講師によるプレゼンによって、各課題や論点について共有、検討をしていく。 

＜講義計画＞ 

第1回  オリエンテーション（授業計画とセルフプレゼンテーション） 

 第2回 講義＝企業内における新規事業企画の現状とその課題演 演習＝グループ分け及び課題配布、課題分析 

第3回 講義＝自社のサービスの強みと弱みを知る 演習＝グループワーク 提供する価値の設定  

 第4回 講義＝起業準備中または初期のベンチャーから学ぶ刺激講義 

 第5回 講義＝事業構想における新事業の価値設定、カスタマージャーニマップからの価値設定 

     演習＝グループワーク 課題から価値設定 カスタマージャーニー作成 

 第6回 講義＝企業内事業構想に向けたビジネスモデルマップの作成 

     演習＝グループワーク 提案作成 

 第7回 講義＝社内外の巻き込み方 情報共有と仕掛け 演習＝グループワーク 提案作成 

 第8回 総括 グループプレゼンテーション 

＜講義外の課題＞ 

特になし 

＜教科書・参考書＞ 

随時紹介 

＜評価方法＞ 

 平常点（出席／討論参加点）50点とレポート50点による総合評価を行う。 

＜その他の重要事項＞ 

 

 



科目名 起業を目指す事業構想 担当教員 見山 謙一郎 科目コード 302 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期 

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

起業とは目的ではなく手段のひとつである。本講義は、事業構想のために必要な「仮説創設力」を醸成することを目的

とし、「仮説創設力」を「課題の抽出力」と「本質的原因の探求力」と定義する。目に見える課題は、実は真の課題では

ないかも知れない。また、真っ先に浮かぶ表層的な原因をいくら探求しても、解決策には繋がらないこともある。「隠れ

た真実」の中に、真の課題や解決策が隠されているかも知れない。                        

本講義はグループディスカッションを中心とした双方向型の講義である。様々な思考法を体感しながら、「ゼロベース」

で事業プランを構想してもらうことを目指す。ビジネスの場は日本ではなく、アジアの開発途上国であるバングラデシ

ュである。ほとんどの受講生にとって未知の国であるバングラデシュの社会的課題に対する「仮説」を創設し、自分た

ちなりの問題意識と「本質的な原因」を探求することから、「対案」としてのビジネスプランを構想する。バングラデシ

ュへの渡航経験や事前知識の有無は関係なく、大切なのは「ゼロベース（Zero to One)」で物事を考える経験をリアルな

市場（マーケット）を想定し行うことにあり、このことが結果として起業のための事業構想力へと繋がっていく。   

＜到達目標＞ 

経済成長著しい、南アジアの開発途上国であるバングラデシュをフィールドに、グループワークにより「ゼロベースか

ら」出来るだけ壮大なビジネスプランを作成してもらうことを目標とする。 

＜授業の進め方と方法＞ 

グループディスカッションを中心とした双方向型の講義である。前半（1-4回）は多角的・多面的思考を体感しながら、

ゼロベースで事業プランを構想するための助走期間とする。後半（5-7回）は、バングラデシュおけるビジネスプランの

構想とそのブラッシュアップを繰り返し行う。尚、講義の進捗度合いや受講生の関心度合いに応じ、ゲスト講師を招く

ことも考えている。 

＜講義計画＞ 

第1回 イントロダクション 

第2回 クリエイティブシンキング（リバース・シンキング） 

第3回 クリエイティブシンキング（スーパー・ポジティブシンキング） 

第4回 クリエイティブシンキング（Zero to One) 

第5回 開発途上国でのビジネスについて、ビジネスプランの構想-1 

第6回 ビジネスプランの構想-2、発表、フィードバック 

第7回 ビジネスプランの発表、フィードバック 

第8回 ビジネスプランの最終発表 

＜講義外の課題＞ 

各講義後にリアクション・ペーパーを提出するほか、講義外でグループワークが発生することに予め留意のこと 

＜教科書・参考書＞ 

Zero to One（ピーター･ティール他,NHK出版,2014）、インサイドボックス（ドリュー・ボイド他,文藝春秋,2014）、日

本のイノベーションのジレンマ（玉田俊平太,翔泳社,2015）、リバース・イノベーション（ビジャイ・ゴビンダラジャン,

ダイヤモンド社,2012年）、コトラーのマーケティング3.0（フィリップ・コトラー他,朝日新聞出版,2010） 

＜評価方法＞ 

発言等講義への貢献度（30%）、講義後のリアクション・ペーパー（30%）、ビジネスプラン（40%） 

＜その他の重要事項＞ 

最終成果物のビジネスプランはグループワークにより作成する。尚、本講義で作成されたビジネスプランについては、

受講生の希望があれば、外部のビジネスプランコンテストに応募することも検討する。 

 



科目名 健康・医療産業における事業構想 担当教員 根来秀行 科目コード 303 

配当年次 1年次・2年次 学期 後期 

キャンパス 東京 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

近年、医学領域での進歩には目覚ましいものがある。日本をはじめとして、先進諸国では医学研究の進歩とともに高齢

化社会も進展し、健康・医療産業分野に新しいニーズを発生させている。本科目では、日本、欧米の最先端の医療現場

での臨床・研究・教育経験や、一流企業顧問としての実務経験をもとに、最先端医学、医療の知見を、医学専門外の院

生にも分かりやすい形で講義する。その中で、健康・医療産業領域をリードする事業構想の可能性を学びとり、更なる

研究に発展させる。また、超少子高齢社会に突入している日本における課題を国内外の視点から考察し、打開策および

新しい福祉国家の仕組みを構想し、これからの医療、福祉分野事業の在り方を導き出す。一方で、実際の健康・医療産

業関連領域で活躍するゲスト講師を招き、メディカルビジネスの実際を実践的に学ぶ。後半では、院生のバックグラウ

ンドをもとに、積極的に構想を発表、議論し、受講者全員で斬新な構想を練り上げ、研究を深めていく。 

 

＜到達目標＞ 

健康医療産業を取り巻く独特の環境を理解した上で、各受講院生のバックグラウンドをもとに、時代にマッチした斬新

な構想を立案出来るスキルを身につける。 

＜授業の進め方と方法＞ 

授業は講義,ゲスト講師による講義、院生の発表を中心に、活発な討論を取り入れ、受講生関心領域および時代のニーズ

に基づく問題提起を行っていく。 

＜講義計画＞全15回 

① オリエンテーション（授業計画の説明） 

② 医療健康産業の全体像、高齢化社会 

③ 高齢化社会と生活習慣病 

④ 生活習慣病と先進医療－１ 

⑤ 生活習慣病と先進医療－２ 

⑥ 最先端医学、アンチエイジング医学 

⑦ 最先端医学、アンチエイジング医学 

⑧ 最新の健康医療産業トピックス 

⑨ 研究発表・討論―1：健康医療産業の事業構想を各自のバックグラウンドをもとに発表、全員で討論 

⑩ 研究発表・討論―２：健康医療産業の事業構想を各自のバックグラウンドをもとに発表、全員で討論 

⑪ 研究発表・討論―３：健康医療産業の事業構想を各自のバックグラウンドをもとに発表、全員で討論 

⑫ 研究発表・討論―４：健康医療産業の事業構想を各自のバックグラウンドをもとに発表、全員で討論 

⑬ 研究発表・討論―５：健康医療産業の事業構想を各自のバックグラウンドをもとに発表、全員で討論 

⑭ 研究発表・討論―６：健康医療産業の事業構想を各自のバックグラウンドをもとに発表、全員で討論 

⑮ まとめ：健康になる24時間の過ごし方・医療健康産業と事業構想 

＜講義外の課題＞ 

①～⑨の講義で学んだことと各自のバックグラウンドをもとに多様な事業構想を練り、講義内でプレゼンテーションす

る。15回の講義終了後、A4一枚程度のレポート提出する（テーマは講義終了時に伝える） 

 

＜教科書・参考書＞ 

身体革命（KADOKAWA）、ホルモンを活かせば、一生老化しない（PHP研究所）、健康は時間で決まる（かんき出版）、老

けない、太らない、病気にならない、24時間の過ごし方（幻冬舎）、毛細血管は増やすが勝ち！（集英社）、毛細建艦

が寿命をのばす（青春出版社）、まいにち若返る人の習慣（日本文芸社）ほか、必要に応じて適宜紹介していく。 

 



＜評価方法＞ 

平常点（発表、討論への参加状況）80点とレポート20点による総合評価とし、60点以上を合格点とする。 

 

＜その他の重要事項＞ 

講義スケジュールは、受講院生のバックグラウンドや人数に応じて調整する可能性があります。 

※キーワード：健康事業、最先端医学、身体マネジメント、少子高齢化社会 

 

 



科目名 事業構想と ITソリューション 担当教員 江端 浩人 科目コード 304 

配当年次 1年次・2年次 学期 後期 

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

現在、情報技術によってありとあらゆる産業が変革しつつある。 それは産業革命が蒸気エンジンの発明により人類を肉体労

働から解放したかの如く、知的 作業から人間を開放しつつあるのではなかろうか。 グーグルが開発した人工知能が囲碁の第

一人者に勝ち越し、インターネット広告の売り上げは雑誌、ラジオ、新聞を抜きテレビに次ぐ第２のメディア に成長し、AI

が人間の仕事を奪い始めている。 ソーシャルメディアはチュニジア政府の交代やエジプトの独裁政権を終焉させた一方で、 

テロリストの養成等非人道的な活動にも応用されている。 営業部員はインターネットにより顧客の需要を把握するマーケテ

ィング・オートメーショ ンにより飛躍的な効率化がなされようとしている。 シェアリングエコノミーの台頭により所有に関

する価値観も変わってきている。この様な分野はハイテクよりIoTやAI等に代表されるリアルの分野への応用によって付加

価値が 生まれることが多い。 本講座は激しいスピードで変革しつつある技術革新を実践し、事業構想に応用するために 必

要な理論を紹介し、実践しているゲスト講師をはじめとする事例を紹介することによっ て、事業構想に必要な新しい視座や

現在のビジネスが技術革新によって破壊されないため のノウハウを取得するためのものである。 

＜到達目標＞ 

本講座の目的は現在進行している第二次産業革命ともとれる情報産業革命の本質を理解 し、その応用と実践を実体験や先端

理論を通じて各自の事業構想に適用することにある。 事業構想としては IT（情報技術）が中心の事業構想も勿論であるが、

一見 ITと関係ない事 業構想への応用が見つかることにより大きな付加価値を生むことになる（Air B&B, UBER 等 ） 

＜授業の進め方と方法＞ 

江端による講義、ゲスト講師による講義、学生による発表や討論・ディスカッション。 実際の進行は一回目に実施するアン

ケートの要望を極力取り入れて実施する。 

＜講義計画＞ 

第1回 オリエンテーション、アンケートフィードバック。ITが与える社会変化とは何かのディスカッション。 

第2回 外部ゲスト講義とディスカッション。前期日程の決定。テーマ講義。 

第3回 個人発表1, 2およびディスカッション。テーマ講義とディスカッション。 

第4回 外部ゲスト講義とディスカッション。テーマ講義とディスカッション。 

第5回 個人発表3およびディスカッション。テーマ講義。個人発表 1, 2およびディスカッション。 

第6回 外部ゲスト講義とディスカッション。テーマ講義とディスカッション。 

第7回 個人発表4およびディスカッション。テーマ講義とディスカッション。 

第8回 外部ゲスト講義とディスカッション。総括講義とレポート内容の確認。 

＜講義外の課題＞ 

当講義の講師、受講者、ゲストなどによるインターネットのコミュニティ（主として Facebookを想定）を形成し、タイムリ

ーなビジネスモデルの話題提供や議論形成が行われるように講師が誘導してゆく。 

＜教科書・参考書＞ 

教科書に関しては、ゼミ生の必要に応じ随時推奨する。 

インターネットを通じたリアルタイムの情報共有・分析が実施できるようなグループを結成する。 

＜評価方法＞ 

平常点（授業での討論への参加状況）や授業への貢献度にる総合評価とし、６０点以上 を合格とする。。 

＜その他の重要事項＞ 

特になし。 

 



科目名 グローバルビジネス 担当教員 野口 恭平 科目コード 305 

配当年次 1年次・2年次 学期 後期 

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

 ビジネスのグローバル化が進む中、海外市場での事業・マーケティングを行う際には、「市場を理解する視点」、「海外

拠点・海外パートナーとの効果的、効率的な協働」は重要なポイントとなる。また市場の多様性への理解と対処は元よ

り、各拠点において又は各拠点との連携において正しく事業を推進していくためには、一貫したブランド戦略に基づき、

的確なビジネスやタレント（人材やノウハウ）のマネジメントが必要となる。 

本講座では、グローバルビジネス推進の観点で必要な「グローバルマネジメントの側面」により焦点を当てる。グロ

ーバルマネジメントとは「多様性マネジメント」そのものであり、海外のみならず日本国内における事業の競争力強化

においても今後注力すべき領域である。 

本講義では、「グローバルビジネス環境において市場の多様性への対処、事業構築・運営を効率よく行うためのマネジ

メントのありかた」をテーマとし、海外拠点、海外パートナーと如何に協働し、又国内本社を如何に動かすべきか、ま

たそこに必要とされるグローバルビジネススキルにおいても課題を探り、議論を深めることを目的とする。 

 本講義でのグローバルマネジメントとは、国内と海外拠点との仕事、或は海外拠点での仕事を意味し、事例を盛り込

んだ、より実践的な論議を行うと同時に、今後の日本国内のビジネス（インバウンドビジネス含む）においても有益と

なる多様性マネジメントの視点から議論を深め、国内市場での競争力強化のために役立つマネジメント手法を学ぶ。 

 

＜到達目標＞ 

海外拠点での事業展開、海外拠点と国内本社との連携＆協働、インバウンドビジネス等グローバル環境における、国

内を含めた事業推進に於いて、必要とされるグローバルビジネススキルの理解、並びに的確なマネジメントを実行して

いくための重要ポイント等、理論的な理解をベースに実践対応へ繋がる視点と方法論を身に着ける。 

 

＜授業の進め方と方法＞ 

授業は講義と討論の併用で、具体的な企業の事例を題材にしながら、全員参加の討論を行う。事例紹介については多

彩な企業（大企業、中小企業、多業種、多地域）から講師を招聘して行う。 

具体的なステップとしては以下の進め方となる。 

 

・グローバルマネジメントに要求されるビジネススキルを考える（事例と理論講義） 

・グローバルマネジメントの最新理論を学ぶ 

・各テーマに合わせた多彩なゲスト講師による事例紹介と討論を行う 

・中間レビューによるポイントの整理と最終のまとめを通して、理論と実践の関係を整理する 

 

＜講義計画＞ 

① オリエンテーション (授業計画の説明) 

② 求められるグローバルビジネススキルの現状(事例紹介と討議） 

③ グローバルビジネスに求められるスキルを実践ケースから考える（講義と討論） 

④ 多国籍企業の類型理論とグローバルマーケティングの課題の整理（講義と討論) 

⑤ グローバルとローカルのバランスマネジメント(事例紹介と討論) 

⑥ 文化の違いに影響されるサービス業（事例紹介と討論） 

⑦ 中国市場におけるブランド戦略(事例紹介と討議) 

⑧ 異文化における食品ビジネスの戦略（事例紹介と討議) 

⑨ 中間レビューとしてポイントの整理（講義と討論） 

⑩ 国内インバウンドビジネスの戦略（事例紹介と討論） 

⑪ 海外進出の成功例と失敗例（事例紹介と討論） 



⑫ 新興国(インド）市場におけるビジネス（事例紹介と討論） 

⑬ 日本伝統ブランドの海外戦略（事例紹介と討議） 

⑭ グローバル展開でのCSVビジネス（事例紹介と討論） 

⑮ 総括（討論とまとめ） 

※事例のテーマ、ゲストについては院生リクエストに基づき変更する場合がある。 

＜講義外の課題＞ 

・レポート提出（全授業終了後） 

グローバルマネジメント（対海外拠点・パートナーとの協働、海外拠点自体の運営、インバウンドビジネス等）を実行

する上での課題、留意点について記述する。記述にあたってはゲスト講師のケースを含む幾つかの事例を引用し説明を

強化する。 

＜教科書・参考書＞ 

教科書の指定はしない。 

参考書として「グローバルマーケテイングイノベーション」藤澤武史編著、同文館出版 「多国籍企業とグローバル

ビジネス」林倬史 古井仁編著税務経理協会 「コークの味は国ごとに違うべきか」文藝春秋（原題：グローバル戦略の

再定義）パンガジ･ゲマワット著「日本企業のグローバルマーケティング」グローバルマーケティング研究会著、白桃書

房、等その他授業テーマに即して紹介する。 

 

＜評価方法＞ 

授業への参加、貢献状況の60点満点とレポート40点満点による総合評価とし、60点以上を合格点とする。 

＜その他の重要事項＞ 

 

 

 

 



科目名 地域活性と事業構想 担当教員 重藤 さわ子 科目コード 306 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期 

キャンパス 東京 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

 地域活性化に向けた取りくみには様々なものがあり、これまで多くの補助金も投じられてきた。しかしながら、期待

した効果が現れていない事業も多くあり、その理由はすでに多くの専門家が議論するところである。そのなかでも、本

講義では特に、多くの地域が、その地域の中長期的持続性（ありたい姿・あるべき姿）について、自ら構想できていない

ことに注目し、なぜ地域活性化をしなければならないのか、地域が活性化するということはどういうことか、といった

そもそも論を、地域の持続可能性から問い直していく。さらに、地域活性化を、複数のテーマから掘り下げていくこと

で、地域活性化は、近視眼的な事業の実施や成功が目的なのではなく、中長期的に地域を持続可能なものにしていくた

めの手段であるという認識を深め、地域のありたい姿・あるべき姿を地域目線に立って構想することの重要性を学ぶ。

そのうえで、それぞれの関心分野から、地域の持続可能性実現に向けた地域活性化事業を構想する能力を養う。 

＜到達目標＞ 

・地域の将来あるべき姿を、地域目線で構想する能力 

・地域の将来あるべき姿の実現を目指した、地域活性事業構想能力 

＜授業の進め方と方法＞ 

初回はガイダンスとして１コマ、以降は２コマの連続講義である。授業は毎回テーマを設定し、前半は講義で理論やケ

ーススタディに基づいた考え方のフレームワークを提示。後半は、対話・討論を通じて、テーマに関する考えの深堀りを

行い、グループワークでの事業構想につなげていく。 

＜講義計画＞ 

第1回 イントロダクション：講義の目的、到達目標・進め方への理解 

第2回 地域活性化はなぜ必要か －地域の持続可能性から問い直す 

第3回 地域が将来あるべき姿とケーススタディ（人口・地域産業） 

第4回 地域が将来あるべき姿とケーススタディ（農業・食と経済） 

第5回 地域が将来あるべき姿とケーススタディ（環境・エネルギー） 

第6回 グループワーク① 地域活性事業構想（地域のあるべき姿からのアイデア出し・共有・深化） 

第7回 グループワーク② 地域活性事業構想（事業の構想と実現可能性の検討） 

第8回 事業構想の発表と相互評価、ふりかえり 

＜講義外の課題＞ 

参考資料・情報の事前分析など、随時示す 

 

＜教科書・参考書＞ 

藤山浩『地域人口ビジョンをつくる』農文協、2018年 

藤山浩、有田昭一郎、豊田知世、小菅良豪、重藤さわ子著『「循環型経済」をつくる』農文協、2018年 

小田切徳美、橋口卓也 編著『内発的農村発展論 理論と実践』農林統計出版、2018年 

その他、随時授業内で示す 

＜評価方法＞ 
① 学習内容をもとに、自身が立てた「問い」に対する、段階的ショートレポート（全3－4回）（60%） 

② 討論・グループ発表への参加（20%） 

③ 事業構想レポート（1回）（20%） 

＜その他の重要事項＞ 

地域活性・地方創生については、随時多くの関連図書・雑誌での情報発信やイベントが開催されている。また、受講生自

身や居住地域も、様々な事業に参画・関与しているはずである。それらの情報や意見交換・相互の学び合いの場としても

活用いただきたい。 



科目名 組織と人材 担当教員 片岡幸彦 科目コード 307 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期：大阪、後期：東京 

キャンパス 東京／大阪 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

新規事業の立ち上げ当初は、とかく当面の資金調達や販売先の確保など事業拡大の優先課題に奔走し、組織体制や人

材マネジメントといった内部体制の強化は後回しになる傾向が多い。しかし自社製品やサービスが市場や顧客に受け入

れられ企業規模が急拡大する時期に差し掛かったときに内部体制の不備が一気に噴出し、仕事があってもこなすことが

出来ず、失注したり受注できても品質不良やクレームに繋がったりするケースも多くなる。 

主に新規事業の立上げ期については、業種・業態に関わらず各成長ステージ共通の組織課題が存在し、超えるべき壁

が存在することが分かっている。各ステージにおいて戦略に適合した組織・人材マネジメントの考え方や方法論を提示

し自社に適用することで、自社成長ステージに特有の組織・人材マネジメントの課題を明確にし、将来のリスクを低減

していくことを目的とする。 

 

新規事業立ち上げにおいて、経営資源とりわけ人的資源が整っていない中で検討すべき経営の方向性は、個々人の内

発的動機づけを高め、個々人の能力を最大限引き出し、それを活用する「全員参加型経営の実現」であり、「エンゲージ

メントの高い自律型組織の構築」である。日本の人口構成が大きく変化し生産人口が減少し十分な採用がかなわない状

況では、「優秀な人材を定着させることができるか」も大きな課題であることは間違いない。それはとりもなおさず個々

人の主体性を高めるための内発的動機づけを高めることであり、自己決定感を醸成することで個々人の創造性を最大限

発揮させることでもある。それによって、個人の自己実現と組織ミッション・ビジョンの実現につなげていくものであ

る。そのために成果中心ではなく、Ｙ理論の人間観に基づく学習と成長の視点にフォーカスしたマネジメントも重要な

要素の一つである。この授業では、上記の視点から理論と事例を紹介しながら進めていく。 

 

受講を希望する学生は、授業に参加するのみならず、受講生間の関係性の向上も図ったり、自分の発言に隠されたメ

ンタルモデルにも気づいていただいたりしながら事業開発リーダーとしてのあり方も振り返っていただきたいと考えて

いる。 

 

＊本科目は、「経営組織論」「組織行動論」「人的資源管理論」の3つの理論をベースに、関係する理論を盛り込みながら

講義を展開する。 

＜到達目標＞ 

これから起業や新規事業立上げを検討されている方々で、戦略は明確だが組織・マネジメントはまだ十分でない方々の

組織構築の参考にしていただくこと。そして現在組織に所属する方で、自社の組織・人材マネジメントを変革しようと

考えている方々のヒントにしていただき実現していただくことを目標とする。 

＜授業の進め方と方法＞ 

講義：毎回のテーマに関する情報提供 

クラス討議：テーマに関する討議、相互発表、共有 

  



＜講義計画＞ 

１．オリエンテーション：授業計画と成長ステージ別モデルにおける組織・人事課題 

２-３．全員参画型経営、自律型組織の基本的な考え方 

 ・全員参画型経営・自律型組織・人材マネジメントの方向性 

 ・エンゲージメントを高める経営のあり方 

４-５．全員参画型経営 ①全員参画型経営の事例研究 

 ・全員参画型経営 事例紹介 

 ・全員参画型経営に関する討議 

６-７．全員参画型経営 ②経営者としてのリーダーシップ 

・ミッション・ビジョン・バリュー構築の重要性 

・経営者のあり方と経営チームの重要性 

８-９．全員参画型経営 ③組織デザインの考え方 

 ・自律型組織の基本構想 

 ・次世代の自律型組織モデル 

１０-１１．全員参画型経営 ④組織デザインの具体論 

 ・自分たちの目指す組織のデザイン 

 ・目指す組織の背景にある自分自身のストーリー 

１２-１３．全員参画型経営 ⑤人材マネジメントの事例研究 

・社員のモチベーションを高める人材マネジメント 

・人材育成の基本的考え方 

１４-１５ 全員参画型経営 ⑥成長と学習を促進させるマネジメントのあり方 

・社員の主体性を高めるリーダーシップ 

・組織学習を促進するPDLCマネジメントのあり方 

＜講義外の課題＞ 

各講義の内容について、受講生自身の課題についてブラッシュアップを行うことを中心の課題とするが、何回かはテー

マに関する課題を課す。 

＜教科書・参考書＞ 

教科書は使わず、レジュメを配布する。 

参考書は各回のテーマに応じて適宜紹介していく。 

＜評価方法＞ 

クラスへの参加・貢献・グループ討議70点とレポート30点による総合評価を行う。 

＜その他の重要事項＞ 

出来れば半年間で一つの企業を継続的に調査することを推奨する。 

 



科目名 ビジネス会計 担当教員 和田貴郎 科目コード 308 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期 

キャンパス 東京 / 名古屋 / 大阪 / 福岡 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

どんなによい事業構想でも事業として収益・利益があがらなければ成り立たない。事業構想を具体化するために事業計

画を作成するが、それを計数面から検討・サポートする利益計画や資金計画の作成などに会計の知識・考え方が欠かせ

ない。本講義では、会計を初めて学ぶ人にも分かるよう複式簿記の仕組みから始め、財務諸表の読み方に慣れたうえで、

経営意思決定に役立てる主な管理会計ツールを使えるようになって、事業計画の作成や決算書の分析に必要な会計的な

ものの見方を身につけることを目的とする。      

＜到達目標＞ 

 会社をめぐるさまざまな経済事象を仕訳の形で捉えることが出来る。 

 財務諸表を読んで会社の財務状況を想像できる。 

 利益計画と資金計画の作成の基礎となる管理会計の考え方を理解して使えるようになる。 

＜授業の進め方と方法＞ 

講義の中で、適宜、例題をとりあげ討議・練習することにより、企業会計の理解を深め、ツールの使い方を身につける。

テーマの区切り毎に、簡単なミニ演習を実施する。 

＜講義計画＞ 

第1回 オリエンテーション  会計の原理・財務会計と管理会計・ディスクロージャー制度 

第2回 複式簿記の基本（１） 簿記の構造・ルール・プロセス 

 複式簿記の基本（２） 典型的な取引の仕訳 

第3回 複式簿記の基本（３） 決算整理仕訳・整理後試算表からB/S,P/Lの作成まで 

 複式簿記の基本（４） 例題・演習 

第4回 財務諸表を読む（１） B/S・P/L・キャッシュフロー計算書 

 財務諸表を読む（２） 財務諸表分析 

第5回 財務諸表を読む（３） 例題・演習 

 管理会計の諸概念・原価計算  原価の概念・直接原価計算 

第6回 損益分岐点分析とプロダクトミックス  CVP分析・限界利益分析 

利益計画      利益計画作成フロー・短期利益計画と予算管理・中期利益計画・利益増減分析 

第7回 キャッシュフローと資金管理（１） キャッシュフロー情報の活用・運転資本管理 

 キャッシュフローと資金管理（２） 資金繰り表・キャッシュフロー経営 

第8回 設備投資の経済性計算  投資意思決定モデル 

 事業計画書の中の事業収支計画  収支計画作成フロー 

＜講義外の課題＞ 

第7回終了後、レポートを課する。 

＜教科書・参考書＞ 

教科書：使用しない。 

参考書：テーマに応じ、適宜紹介する。 

＜評価方法＞ 

講義への参加・貢献４０点と、ミニ演習・レポート６０点の総合評価により、６０点以上を合格とする。 

＜その他の重要事項＞ 

 

 



科目名 ファイナンス 担当教員 結城秀彦 科目コード 309 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期／後期／通年 

キャンパス 東京／名古屋／大阪／福岡 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

" 構想した事業を事業計画に落とし込んで実行するためには、事業に要する資金調達を考慮しなければ

ならない。If you do your own business, you need to consider financing it!  
本講義では、資金の貸手（金融機関等）ではなく、資金調達者である起業家の観点から、事業計画・資

金計画を中核として、資金調達能力に関して「企業価値」「将来キャッシュ・フローによる事業の評価」

「資本コスト率」等について、また、資金融通者との折衝に関して「資金調達形態（負債・資本）」「借

入契約」「株価」等について学ぶ。 
 

＜到達目標＞ 

・事業構想計画を現実的な裏付けを持つものにできるように、事業の計画→資金計画→資金調達の流れ

と基礎知識を理解すること。     
・資金調達を行う場合の資金調達の上限金額(能力)が、事業計画・資金計画・投資回収計画に関する資金

融通者への合理的な説明・説得に大きく依存していることを理解すること。 
・事業計画の要諦である価値の提供単位と支出の直間構造に基づき、キャッシュ・ポイントにおいて決

定した提供価格と投資回収計画を適切に説明できるようになること。 
    
 

＜授業の進め方と方法＞ 

講義は座講を主体とするが、問題提起と討論を加味してインタラクティブに行う。 

＜講義計画＞ 

1   オリエンテーション-事業構想とファイナンス.資金調達と信用     
2  資金の運用と調達. 信用リスク.デフォルトリスク.資金調達コスト    
3  資金計画 事業計画     
4  資金計画.事業計画     
5  資金計画.企業価値と資金調達能力     
6   企業価値. 永続価値. 資本コスト率(金利)の構造. 内部収益率     
7   企業価値と資金融通者     
8  資本構成 債務と資本の差異..回収リスクと担保     
9   債務による資金調達の仕組み     
10   借入契約の実務     
11   資本による資金調達の仕組み     
12   株価の算定     
13   株価の算定     
14   その他の資金調達の手法     
15   まとめ   

＊ 上記は予定であり、講義の進捗状況により、変更することがある。 
 

＜講義外の課題＞ 

とくになし。 

 



＜教科書・参考書＞ 

・講義にあたっては、スライド及び資料を配布する。     
・参考書については講義の進捗に合わせて伝達する。  

 

＜評価方法＞ 

・クラスへの参加・討論への貢献とレポート提出による総合評価を行う。 

 

＜その他の重要事項＞ 

・2回目以降は隔週1日2コマの講義となる。     
・何らかの事情により休講が生じた場合には、補講（8月）にて対応する。    
・資金調達能力を測定・評価する上では、資金計画・キャッシュフローに関する知識が必要であり、ビ

ジネス会計・収支計画の立て方の講義を事前に又は並行して受講することが望ましい。  
   

 



科目名 ブランド戦略 担当教員 野口 恭平 科目コード 311 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期 

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

事業構築（商品、サービス含む）においては、ブランド価値を明確に規定することで差別化を生み出す事業戦略をガ

イドし、自組織内への浸透やステークホールダーへの伝達によって、競争力あるポジションをどう持続していけるかが

大きな課題となる。本講義では事業（商品、サービス、地域etc.）のブランド価値規定、ブランド体系構築、組織内の浸

透、長期短期のブランドマネジメント、一貫性を持たせたコミュニケーションのあり方等、ブランド戦略の策定と実行

方法について事例を基に理解を深めることを目的とする。 

本授業においては基本的なブランド理論の理解をベースとした上で、実際のビジネスで起き得る現象や組織の力学等

も踏まえた視点を取り入れ、より実践的なブランド構築とその運用手法について議論を行う。 

 

＜到達目標＞ 

ブランド基本戦略（ブランドの価値規定、差別化戦略等）構築のための重要なポイントを理解し、ブランド戦略策定

と事業戦略への展開、事業運営におけるブランド管理・ブランドコミュニケーション・ブランド診断を行う視点を養う

ことにより、事業構想から構想計画策定の過程におけるブランド戦略構築力を身に付ける。 

 

＜授業の進め方と方法＞ 

授業は講義と討論の併用で、具体的な企業の事例を題材にしながら、全員参加の討論を行う。事例紹介については多

彩な企業（大企業、中小企業、日本伝統ブランド、地域地産ブランド、新規起業ブランド、事業継承企業ブランド等）

から講師を招聘して行う。具体的なステップとしては以下の進め方となる。 

 

・基本的な戦略体系理論についての講義と討論によりゲスト講師の事例を理解する基礎を作る。 

・各テーマに合わせた多彩なゲスト講師による事例紹介と討論を行う。 

・中間レビューとしてのポイントの整理と最終的なまとめを通して、理論と実践の関係を整理する。 

 

＜講義計画＞ 

①：オリエンテーション (授業計画の説明) 

②：ブランド価値規定：価値の要素と規定プロセス（講義と討論） 

③：マーケティング3.0、4.0の考え方 (講義と討論) 

④：ブランド体系と戦略策定：（事例紹介と討論） 

⑤：持続的CSRによるブランドマネジメント戦略：（事例紹介と討論） 

⑥：ブランド価値創造と差別化マネジメント（飲料業界事例紹介と討議） 

⑦：ブランド戦略と事業戦略、コミュニケーション戦略への展開（クルマ業界事例紹介と討議） 

⑧：中間レビューとしてポイントの整理（講義と討論） 

⑨：地域（地産）ブランディング戦略（事例紹介と討議） 

⑩：日本伝統モノづくりブランド戦略（事例紹介と討議） 

⑪：地域・中小企業ブランドの戦略（事例紹介と討議） 

⑫：戦略広報を活用したブランディング（事例紹介と討議） 

⑬：小売・サービス事業のブランディング戦略（事例紹介と討議） 

⑭：CRM・高級ブランドの戦略（事例紹介と討議） 

⑮：総括（討論とまとめ） 

※事例のテーマ、ゲストについては院生リクエストに基づき変更する場合がある。 

 

 



＜講義外の課題＞ 

・レポート提出（全授業終了後） 

構想している事業(もしくは現在の業務や事業の更なる成長、という前提に基づいて)のブランド戦略についての考えを記

述する。記述にあたってはゲスト講師のケースを含む幾つかの事例を引用し説明を強化する。 

＜教科書・参考書＞ 

教科書の指定はしない。参考書として「戦略的ブランド・マネジメント」ケビン・レーン・ケラー著 東急エージェ

ンシー出版、等。その他授業テーマに即して紹介する。 

＜評価方法＞ 

授業への参加、貢献状況の60点満点とレポート40点満点による総合評価とし、60点以上を合格点とする。 

 

＜その他の重要事項＞ 

 

 

 

 



科目名 事業経営の基礎知識 担当教員 二之宮義泰 科目コード 312 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期 

キャンパス 東京／名古屋／大阪／福岡 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

事業を着想し、構想を描き、事業化、そして事業経営の流れにおいて、「策定した事業戦略を如何に確実に実行して事業

を成功させるか」これが課題である。米国がリードする形で種々の新規ビジネスが生まれてはいるものの、その多くが

戦略実行を出来ずに消滅している。  

そこで、授業では、事業経営の本質、基礎知識、実践的知識、組織実行力等を学ぶ。  

担当教授は、グローバル舞台で事業構想・事業構築・成長ドライブに長年従事してきた。その中から、事業経営知識を整

理し、経営実務に役立つエッセンスを共有する。  

加えて、優れた事業経営を実現しているゲスト講師を招き、コンセプト・事例・アウトカムについても学ぶ。 

 

＜到達目標＞ 

グローバル視点で経営実務を学ぶ事により、事業経営の基礎知識を身につけ、経営能力開発を目指す 

＜授業の進め方と方法＞ 

授業は、教授の講義とグループ討議、ゲスト講師による講義の構成で行われる。 

＜講義計画＞ 

第1回 ガイダンス（授業計画の説明、院生の希望確認） 

第2回 事業経営と私（講義）：担当教授の経営職歴を時系列的に追い、種々の事業経営を紹介する。 

第3回 事業経営と私（討議）：事業経営ケーススタディー 

第4回 事業経営とは（講義）：基本的な理論を実践的に紹介する 

第5回 事業経営とは（討議）院生との討議を通じ、理解を深める。 

第6回 多国籍企業の事業経営（講義）：実例を挙げ、グローバルスタンダードを紹介する。 

第7回 多国籍企業の事業経営（討議）：議論を通じ、事業展開に役立つエッセンスを学ぶ。 

第8回 事業経営の実践1（外部講師講義） 

第9回 事業経営の実践1（外部講師討議） 

第10回 事業経営の実践2（外部講師講義） 

第11回 事業経営の実践2（外部講師討議） 

第12回 事業経営の総括講義 

第13回 事業経営の総括講義・討議 

第14回 事業経営に関する院生発表 

第15回 事業経営に関する院生発表・まとめ 

 

＜教科書・参考書＞ 

各回のテーマに応じて紹介する 

＜評価方法＞ 

特に第２回、３回、４回、５回の講義は出席を必須とする。クラスへの参加・貢献・グループ討論70点とレポート乃至

は発表30点による総合評価を行う 

 

＜その他の重要事項＞ 

 



授業科目名 知識創造論 担当 一條和生 科目コード 313

配当年次 1 年次・2 年次 配当学期 前期 

開講キャンパス 東京／名古屋／大阪／福岡 単位数 2 単位 

授業科目の内容 

＜講義概要と目的＞ 

21 世紀の新しい経営理論としての知識創造経営の理論と実践について学ぶ 

＜到達目標＞ 

知識創造経営の基本に関する深い理解 

＜授業の進め方と方法＞ 

 インターラクティブな講義 

 ケースメソッド 

＜講義計画＞ 

第 1 回デジタル破壊の時代と知識創造 

 インターラクティブな導入講義 

第 2 回暗黙知と形式知 

 ケーススタディー「トヨタの戦略と欧州における計画 AYGO の発表」(IMD) 

第 3 回知識創造の SECI モデル 

 ビデオ・ケーススタディー「IDEO の製品開発」 

第 4 回知識創造の場 

 ビデオ・ケーススタディー「セブンイレブン」 

第 5 回デジタル時代の知識創造 

 ケーススタディー「リクルート データ活用による価値創造」(IMD) 

第 6 回知識創造企業 

 ビデオ・ケーススタディー「ホンダ」 

第 7 回知識創造のリーダーシップ（wise leader） 

 テキスト『井深大 人間の幸福を求めた創造と挑戦』(PHP 研究所) 

第 8 回プロジェクトプレゼンテーション 

 受講生が見つけた新しい知識創造企業の紹介 

＜講義外の課題＞ 

授業で学んだ知識を活かして、授業で紹介されていない「知識創企業」を発見して最終講義の日にプレ

ゼンテーションする 

 

 

 



＜教科書・参考書＞ 

IMD ケース 

 「トヨタの戦略と欧州における計画 AYGO の発表」 

 「リクルート データ活用による価値創造」 

テキスト 

 一條和生『井深大 人間の幸福を求めた創造と挑戦』(PHP 研究所) 

＜評価方法＞ 

授業における積極的な参加 60% 

プロジェクトプレゼンテーション 40% 

＜その他の重要事項＞ 

 

 



授業科目名 知識創造経営論 担当 一條和生 科目コード 314

配当年次 1 年次・2 年次 配当学期 後期 

開講キャンパス 東京／名古屋／大阪／福岡 単位数 2 単位 

授業科目の内容 

＜講義概要と目的＞ 

前期で学んだ知識創造経営を実践するナレッジマネジメントについて学ぶ（知識創造経営の応用編） 

＜到達目標＞ 

知識創造理論の応用、実践についての深い理解 

＜授業の進め方と方法＞ 

 インターラクティブな講義 

 ケースメソッド 

＜講義計画＞ 

第 1 回知識創造と企業変革 

 ケーススタディー「富士フィルム 第二の創業」(ハーバード) 

第 2 回知識創造と業界の変革 

 ケーススタディー「ウーバー 世界の移動手段を変革する」(ハーバード) 

第 3 回知識のスピーディーな活用 

 ケーススタディー「ZARA ファーストファッション」(ハーバード) 

第 4 回知識のグローバルな共有 

 ケーススタディー「ネスレの GLOBE プログラム(A)、(B、(C)」(IMD) 

第 5 回知識の保護と陳腐化した知識の破壊 

 ケーススタディー「イノベーションとリノベーション ネスプレッソ物語」(IMD) 

第 6 回知識創造を促進するカルチャーの構築 

 ケーススタディー「マッキンゼー 知識と学習の管理運営」(ハーバード) 

第 7 回ゲストスピーカーセッション 

 知識創造のリアルケースから学ぶ 

第 8 回プロジェクトプレゼンテーション 

 受講生が発見した知識創造のリーダーを紹介する 

＜講義外の課題＞ 

授業で学んだ知識を活かして、授業で紹介されていない「知識創企業」構築を目指すリーダーを発見し

て最終講義の日にプレゼンテーションする 

＜教科書・参考書＞ 

ハーバードケース 

 「富士フィルム 第二の創業 



 「ウーバー 世界の移動手段を変革する」 

 「ZARA ファーストファッション」 

 「マッキンゼー 知識と学習の管理運営」 

IMD ケース 

 「ネスレの GLOBE プログラム(A)、(B、(C))」 

 「イノベーションとリノベーション ネスプレッソ物語」 

テキスト 

 フォン・クロー、一條和生、野中郁次郎『ナレッジ・イネーブリング 知識創造起用への五つの実

践』(東洋経済新報社) 

＜評価方法＞ 

授業における積極的な参加 60% 

プロジェクトプレゼンテーション 40% 

 



授業科目名 知が創る未来ビジネス 担当 早川典重 科目コード 315 

配当年次 1 年次・2 年次 配当学期 前期・後期 

開講キャンパス 東京（前期）、名古屋（後期） 単位数 ２単位 

必修・選択の別 選択 授業の方法 講義、ｹｰｽｽﾀﾃﾞｨ、発表 

授業科目の内容 

＜講義概要と目的＞ 

現在社会では、なぜ、良いものを作っても利益が出なくなってしまったのでしょうか？なぜ、２０世紀

末に苦しんでいた米国経済は世界を牽引できるまで復活したのでしょうか？ 

21 世紀になり、経済の仕組は、構造的に大きく変化しました。導入部分では、世界における構造の変化、

日本の立ち位置を理解した上で、米国の復活、日本の凋落の背景や世界の潮流を学びます。 

21 世紀になって、フィジカル（もの）からデジタル（情報）への産業構造の変化があり、人が産み出す

知的財産が付加価値の源泉になります。米国と中国の貿易戦争は、貿易赤字の削減が本質的な問題では

なく、21 世紀型ビジネスの収益の源泉である知を巡る覇権争いです。知は、一体どんなビジネスを作り

出しているのでしょうか？知とは何か？知が創り出すビジネスの本質を考えます。 

続いて、経営における知財戦略とは何か？事業構想において知財戦略はなぜ必要なのか？をケースをベ

ースに討論をしながら理解を深めます。 

そして、企業や事業にとって最大の資産である知財の意味、最先端の経営としての知財戦略は何かを理

解し、みなさんが今考えている事業に知財という概念を入れたビジネスモデルに変えると如何にドラス

ティックに収益構造が変わるかを各自のケースを通して学んでいきます。 

 

 

＜到達目標＞ 

 21世紀型ビジネスとは、どのようなものか？を理解して、これからの社会や経済の本質を見極め

られる新たな独自の視点の習得を目指します。 

 自ら事業を構想する上で、Value Chain 全体を俯瞰し業界構造を理解した上で、知財戦略を入れる

ことで、高収益且つ継続型のビジネスモデル構築の基礎を習得します。 

 

 

＜授業の進め方と方法＞ 

 インターラクティブな形での講義とケーススタディにより、グローバルで変化している収益構

造、知財の本質並びに戦略の基礎理解を深めます。 

 業界の第一人者も参加した討議を通し、最先端の分析方法や知財戦略とは何かを認識します。 

 自らの事業に知財戦略という視点をあてはめて、ビジネスモデルを作り上げ、発表を通して新た

な視点や思考力並びに構想力を習得します。 

 

 

＜講義計画＞ 



第 1 回オリエンテーション 

第 2 回今、我々はどこにいるのか？（21 世紀における世界経済の構造的変化の検証） 

第 3 回米国の復活と日本の凋落、その根底にあるもの 

第 4 回イノベーションの本質・知財とは何か？ 

第 5 回知財戦略とは何か？ケース①タイトリスト（特許）ケース②岩塚製菓（know-how） 

知が創る未来ビジネス 

第 6 回ゲストスピーカー（通信会社知財戦略責任者） 

第 7回知財戦略とは何か？ケース③サンリオ（意匠）ケース 

第 8回ゲストスピーカー(Knowledge Basis Cloud Service CEO) 

第 9 回④コカコーラ・TWG（ブランド） 

第 10 回最先端の知財分析（知財分析で何ができるか？Finance・M&A・ドメインにおける知財戦略） 

第 11 回ゲストスピーカー（未来予測ベンチャーCEO） 

第 12 回知財戦略の応用：発表・討議 

第 13 回知財戦略の応用：発表・討議 

第 14 回知財戦略の応用：発表・討議 

第 15 回経営としての知財戦略 

*ゲストスピーカーとして、知財戦略における最先端の理論を繰り広げるリーダーの参加を予定。 

**ゲストスピーカーの予定によって、講義の順番・内容が変わることがあります。 

＜講義外の課題＞ 

 テーマ毎に、次回の授業までに考えてきてもらいたい課題が出ます。 

 講義後半では、知財戦略を使ったビジネスモデルを創って発表してもらいます。 

 

＜教科書・参考書＞ 

「インビジブルエッジ」、「ラグジュアリーブランド戦略」 

他にも講義毎に参考となる資料、図書を紹介します。 

 

＜評価方法＞ 

 授業への積極的な参加（考えること・意見をいうこと） 

 立案した事業構想並びに発表内容 

 上記を中心に総合的に判断します。 

 

＜その他の重要事項＞ 

 

 



科目名 事業構想特論з⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷⁷   当教 ⁷  本  316 ⁷⁷♪כ◖           ⁷⁷

配当年次 1年次・2年次 学期 夏期集中 

キャンパス 東京 単位数 １単位 

＜講義概要と目的＞ 

本講義は、構想した事業アイディアを「計画に基づき実践できる人材」輩出を眼目とする。戦後に構築され今日まで続い

てきた様々なシステムや諸制度が、いまビッグバンを迎えようとしている。とりわけ、ビジネス社会ではインターネッ

トを基点とする IT革命が起こり、情報だけでなく、ヒト・モノ・カネまでもがネットワークにつながり流動する世界的

ボーダレス化が進んでいることは明白だ。 

そうした中、かかる世の中を生き抜いてゆくために必要な「個の力」を当然に培わねばならないが、将来さらなるイノベ

ーションが求められるだろう日本社会では、もはや事業を「構想する力」だけでは足りない。つまり事業を「実践する

力」こそが真に必要な力であり、本講義を履修した院生に学んでもらいたい対象である。 

＜到達目標＞ 

さまざまな時事問題や個々の現象などから時代の変化と背景を理解し、今後の日本社会のあり方について考察すること

でトレンドに対するアンテナを張り「時代感覚」を磨く。その上で、自ら事業を構想し→提案し→実践できる力量的にも

精神的にも有用な人材になるべく「人間力（他人に働きかけるコミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、文章

表現力、パブリックマインド…等々）」を体得することが目標。 

＜授業の進め方と方法＞ 

何事においても「絶対的な知識」は重要であるという観点から、まず政治・経済・経営・文化・歴史・法制度などに数多

く言及し、これらから実際に役立つ知見を見いだす環境をつくる。それをベースにスピーチやディスカッションを重ね

ながら、各院生が自身の考える事業プランについて「説得力のある蓋然性」をプレゼン形式で発表する機会もつくる。

＜講義計画＞ 

２コマ連続（計３時間）を４回にわたって行なう。（以下、講義内容予定） 

【第１回】会社員と起業家／創業と上場の実際／事業を成長させるエンジン／リーダーの悩みと求められる資質…など

について学ぶ 

【第２回】国内や海外における「伸長する産業」と「斜陽する産業」の考察をとおして、事業構想を実践する要点につい

て学ぶ 

【第３回】実際に存在するいくつかの企業や業界を題材に検証し、当該事業の発展や存続のファクターについて学ぶ 

【第４回】事業構想を実践するにあたり、最終的に欠かせない「ビジョン」「人徳」「美学」について学ぶ 

＜講義外の課題＞ 

場合によっては、ゲスト経営者や講師を招いて講演してもらうことも検討する。 

＜教科書・参考書＞ 

『江副浩正』（馬場マコト･土屋 洋 共著：日経ＢＰ社） 

『「好き嫌い」と経営』『「好き嫌い」と才能』（楠木 建 著：東洋経済新報社） 

『掟破りの成功法則』（夏目幸明 著：PHP研究所 Kindle版） 

＜評価方法＞ 

成績は、①出席と討論への参加態度など「平常取り組み姿勢」を５割 ②発表・レポート提出物の内容など「講義内容の

理解レベルを計る成果」を５割として、総合的に勘案し評価する。 

＜その他の重要事項＞ 

私は大学卒業後、会社員を経て「株式会社マクロミル」というネットリサーチ会社を５人で起業した。その後４年目で東

証マザーズ、その１年後には東証一部へ自社を上場させた経験を持っている。現在、マクロミルは顧客 9,000 社、従業

員1,900名、時価総額1,200億円、世界13か国34拠点を展開する企業へと大きく変貌を遂げた。職業的経営者として

は「創業オーナー」「上場企業社長」「雇われ経営者」というバリエーションも踏んでいる。実際に事業を立ち上げるとい

う行為にはどんな苦労や喜びが伴うのか？ 会社の業態や規模が変化し成長する過程でどんな問題や現象が発生するの

か？ などを肉声で伝えながら、上記の目標を希求するカルチャーを濃く保って講義したい。 

したがって、履修する院生にはもれなく「真剣な向上心」を求める。 



科目名 事業構想特論Ⅱ 担当教員 中島好美 科目コード 317 

配当年次 1年次・2年次 学期 集中 

キャンパス 東京・名古屋・大阪・福岡 単位数 1単位 

＜講義概要と目的＞ 

事業構想の実現に向け、 顧客の心をつかみ 行動をおこさせるためには マーケティングの発想力と実行力が必要です。 

目まぐるしく変化する外部環境を理解し未来を想像する力を 講義とケースを使って 実践的に かつ 体系だてて 集中

的に学びます。 

＜到達目標＞ 

集中講義、討議を通じて、マーケティングの基礎を理解した上で、実践的な発想力を高めます。最新のトピックスや事例

を研究し、自身の事業計画をマーケティング的発送で評価し新しい提案や実践ができるようになることを目標とします。

＜授業の進め方と方法＞ 

講義では、基本的なマーケティング用語、プロセス、用法など解説します。実践としてケーススタディと討論に力を入

れ、事例をもとに院生、ゲストスピーカーを交え討論と発表を行います。ゲストスピーカーには、現在活躍中の経営者、

マーケッターなどを招き、発想力に触発される機会をつくります。 

＜講義計画＞ 

夏期集中授業にて4回で実施します。 

    

第1回：9/18(水) 18:30-21:40 

1)ガイダンス  

マーケティング入門－マーケティングの変遷、マーケティング活動のプロセス 

2) マーケティングの基礎－ セグメンテーション、マーケティングミクス    

演習 

第2回：9/21(土) 12:30-15:40  

3)ゲストスピーカーセッション 

4)消費者行動、心理、市場調査の基礎 ポジショニング 

第3回：9/25(水) 18:30-21:40 

5) ブランド、企業理念、ブランド戦略   

6)顧客志向、顧客エンゲージメント 演習 

第4回：9/28(土) 12:30-15:40 

7) ゲストスピーカー 

8) デジタルと マーケティング 

まとめ 

＜講義外の課題＞ 

 

＜教科書・参考書＞ 

特に指定なし。講義進捗に合わせて紹介。 

＜評価方法＞ 

参加、発表などの平常点５０点。レポート作成提出で５０点。 

 

＜その他の重要事項＞ 

 

 



科目名 事業構想特論Ⅲ 

(データ活用による事業構想) 

担当教員 丹野 清美 科目コード 318

配当年次 1年次・2年次 学期 夏期集中 

キャンパス 東京／名古屋／大阪／福岡 単位数 １単位 

＜講義概要と目的＞ 

現在、あらゆる領域でデジタルソリューションによる変革が進み、生み出された大量のデータがインターネットを通じ

て世界中で駆け巡り、革新的サービスや製品が生まれている。 

我が国では第5期科学技術基本計画でSociety5.0という概念が打ち出され、推進されている。経団連では最重要課題と

して、Society5.0 による SDGs（持続可能な開発目標）達成への貢献を主張している。今後想定される経済社会は、地

域、年齢、性別、言語による格差なく、多様なニーズ、潜在的なニーズにきめ細かに対応したモノやサービスを提供する

ことである。経済的発展と社会的課題の解決を両立し、人々が快適で活力に満ちた質の高い生活を送ることのできる、

人間中心の社会と想定されている。すなわち、現代のグローバルリーダーには、データに基づいた課題解決力の高度化

が必要とされている。 

本講座は、具体的な事例を通して実践的な議論を行い、事業構想を行う上で必要なデータに基づく課題解決、新しい価

値の創出を理解することを目的とする。 

＜到達目標＞ 

データから顧客の価値やニーズを導き出し、顧客満足の向上や広告の効果的な展開に活かす、有用なビジネス戦略に導

くために、データ利活用事例により基本的知識を理解し、自身の実務への活用可能性を判断する能力を身につける。 

＜授業の進め方と方法＞ 

前半は講義による事例紹介、後半は授業参加者による討議を行い、双方向で意見交換しながら理解を進める。 

また毎講義、前回の振り返りを冒頭行うことで、繰り返しによる思考力（センス）の醸成も目指す。 

＜講義計画＞ 

初歩的なデータの利活用についての知見を深め、その知見を実務に役立たせることができるか講義や討論から判断する。

第１回（第１、２講）①ガイダンス：講義の概要（データ利活用ビジネス戦略について＆課題解決の方法とは） 

                      購買履歴データ活用事例（消費行動を知り、レコメンデーション） 

                    ②討論（購買履歴データの自身の実務への活用可能性等） 

第２回（第３、４講）①オープンデータ活用事例（産業構造・人口動態を知り、利活用） 

                    ②討論（オープンデータの自身の実務への活用可能性等） 

第３回（第５、６講）①顧客満足度データ（顧客の価値の抽出とカスタマイズへの応用）＆自身で行うアンケート方法

                    ②討論（顧客満足度データの自身の実務への活用可能性等） 

第４回（第７、８講）①総括（各データの総括および融合や応用の可能性、その他のデータの紹介） 

                    ②討論（自身の実務へのデータ利活用の提案） 

＜講義外の課題＞ 

集中講義のため、講義外の課題はない。 

＜教科書・参考書＞ 

教科書は使わず、レジュメを配布する。 

その他、テーマに応じた推薦書籍は適宜紹介していく。 

＜評価方法＞ 

出席/討論参加点(講義・積極的発言及びコミュニケーション力) 70%と最終レポート30% 

＜その他の重要事項＞ 

講義スケジュールは、受講生のバックグラウンドや人数により調整が加わる可能性がある。 



科目名 事業構想特論Ⅳ 

（企業成長とイノベーション） 

担当教員 松江英夫 科目コード 319 

配当年次 1年次・2年次 学期 春季集中 

キャンパス 東京 単位数 １単位 

＜講義概要と目的＞ 

持続的成長は企業にとって永遠のテーマである。一方で、昨今の不確実な時代において企業が持続的に成長してゆく

ことは難易度が高まっていることも事実である。グローバル化、デジタル化、ソーシャル化というマーケットの不確実

性を生み出す３つの潮流を背景にしながら、いかにして日本の企業は成長を果たしてゆくべきか。そこにおいては、長

期的な視座でありたい姿を描く構想力とともに企業のよって立つ強みを再定義して勝ち筋を見出してゆく戦略的な思考

が求められる。と同時に、戦略を実践して持続的成長するためには組織は自己変革をし続けなければならない。構想力、

戦略思考、組織変革力が伴ってこそ、企業は持続的に成長を遂げることができるのである。 

本講義では、本講義ではその問いを解くうえで、成長戦略策定におけるアプローチやイノベーションの捉え方、また

持続的成長のための組織変革のフレームワークや方法論など、企業成長をしてゆく上での経営戦略及び組織変革論の観

点から実務的課題と処方箋を明らかにする。とりわけイノベーションは、事業構想のビジネスモデルを描くうえで、ま

た組織を成長させるうえで必要不可欠なアジェンダである。デジタル化時代のビジネスモデルは、社会課題解決を念頭

に、自社のみならず異業種やベンチャー企業と大企業とのM＆A や提携などを通してエコシステムをいかに構築してゆ

くか、そして新たな価値をいかに生み出してゆくか広い構想力が問われている。また、それを企業として実践してゆく

うえで、イノベーションを常に興し続ける組織力が求められる。本講義においては、イノベーションを概念論に留まら

ず、より具体的な組織論に落とし込むアプローチを、担当教員が生み出したオリジナルな自己変革の方法論（「3つの連

鎖」）に基づき、多くの変革現場と経営者との対話から得られた知見から解き明かす。これらを通して、自らの事業構想

における成長戦略やビジネスモデル及び組織論における構想力及び実践力を高めることを本講義の目的とする。 

＜到達目標＞ 

成長戦略やイノベーション、自己変革できる組織に関する変革の方法論（フレームワークや着眼点と解決アイデア）を

学び、実践的なノウハウとして将来的に駆使できるための基礎を築くこと。 

＜授業の進め方と方法＞ 

講義、対話型セッション、グループ討議、事例研究（ケース）等の多面的方法と取り入れる。 

一連の講義を通して、成長やイノベーションに関するフレームワーク等の考え方や、経営実務や事例に基づく実践的な

知見などを得ることとともに、最終講義においては、受講生が描く自らの事業構想を題材に具体的アイデアに関するデ

ィスカッション及び担当教員による個別アドバイスを通して、成長やイノベーションの観点から各自の事業構想をより

高度なものに磨き上げる思考力を身に着けることをゴールに想定している。 

 

＜講義計画＞ 

第１回 成長戦略とイノベーションの捉え方 

第2回 成長に向けた組織変革論・・・自己変革の「３つの連鎖」 

第3回 イノベーションを興し続ける組織とは何か 

第4回 事業構想における成長とイノベーション 

＜講義外の課題＞ 

該当なし 

 

＜教科書・参考書＞ 

・「自己変革の経営戦略～成長を持続させる３つの連鎖」（松江英夫：ダイヤモンド社 2015年） 

・「不確実な時代に強みの再定義」（プレジデントオンライン） 



https://president.jp/articles/-/27781 

・「持続的成長への挑戦」（ダイヤモンドオンライン） 

http://diamond.jp/category/s-matsuehideo 

・「長寿企業の秘訣」（ダイヤモンドオンライン） 

http://diamond.jp/articles/-/91607 

 

＜評価方法＞ 

講義への参加度（出席、グループ討議への参加、クラス全体への貢献度）50 点とプレゼンテーション・レポート 50 点

の綜合評価で60点以上を合格とする。 

＜その他の重要事項＞ 

 

 

 

 



科目名 プレゼン演習Ⅰ・Ⅲ（1年次発表会） 担当教員 谷野豊（全教員） 科目コード 330,332

配当年次 １年次、２年次 学期 通年 

キャンパス ４キャンパス合同 単位数 １単位 

＜講義概要と目的＞ 

事業構想の進捗を各自発表し、アイデアや構想についての評価、助言、意見を教員及び院生から受けて、今後の構想計画に生

かすことや、全院生に対してフィードバックシートに記載することで事業構想家としてのスキルを磨くことを目的としてい

る。 

＜到達目標＞ 

事業構想を実現する為に必要なスキルを身につける。理想は、自身と全く違った分野の事業についても事業構想計画を組み立

てる事が出来る様になる事を目指してもらいたい。 

＜授業の進め方と方法＞ 

自身の事業構想を持ち時間内で発表し、教員や院生全員による質疑応答を行う。また、発表者全員の構想計画のプレゼ

ンテーションを聞いて、より良い構想計画にする為のコメントや質問をフィードバックシートに記入する。 

＜講義計画＞ 

９月７〜８日、３月７日に東京、名古屋、大阪、福岡の４拠点で発表、質疑応答を行う。 

※詳細は、別途連絡をします。 

＜講義外の課題＞ 

決められた時間内に「取り組みたい社会課題」「自身の経営資源」「考えている事業構想」を分かりやすく伝える為のプ

レゼン資料を作成し、当日も時間内に発表を終える練習をすること。また、終了時の参加者からのアドバイスをもとに、

独自にフィールドリサーチ、業界分析、資料収集を行い自身の事業構想の役にたてること。 

＜教科書・参考書＞ 

なし 

＜評価方法＞ 

１年次：事業構想発表（３０点）、プレゼン資料の分かりやすさ・見やすさ（４０点）、他の院生に対してのフィードバ

ック内容（３０点）で評価します。 

２年次：発表に対してのフィードバック内容（１００点） 

＜その他の重要事項＞ 

１、２年次を問わず、自身の構想計画を作り上げるための重要な時間となるので、特別な事情を除き必ず履修すること。

 



科目名 プレゼン演習Ⅱ・Ⅳ（2年次発表会） 担当教員 谷野豊（全教員） 科目コード 331,333

配当年次 １年次、２年次 学期 通年 

キャンパス ４キャンパス合同 単位数 １単位 

＜講義概要と目的＞ 

①発表院生の事業構想研究の進展を教員、院生とともに確認する。②構想計画指導教員のみならず、幅広い範囲の教員に対し、

研究内容およびその進展を報告し、フィードバックを得ることにより、院生のより良い事業構想研究に繋げる。③発表院生と

他の院生との間の情報共有、議論を通して、院生のより良い事業構想研究につなげる。④全院生に対してフィードバックシー

トに記載することで事業構想家としてのスキルを磨くことを目的としている。 

＜到達目標＞ 

事業構想計画を作り上げる為に必要な事業構想を考え、必要なスキルをみにつける。 

＜授業の進め方と方法＞ 

自身の事業構想の研究発表を持ち時間内で行い、教員や院生全員による質疑応答を行う。また、発表者全員の構想計画

のプレゼンテーションを聞いて、より良い構想計画にする為のコメントや質問をフィードバックシートに記入する。 

＜講義計画＞ 

中間発表会：８月２４〜２５日、中間審査会：１１月２３〜２４日、１２月１日：東京、名古屋、大阪、福岡の４拠点

で発表、質疑応答を行う。 

※詳細は、別途連絡をします。 

＜講義外の課題＞ 

決められた時間内に「取り組みたい社会課題」「自身の経営資源」「考えている事業構想」を分かりやすく伝える為のプ

レゼン資料を作成し、当日も時間内に発表をまとめるように練習をする。また参加者からのアドバイスに対して、独自

にフィールドリサーチ、業界分析、資料収集を行い自身の事業構想の役に立てる。 

＜教科書・参考書＞ 

なし 

＜評価方法＞ 

２年次：事業構想発表（３０点）、プレゼン資料の分かりやすさ・見やすさ（４０点）、他の院生に対してのフィードバ

ック内容（３０点）で評価します。 

１年次：他の院生に対してのフィードバック内容（１００点）で評価します。 

＜その他の重要事項＞ 

１年次、２年次問わず、自身の構想計画を作り上げるための重要な時間となるので、特別な事情がない限り必ず履修す

ること。 

 
 



科目名 事業構想基礎演習（1年次ゼミ） 担当教員 谷野豊/岸波宗洋 科目コード 401 

配当年次 １年次 学期 後期 

キャンパス 東京 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

事業構想の基本的な考え方を学び、構想計画を出来るだけ多く（最低１人３構想）考え、２年時の事業構想計画書の完

成に必要なノウハウを身につける。 

【担当教員専門分野】 

谷野豊：東京大学でPhD（工学）取得。ポリフェノールによる、がん抑制の研究や、がん促進の可能性がある体内物質

（酸化ジアシルグリセロール）の定量法の確立など生命反応化学の専門家。現在、その経験を生かし企業の取締役とし

て経営に携わりながら、医師・歯科医師・薬剤師などの医療従事者に対しての栄養アプローチやアンチエンジング・予

防医療の推進など教育や、ナショナルチームやトップアスリートなどスポーツ選手の栄養指導等も行っている。 

岸波宗洋：経営コンサルティング実務を前提とした実務家教員として、大手通信会社、大手電力会社、大手エネルギー

会社等、ライフラインを中心に新規事業開発、事業成長戦略、市場・顧客開発、グローバル事業開発などを行っている。

特に本講義においては、事業構想サイクルの習得を前提に、存在次元、事業次元、収益次元のノウハウドゥハウ獲得を

促し、自立的構想策定を支援する。  

＜到達目標＞ 

事業構想を考える為に必要な基本的なスキルを身につける。 

＜授業の進め方と方法＞ 

事業構想の研究発表をしてもらい、参加者全員によるディスカッションを踏まえ多角的思考を身につけてもらう。 

＜講義計画＞ 

初回はガイダンスとして１コマ、以降は２コマとする。 

第1回 履修者の取り組みたい社会課題と自身の経営資源の確認 

第２、３回 事業構想計画のグループ検討１ 

第４、５回 事業構想計画のグループ検討２ 

第６、７回 事業構想計画のグループ検討３ 

第８、９回 事業構想計画のグループ検討４ 

第１０，１１回 １年時発表会に向けての論点整理１ 

第１２、１３回 １年時発表会に向けての論点整理２ 

第１４、１５回 １年時発表会に向けての論点整理３ 

＜講義外の課題＞ 

第２回〜第９回は、チームに分かれて出されたテーマに対して構想を考えてもらいますので、チーム毎に集まって構想

を考え、ディスカッションをする時間を取ってもらいます。第１０回〜第１５回はグループで考えた構想の進め方を応

用して自分自身の構想を考えるために、種となる社会課題と自分自身の経営資源をまとめて発表してもらいます。また

発表の後に、参加者からのアドバイスがあるので、独自にフィールドリサーチ、業界分析、資料収集を行い次回の準備

を行ってください。 



 

＜教科書・参考書＞ 

それぞれの事業構想にあわせた参考図書を紹介します。 

＜評価方法＞ 

授業中の構想計画発表（７０点）、他の参加者へのコメント・アドバイス（３０点）で評価します。 

＜その他の重要事項＞ 

本演習は修了要件の事業構想計画演習の基礎を身につける為の科目のため、担当教員と事務連絡等がスムーズにできる

ことが望ましい。 

 



科目名 事業構想基礎演習（１年次ゼミ） 担当教員 根来秀行/田浦俊春 科目コード 402 

配当年次 １年次 学期 後期 

キャンパス 東京 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

医学全般において、その進歩は日々目覚ましいものがある。医学全般に関する理解のみならず、新しい医療福祉制度の可能性

に対する理解を深め、時代に即したメディカルビジネス分野の事業を推進する力をつけることを主な目的とする。ゼミ内では、

各自の専門領域を加味しつつ、今日的なテーマ設定による演習を行う。実現可能な医学・医療制度領域での事業構想を計画・

実践することを目標とし、院生の医学・医療制度に対する基礎力を向上させる。院生の研究テーマと課題、関心領域に対応す

る形で、院生の主体的な参加によって演習を進めていく。 

 

＜到達目標＞ 

実際の現代社会において、健康・医療領域でプロジェクトを計画し実践するスキルを身につける。 

＜授業の進め方と方法＞ 

院生のバックグラウンドをもとに、医学全般・メディカルビジネス・少子高齢化社会・医療制度に対する考え方、アプローチ

法などの発表を行い、全員参加型の討論とコメントにより、新たな着眼点から事業構想をまとめる。これらを通して、院生に

よるテーマ設定、テーマへのアプローチに磨きをかけ、斬新かつ実現可能な事業構想を練り上げる。 

 

＜講義計画＞ 

① ガイダンス（授業計画の説明と議論） 

② 各自の個別テーマと事業構想、調査計画などの確認 

③ 演習（院生による事業構想の発表と全員参加の討議） 

④ 演習（院生による事業構想の発表と全員参加の討議） 

⑤ 演習（院生による事業構想の発表と全員参加の討議） 

⑥ 演習（院生による事業構想の発表と全員参加の討議） 

⑦ 演習（院生による事業構想の発表と全員参加の討議） 

⑧ 演習（院生による事業構想の発表と全員参加の討議） 

⑨ 演習（院生による事業構想の発表と全員参加の討議） 

⑩ 演習（院生による事業構想の発表と全員参加の討議） 

⑪ 演習（院生による事業構想の発表と全員参加の討議） 

⑫ 演習（院生による事業構想の発表と全員参加の討議） 

⑬ 演習（院生による事業構想の発表と全員参加の討議） 

⑭ 演習（院生による事業構想の発表と全員参加の討議） 

⑮ 総括 

＜講義外の課題＞ 

事業構想計画を組み立てるにあたって、適宜、必要な調査分析活動アドバイスを行う。 

 

＜教科書・参考書＞ 

それぞれの事業構想にあわせた参考図書を紹介します。 

＜評価方法＞ 

ゼミ内発表（発表、討論への参加状況）８０点とレポート２０点による総合評価とする。 

 



科目名 事業構想計画演習（谷野ゼミ） 担当教員 谷野 豊 科目コード 501 

配当年次 2年次 学期 通年 

キャンパス 東京 単位数 ２・２単位（計４単位） 

＜講義概要と目的＞ 

① 社会課題と自身の経営資源を活かした事業構想を教員、院生からもらうフィードバックを元に作りあげていく。最

終的な目標は、読んだ人に感動を与え、実現可能な事業構想計画書の完成。 

② 担当教員専門分野：東京大学でPhD（工学）取得。ポリフェノールによる、がん抑制の研究や、がん促進の可能性

がある体内物質（酸化ジアシルグリセロール）の定量法の確立など生命反応化学の専門家。現在、その経験を生か

し企業の取締役として経営に携わりながら、医師・歯科医師・薬剤師などの医療従事者に対しての栄養アプローチ

やアンチエンジング・予防医療の推進など教育や、ナショナルチームやトップアスリートなどスポーツ選手の栄養

指導等も行っている。 

＜到達目標＞ 

事業構想を実現する為に必要な考えを身につける。理想は、様々な分野について事業構想が出来る事を目指す。 

＜授業の進め方と方法＞ 

自分自身の事業構想を発表し、教員やゼミ参加者によるディスカッションを踏まえ多角的思考を身につける。また、読

む人が感動する事業構想計画書を作成し、構想を聞いた人が応援したくなるプレゼン力を身につける。 

＜講義計画＞ 

各学期の初回はガイダンスとして１コマ、以降は２コマとする。 

《前期》 

第1回 履修者の取り組みたい社会課題と自身の経営資源の確認 

第２、３回 事業構想計画の検討１ 

第４、５回 事業構想計画の検討２ 

第６、７回 事業構想計画の検討３ 

第８、９回 事業構想計画の検討４ 

第１０，１１回 中間発表会に向けての論点整理１ 

第１２、１３回 中間発表会に向けての論点整理２ 

第１４、１５回 中間発表会に向けての論点整理３ 

《後期》 

第１６回 中間発表会での構想計画の課題と今後の研究の確認 

第１７、１８回 課題の分析および事業構想計画書執筆内容の確認１ 

第１９、２０回 課題の分析および事業構想計画書執筆内容の確認２ 

第２１、２２回 課題の分析および事業構想計画書執筆内容の確認３ 

第２３、２４回 最終審査会に向けての論点整理１ 

第２５、２６回 最終審査会に向けての論点整理２ 



第２７、２８回 最終審査会に向けての論点整理３ 

第２９、３０回 最終審査会に向けての論点整理４ 

＜講義外の課題＞ 

第１回講義前に１年時発表会でのフィードバックを踏まえ、事業構想計画書（案）を準備してもらいます。また、各演

習終了時に参加者からのアドバイスがあるので、独自にフィールドリサーチ、業界分析、資料収集を行い次回の演習に

向けた準備を行う事。 

＜教科書・参考書＞ 

それぞれの事業構想にあわせた参考図書を紹介します。 

＜評価方法＞ 

事業構想計画書（４０点）構想計画の発表（３０点）、他の演習参加者へのコメント・アドバイス（３０点）で評価しま

す。 

＜その他の重要事項＞ 

特に、事業構想計画書を提出する前や、各発表・審査会前等に時間外の指導することがある。特に、本演習は修了要件

になる科目のため、担当教員と事務連絡等がスムーズにできることが望ましい。 

 



科目名 事業構想計画演習（竹安ゼミ） 担当教員 竹安 聡 科目コード 502 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期／後期／通年 

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

本演習では、院生の事業構想における着想の背景や事業ビジョン、果たすべき役割などを、教員や外部講師の 

体験を通じたケーススタディや、院生個々人に寄り添った、教員との深いコミュニケーションにより体得し、 

より現実的な事業構想の実現につなげていく。 

事業構想においては、実際の現場で必要となるスキルや知恵、行動様式などの「実践知」が必要となるが、 

存在次元（経営理念、想いと行動力、理念共有）、事業次元（ビジネスモデル化、課題解決手法、ニーズ把握、 

CS経営）、収益次元（事業計画、収支管理、生産性向上）の3つの次元でとらえ、学んでいく。 

教員や外部講師の事業経験を題材としたケーススタディに加え、事業のベースとなる経営理念の重要性や、 

事業活動を通じたブランド価値の向上などについても、実際的な事例を交えながら紹介し、ディスカッションを 

通じて事業構想への理解を深めることを目的とする。 

＜到達目標＞ 

暗黙知を形式知化することにより蓄積された「実践知」を織り交ぜ、多面的視点から熟慮された、 

実現性の高い、個人の事業構想計画書をまとめ上げる。 

＜授業の進め方と方法＞ 

 院生による構想発表とディスカッション、および教員や外部講師の経験的知見によるケーススタディを織り交ぜ、 

双方向コミュニケーションを重視し、実践を見据えた演習とする。 

＜講義計画＞ 

 個人の事業構想発表と双方向のディスカッションを基本に進めるが、適宜、構想の一助となる講義や 

ケーススタディ、外部講師講演などを織り交ぜていく。 

 

第1回 ①オリエンテーション（前期演習計画の説明） 

第2回 ②個人事業構想計画の発表、③個人事業構想計画の発表 

第3回 ④ケーススタディ（店舗ソリューション事業）、⑤個人事業構想計画の発表と双方向ディスカッション 

第4回 ⑥講義「ディシジョン・メーキング」、⑦個人事業構想計画の発表と双方向ディスカッション 

第5回 ⑧外部講師講演（企業の経営幹部や、各種団体の代表者等）、⑨外部講師を交えた双方向ディスカッション  

第6回 ⑩講義「経営理念」、⑪個人事業構想計画の発表と双方向ディスカッション 

第7回 ⑫⑬個人事業構想計画の発表と双方向ディスカッション 

第8回 ⑭⑮中間審査会に向けた確認と双方向ディスカッション 

＜講義外の課題＞ 

講義テーマや自らの事業構想に即した関連書籍等での自学自習を推奨する。 

＜教科書・参考書＞ 

 ケーススタディを題材にしたオリジナルテキストを使用する。 

＜評価方法＞ 

 演習への主体的参加状況と事業構想計画のアウトプットによる総合評価とする。 

＜その他の重要事項＞ 

一部の講義を夏季補講期間に行う場合がある。 



科目名 事業構想計画演習（竹安ゼミ） 担当教員 竹安 聡 科目コード 502 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期／後期／通年 

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

本演習では、院生の事業構想における着想の背景や事業ビジョン、果たすべき役割などを、教員や外部講師の 

体験を通じたケーススタディや、院生個々人に寄り添った、教員との深いコミュニケーションにより体得し、 

より現実的な事業構想の実現につなげていく。 

事業構想においては、実際の現場で必要となるスキルや知恵、行動様式などの「実践知」が必要となるが、 

存在次元（経営理念、想いと行動力、理念共有）、事業次元（ビジネスモデル化、課題解決手法、ニーズ把握、 

CS経営）、収益次元（事業計画、収支管理、生産性向上）の3つの次元でとらえ、学んでいく。 

教員や外部講師の事業経験を題材としたケーススタディに加え、事業のベースとなる経営理念の重要性や、 

事業活動を通じたブランド価値の向上などについても、実際的な事例を交えながら紹介し、ディスカッションを 

通じて事業構想への理解を深めることを目的とする。 

＜到達目標＞ 

暗黙知を形式知化することにより蓄積された「実践知」を織り交ぜ、多面的視点から熟慮された、 

実現性の高い、個人の事業構想計画書をまとめ上げる。 

＜授業の進め方と方法＞ 

 院生による構想発表とディスカッション、および教員や外部講師の経験的知見によるケーススタディを織り交ぜ、 

双方向コミュニケーションを重視し、実践を見据えた演習とする。 

＜講義計画＞ 

 個人の事業構想発表と双方向のディスカッションを基本に進めるが、適宜、構想の一助となる講義や 

ケーススタディ、外部講師講演などを織り交ぜていく。 

 

第1回 ①オリエンテーション（後期演習計画の説明） 

第2回 ②個人事業構想計画の発表、③個人事業構想計画の発表 

第3回 ④ケーススタディ（中国内装事業）、⑤個人事業構想計画の発表と双方向ディスカッション 

第4回 ⑥ケーススタディ「変革を生み出すブランド戦略」、⑦個人事業構想計画の発表と双方向ディスカッション 

第5回 ⑧外部講師講演（企業の経営幹部や、各種団体の代表者等）、⑨外部講師を交えた双方向ディスカッション  

第6回 ⑩⑪個人事業構想計画の発表と双方向ディスカッション 

第7回 ⑫⑬個人事業構想計画の発表と双方向ディスカッション 

第8回 ⑭⑮最終審査会に向けた確認と双方向ディスカッション 

＜講義外の課題＞ 

講義テーマや自らの事業構想に即した関連書籍等での自学自習を推奨する。 

 

＜教科書・参考書＞ 

 ケーススタディを題材にしたオリジナルテキストを使用する。 

 

＜評価方法＞ 

 演習への主体的参加状況と事業構想計画のアウトプットによる総合評価とする。 

＜その他の重要事項＞ 

一部の講義を冬季補講期間に行う場合がある。 



科目名 事業構想計画演習（田浦ゼミ） 担当教員 田浦俊春 科目コード 503 

配当年次 2年次 学期 前期・後期 

キャンパス 東京 単位数 2・2単位 

＜講義概要と目的＞ 

ゼミの主たる目的は，具体的に事業構想を立案することにある．そのため，はじめに，アイデアの内容について検討す

る．すでに，ある程度のイメージがあるならば，そのオリジナリティを確認する．まだであれば，「感動する心」や「気

づく心」に立ち戻り，加えて，講義で議論したようなアイデア生成の手法を用いてアイデア生成を試みる．続いて，その

アイデアの実行可能性を評価するとともに，事業として成立させるための検討を行う． 

一方で，事業構想のための「思考力」を醸成することを目的に，いくつかのテーマに関して自由討議を行う．テーマにつ

いては，教員からも提案するが，院生からの提案も歓迎する． 

 

＜到達目標＞ 

事業構想のための思考力を醸成し，事業構想書を作成する． 

＜授業の進め方と方法＞ 

事業構想書については，院生からの報告や相談をもとに，進める． 

テーマ討議については，教員ないし院生からの問題提起をもとに，討論形式で行う． 

 

＜講義計画＞ 

２コマを一つのまとまりとして進める． 

１コマ目では，事業構想書の進捗について検討し，２コマ目では「思考力」に関するテーマ討議を行う．討議するテーマ

としては，例えば下記が考えられるが，これに限るものではない． 

・ 問題解決思考は万能か？ 

・ 直感力についてどう思うか？ 

・効率的思考の限界 

・目的のない行動の重要性 

・見えないところに本質がある 

・良いプロダクトとは何か？ 

・優れた事業構想の背後には優れた思想がある 

・現状の延長線上にないものはどうやって考える？ 

・試行錯誤の重要性 

＜講義外の課題＞ 

各自から事業構想に関連する調査及び発表をしていただきます．加えて，テーマ討議について，テーマの提案および調

査，更には議論への積極的に参加を期待します． 

＜教科書・参考書＞ 

参考書：田浦俊春「質的イノベーション時代の思考力—科学技術と社会をつなぐデザインとは—」勁草書房(2018) 

参考書：田浦俊春「創造デザイン工学」東京大学出版会(2014) 

＜評価方法＞ 

ゼミの中での発表の内容および姿勢等から総合的に判断します． 

 

＜その他の重要事項＞ 

 

 



科目名 事業構想計画演習（岸波ゼミ） 担当教員 岸波 宗洋 科目コード 504 

配当年次 2年次 学期 通年 

キャンパス 東京 単位数 ２・２単位 

＜講義概要と目的＞ 

 まず、本ゼミの目的として、本大学院の修了要件となる事業構想計画書の精緻な作成を促すとともに、現実の事業と

してスムーズに事業導入・運営が行えるよう、精緻な事業設計、資源策定、収支シミュレーション等リアルビジネスを構

想計画書として重要視する。 

 

 本ゼミの前提要件は、以下の通りである。 

１）この大学院の本旨と同様、「社会に対して大いなる影響を与える事業構想家を育成する」ために必要なカリキュラム

を集約的に扱い、講義において提供する。 

２）本ゼミ教員はコンサルタントに由来した実務家教員であり、受講者に対して事業をブラッシュアップするための個

別コンサルティングを行う。 

３）「経営学＝実学」という思想に基づき、事業構想計画後、事業ローンチの実践的な支援（ビジネスマッチングや市場

開発等）について補完的に取り扱う。 

 

前期では、前年度の講義「事業構想計画」のプロセスを踏襲しつつ、各受講者の事業構想検討発表会を毎回行う。ま

ず、各受講者の存在次元の発見と確認に主眼を置き、構想としての発露、軸（ストーリー）、オーナーシップ、社会資源

化などの前提を構築する。また、ビジネスアイデアを固定せず、様々な視点、価値等による革新性・社会優位性の高い構

想案を作るための発表とレビューを繰り返す。そして、構想案について計画性を担保するための取り組みへ移行。社会

還元思考マップの検討とともに基本モデルの策定、存在次元、事業次元、収益次元の精緻化を行う。 

後期では、フィールドリサーチの実施、結果のフィードバックと構想案修正、事業構想計画書としてのアジェンダに

基づく存在次元、事業次元、収益次元の詳細定義、事業構想計画書策定を行う。そして、経営資源を最大化し成功を担保

するためのステークホルダーやパートナーへのコミュニケーション、マーケティングプランの策定、投資計画、集大成

として事業ローンチ準備まで網羅していく。 

  

 また、各講義毎に講義２コマ分を１セットとし、以下のコンテンツを想定する。 

(1)１コマ目～ゼミ受講者からの発表とレビュー（必要に応じてテーマ設定し講義を実施） 

(2)２コマ目～ゼミ受講者からの発表とレビュー 

 

＜到達目標＞ 

1 年間のゼミにおける構想の積み上げを行い、構想ローンチの前段階に至るまでのプロセスとファクトを獲得し、現実

解・理想解としての高精度な事業構想計画書の策定・作成を行う。また、事業ローンチに際する諸課題を洗い出しその対

応を検討・準備する。 

＜授業の進め方と方法＞ 

 座学、グループワーク、討論と発表、ゲスト講師による示唆等の方法を用い、各課題や論点について共有、検討をして

いく。 

 

＜講義計画＞ 

～前期(15コマ)～ 

・オリエンテーション（授業計画とセルフプレゼンテーション） 

・存在次元の発見、確認、ブラッシュアップ（ライフヒストリの小説化、イメージ化等） 

・社会還元思考に基づく各構想段階の定義 

 ＞Human Innovation（資源を最大化する基本モデル） 

 ＞Business Innovation（基本モデルの持続的成長を担保する拡張モデル） 



 ＞Social Innovation（構想のゴール、理想モデル） 

・事業構想サイクルに基づくフレームワーク～「発着想」 

＞人間/ビジネス/社会洞察に基づくアイデア創出 

＞反学問的精神に基づくアイデア創出 

＞異分野コミュニケーションに基づくアイデア創出 

＞目的と手段の1000本ノック 

・事業構想サイクルに基づくフレームワーク～「構想案」 

 ＞存在次元、事業次元、収益次元のアウトライン 

 ＞クリティカルな課題の抽出 

 

～後期（15コマ）～ 

・フィールドリサーチ 

 ＞ペーパープロトタイピング 

 ＞クリティカルな課題のエビデンスを得る 

 ＞事業を評価する 

 ＞理想モデルと基本モデルの分離＝成長モデル（プロセス）の検討 

・事業構想計画 

 ＞存在次元の精緻化＝社会資源化、ステークホルダーとのコミット、理想定義 

＞事業次元の精緻化＝戦略モデル、オペレーションモデル、成長モデル 

＞収益次元の精緻化＝価格設定、資源設定、売上と原価、投資と回収、PL/BS 

＞リスク対応、撤退方針・・・ 

・コミュニケーション 

 ＞存在次元のコミュニケーション＝価値共有とムーブメント 

 ＞事業次元のコミュニケーション＝内部/外部資源の拡張、リスクと対応 

 ＞収益次元のコミュニケーション＝プロモーション計画、撤退方針 など 

・事業準備 

 ＞パートナー策定 

 ＞投資計画 

 ＞事業ローンチ計画（ヒト、モノ、カネ＆時間の準備） 

 ＞その他 

 

＜講義外の課題＞ 

・毎回の発表により指摘された修正点を修正し、次回発表にのぞむこと 

・夏期休講期間中に適宜課題提示したフィールドリサーチを実践しエビデンスを得ること 

＜教科書・参考書＞ 

各回のテーマに応じて適宜紹介していく。 

＜評価方法＞ 

平常点（出席/討論参加点）50点と宿題50点による総合評価を行う。 

 

＜その他の重要事項＞ 

 

 

 



科目名 事業構想計画演習（野口ゼミ） 担当教員 野口 恭平 科目コード 505 

配当年次 1年次・2年次 学期 前期／後期／通年 

キャンパス 東京／大阪／福岡 単位数 4単位 

＜講義概要と目的＞ 

事業展開を進める上で重要となる、「事業が充分に競争力ある、差別化された価値を提供し続けることができるのか」

という視点においてマーケティングに軸を置いた実践的側面からの議論を深め、各自の構想内容の強化を行う。 

 本演習では、構想計画におけるブランド戦略及びマーケティング戦略の側面に重点を置き、グローバルマネジメント

の知見に基づいた「多様性マネジメント」の視点も取り入れ議論を進める。各自の事業構想、研究テーマにおけるブラ

ンド構築の質と実効性を高めるために、ミッション・ビジョンの策定、事業の基本戦略（コンセプト、市場性、競争力、

ターゲット）の策定、組織・プロセス体系の整備、ネットワーク（国内及び必要に応じて海外も視野にいれる）の活用、

具体的なコミュニケーション戦略策定、それを実現するグループ構成員の育成等の観点を含めて議論を深めていく。 

 前期では事業構想演習に於いてより構想視点の掘り下げと広がりを中心に議論を進め、後期は各々の構想計画のまと

めを中心に運営する。 

 又、ゼミ年次総会を年 2 回（春季・秋季）開催し、卒業生を含めたネットワーキングと共に、新たな事業構想につい

ての議論を行う。 

 

＜到達目標＞ 

各自の構想計画の完成（構想計画書の完成） 

＜授業の進め方と方法＞ 

 授業は演習と討論の併用で、具体的な各自の事業構想案を題材にしながら、全員参加の討論を行う。 

必要に応じて外部企業の講師を招請し、実例の紹介も取り入れて議論をすすめる。 

 

＜講義計画＞ 

（受講生のニーズに合わせて調整する。基本は各自の事業構想案をベースに議論する） 

全30回（通期） 

 

① 前期ガイダンス（演習計画の確認） 

② ～⑭ 演習（院生による構想企画に基づく発表と討論）＆ゲスト講師との議論 

⑮ 総括・構想計画審査にむけて 

⑯ 後期ガイダンス（中間発表のフィードバック・構想の進め方） 

⑰ ～㉙ 演習（院生による構想企画に基づく発表と討論）＆ゲスト講師との議論 

㉚ 最終まとめ：構想計画書のまとめ 

 

＜講義外の課題＞ 

構想計画書の作成 

＜教科書・参考書＞ 

 教科書の指定はしない。各自の構想内容に即して紹介する。 

 

＜評価方法＞ 

演習・討論への参加状況60点と課題アウトプット（構想計画書）40点による総合評価とし、60点以上を合格点とする。

＜その他の重要事項＞ 

 



科目名 事業構想演習（村山ゼミ） 担当教員 村山貞幸 科目コード 506 

配当年次 2年次 学期 前期 

キャンパス 東京 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

各自の事業構想を妥協のないマーケティング思考により仕上げていく。 

視野を広く持ち、高い志をたてて議論を進める。社会に求められているものは何か？自分が本当にやりたいこと、やる

べきことは何か？を徹底的に追究していく。その過程で、想像を超える自分の思いや社会の価値が浮かび上がってくる

ことを期待したい。 

事業の大小は問わず、社会的なインパクトを重視する。社会的課題の解決を優先するソーシャルビジネスなども守備範

囲とし、社会の多様なニーズに広く目を配りながら、懐深い議論を展開していきたい。 

 

前期は理想にこだわり続け、会社の事情やもうけを気にするあまり浅くなりがちな議論を排除し、構想のぶれない軸を

創造することに注力し、後期のより現実的なフェーズにつなげていく。 

 

＜キーワード＞ 

志、BACKCASTING、理想の社会、社会変革、社会的価値、イマジネーション、クリエーション、ソーシャルビジネス、

コミュニティビジネス 

＜到達目標＞ 

社会を変革する志高い事業構想のアイディアを創造する。 

＜授業の進め方と方法＞ 

事業構想の発表とその内容に関する全員参加のディスカッションを行う。 

＜講義計画＞ 

①ガイダンス（前期講義計画の説明と議論） 

②背景とビジョン１ 

③背景とビジョン２ 

④背景とビジョン３ 

⑤背景とビジョン４ 

⑥コンセプト１ 

⑦コンセプト２ 

⑧コンセプト３ 

⑨コンセプト４ 

⑩事業概要１ 

⑪事業概要２ 

⑫事業概要３ 

⑬事業概要４ 

⑭前期演習の課題整理、中間総括、スケジュール確認１ 

⑮前期演習の課題整理、中間総括、スケジュール確認２ 

＜講義外の課題＞ 

講義時に受けたコメントに基づき、事業構想を修正する。 

 

 

 



＜教科書・参考書＞ 

必要に応じてその都度紹介します。 

＜評価方法＞ 

事業構想の内容50点とクラス貢献度50点による総合評価を行う。 

＜その他の重要事項＞ 

 

 

 



科目名 事業構想演習（村山ゼミ） 担当教員 村山貞幸 科目コード 506 

配当年次 2年次 学期 後期 

キャンパス 東京 単位数 ２単位 

＜講義概要と目的＞ 

各自の事業構想を妥協のないマーケティング思考により仕上げていく。 

視野を広く持ち、高い志をたてて議論を進める。社会に求められているものは何か？自分が本当にやりたいこと、やる

べきことは何か？を徹底的に追究していく。その過程で、想像を超える自分の思いや社会の価値が浮かび上がってくる

ことを期待したい。 

事業の大小は問わず、社会的なインパクトを重視する。社会的課題の解決を優先するソーシャルビジネスなども守備範

囲とし、社会の多様なニーズに広く目を配りながら、懐深い議論を展開していきたい。 

 

後期は、前期に創り上げた志高い構想案を具体的なビジネスに落とし込んでいく。ビジネス化フェーズで新たな困難に

ぶつかることが多いが、浅い事業計画にならないよう相互にチェックし、鼓舞し合いながら頂上を目指していく。 

 

＜キーワード＞ 

志、BACKCASTING、理想の社会、社会変革、社会的価値、イマジネーション、クリエーション、ソーシャルビジネス、

コミュニティビジネス 

＜到達目標＞ 

前期に創った事業構想のアイディアを実現する事業計画を策定する。 

＜授業の進め方と方法＞ 

事業構想の発表とその内容に関する全員参加のディスカッションを行う。 

＜講義計画＞ 

①ガイダンス（後期講義計画の説明と議論） 

②背景とビジョン、コンセプト、事業概要確認１ 

③背景とビジョン、コンセプト、事業概要確認２ 

④背景とビジョン、コンセプト、事業概要確認３ 

⑤背景とビジョン、コンセプト、事業概要確認４ 

⑥ビジネスモデルと事業収支１ 

⑦ビジネスモデルと事業収支２ 

⑧ビジネスモデルと事業収支３ 

⑨ビジネスモデルと事業収支４ 

⑩アクションプラン、リスクと対応策１ 

⑪アクションプラン、リスクと対応策２ 

⑫アクションプラン、リスクと対応策３ 

⑬アクションプラン、リスクと対応策４ 

⑭全体総括１ 

⑮全体総括２"      

＜講義外の課題＞      

講義時に受けたコメントに基づき、事業構想を修正する。      

＜講義外の課題＞ 

 



＜教科書・参考書＞ 

必要に応じてその都度紹介します。 

＜評価方法＞ 

事業構想の内容50点とクラス貢献度50点による総合評価を行う。 

＜その他の重要事項＞ 

 

 

 



科目名 事業構想演習（見山ゼミ） 担当教員 見山 謙一郎 科目コード 507 

配当年次 2年次 学期 前期 

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

1、ゼミのテーマ 

 「想像から創造へ～Imagination & Creativity」 

2、事業構想の領域 

  地域活性化、社内ベンチャー、SDGs、クリエイティブワーク、海外市場への展開等 

3、キーワード 

   Zero to One、イノベーション*（リバース・イノベーション、オープンイノベーション など）                  

   *イノベーションとは、「革新（アイデア、技術、システム等）」のみならず、「市場への実装・普及」を含む 

4、担当教員略歴 

   三井住友銀行の本店営業部などで国内外のM&A や、財務戦略、経営戦略等の立案支援業務に従事。2005 年に三井

住友銀行を退職後、音楽プロデューサーの小林武史、Mr. Childrenの桜井和寿、音楽家の坂本龍一によって設立され

た非営利の金融機関（NPOバンク）ap bankに理事として参画し、NPOの運営を経験。ap bank理事退任後の2009

年に株式会社フィールド・デザイン・ネットワークスを設立し、大企業、ベンチャー企業、中小企業の新事業の企画

支援業務に従事する。環境省の中央環境審議会委員や総務省の地域活性化委員など中央省庁の行政委員の他、地方自

治体の委員を歴任。学生を対象とした私塾、次世代人財塾・適十塾からも起業家を複数輩出している。また、公益社

団法人日本マーケティング協会の機関誌「マーケティングホライズン」の編集委員も兼務する。 

＜到達目標＞ 

事業構想を実現するために必要な、時間軸、拡張性・発展性、マネタイズ、アライアンスなどを意識した事業のグランド

デザインを描けるようになること。 

＜授業の進め方と方法＞ 

発表、グループディカッションを何度も繰り返すことで、議論の本質を追及、探求し続ける。これにより、多面的思考を

身につけてもらうとともに、本質的な議論へと深化させていくことを目指す。また、ゼミ生の関心や希望に沿う形で、

様々な業界、ジャンルからゲスト講師を適宜招聘する予定。 

＜講義計画＞ 

第1回：イントロダクションと、事業構想計画（案）の発表、フィードバック 

第2回：Whyの探求-1（自分自身と向き合う） 

第3回：Whyの探求-2（市場、社会と向き合う） 

第4回：Whyの探求-3（価値の想像と創造～Imagination & Creativity） 

第5回：Whyの探求-4（オリジナリティの探求） 

第6回：Whyの探求-5（リバースシンキング） 

第7回：事業構想計画の発表、フィードバック 

第8回：事業構想計画の発表、フィードバック 

＜講義外の課題＞ 

各講義終了後にリアクションペーパーを提出。 

＜教科書・参考書＞ 

必要に応じて、適宜紹介する。 

＜評価方法＞ 

リアクションペーパー(30点）、講義貢献度(30点）、研究・発表（40点）により総合評価を行なう 

＜その他の重要事項＞ 

初回講義時に現段階で実現したいと考えている事業構想計画（案）を提出のこと（様式適宜）。 

外部のビジネスプランコンテストへの応募についても積極的に推奨し、サポートしたい。 

 



科目名 事業構想演習（見山ゼミ） 担当教員 見山 謙一郎 科目コード 507 

配当年次 2年次 学期 後期 

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

1、ゼミのテーマ 

 「想像から創造へ～Imagination & Creativity」 

2、事業構想の領域 

  地域活性化、社内ベンチャー、SDGs、クリエイティブワーク、海外市場への展開等 

3、キーワード 

   Zero to One、イノベーション*（リバース・イノベーション、オープンイノベーション など）                  

   *イノベーションとは、「革新（アイデア、技術、システム等）」のみならず、「市場への実装・普及」を含む 

4、担当教員略歴 

   三井住友銀行の本店営業部などで国内外のM&A や、財務戦略、経営戦略等の立案支援業務に従事。2005 年に三井

住友銀行を退職後、音楽プロデューサーの小林武史、Mr. Childrenの桜井和寿、音楽家の坂本龍一によって設立され

た非営利の金融機関（NPOバンク）ap bankに理事として参画し、NPOの運営を経験。ap bank理事退任後の2009

年に株式会社フィールド・デザイン・ネットワークスを設立し、大企業、ベンチャー企業、中小企業の新事業の企画

支援業務に従事する。環境省の中央環境審議会委員や総務省の地域活性化委員など中央省庁の行政委員の他、地方自

治体の委員を歴任。学生を対象とした私塾、次世代人財塾・適十塾からも起業家を複数輩出している。また、公益社

団法人日本マーケティング協会の機関誌「マーケティングホライズン」の編集委員も兼務する。 

＜到達目標＞ 

事業構想を実現するために必要な、時間軸、拡張性・発展性、マネタイズ、アライアンスなどを意識した事業のグランド

デザインを描けるようになること。 

＜授業の進め方と方法＞ 

発表、グループディカッションを何度も繰り返すことで、議論の本質を追及、探求し続ける。これにより、多面的思考を

身につけてもらうとともに、本質的な議論へと深化させていくことを目指す。また、ゼミ生の関心や希望に沿う形で、

様々な業界、ジャンルからゲスト講師を適宜招聘する予定。 

＜講義計画＞ 

第1回：イントロダクションと、事業構想計画の発表、フィードバック 

第2回：Whereの探求-1（市場の探求と市場の創造） 

第3回：Whereの探求-2（客観的指標と向き合う） 

第4回：Howの探求-1（オリジナリティと付加価値～Imagination & Creativity） 

第5回：Howの探求-2（ネットワークとアライアンス） 

第6回：Whenの探求（時間軸とマイルストーン） 

第7回：事業構想計画の発表、フィードバック 

第8回：事業構想計画の発表、フィードバック 

＜講義外の課題＞ 

各講義終了後にリアクションペーパーを提出。 

＜教科書・参考書＞ 

必要に応じて、適宜紹介する。 

＜評価方法＞ 

リアクションペーパー(30点）、講義貢献度(30点）、研究・発表（40点）により総合評価を行なう 

＜その他の重要事項＞ 

初回講義時にその時点での事業構想計画を提出のこと（様式適宜）。 

外部のビジネスプランコンテストへの応募についても積極的に推奨し、サポートしたい。 

 



科目名 事業構想演習（二之宮ゼミ） 担当教員 二之宮義泰 科目コード 508 

配当年次 2年次 学期 通年 

キャンパス 東京 単位数 ２・２単位 

＜講義概要と目的＞ 

社会の課題を捉え、そのソリューションを担う事業を着想し、試行錯誤を繰り返し構想を描き、事業構想計画策定とい

った流れにおいて、「各々のフェーズで、如何に本質を突き事業の蓋然性を高めるか」これがチャレンジである。ゼミで

は実践的なフレームワークを用い事業構想を具現化し、事業計画書の完成度を高めていく。特に、ターゲット市場のニ

ーズに合致した提供価値創りを、マーケティング視点で構築・検証する事が大切である。顧客インサイト、ブランディン

グ、競合優位性、事業持続性などのキーワードも、院生達とのディスカッションポイントに加える事で、院生同士の相互

補完を促す。  

担当教授は、シカゴ大学経営大学院(MBA)等の米国トップスクールで事業経営学を深く学び、又 事業家として、グロ

ーバル舞台で事業構想・事業構築・成長ドライブに長年携わった。体得した理論と実践のエッセンスを活かし、院生の事

業構想計画のアップグレードに役立てる。   

加えて、優れたゲスト講師を招き、コンセプト・事例・アウトカムについても学ぶ。 

＜到達目標＞ 

事業構想を、グローバル視点で実践的に学び、種々の課題について活発にディスカッションする事により、各ゼミ院生

は自らの能力開発を図り、事業構想計画のアップグレードを目指す。加えて、担当教授は、２５年にも及ぶ経営者として

の経験もゼミを通じて共有する。よって、受講者は、将来事業経営を担う人材として求められるコンペテンシー・リーダ

ーシップに対する理解も深めて欲しい。 

＜授業の進め方と方法＞ 

授業は講義と討論の併用で、外部講師のインサイト共有化、ケーススタディーも取り入れる。 

 

＜講義計画＞ 

第１回 ガイダンス（演習の説明、院生の希望確認） 

第２回、第３回 院生による事業構想計画の発表、ディスカッション 

第４回、第５回 院生による事業構想計画の発表、ディスカッション 

第６回、第７回 院生による事業構想計画の発表、ディスカッション 

第８回 中間審査会に向けた準備 

第９回 前期レヴュー、後期方針説明 

第１０回、第11回 院生による事業構想計画の発表、ディスカッション 

第１２回、第13回 院生による事業構想計画の発表、ディスカッション 

第１４回、第15回 最終審査会に向けた準備。プレゼンテーションのアップグレード 

第１６回 最終審査会に向けた確認。総括 

＜講義外の課題＞ 

 

＜教科書・参考書＞ 

各回のテーマに応じて紹介する。 

＜評価方法＞ 

演習への参加・貢献・グループ討論と 事業構想計画の内容・プレゼンテーションによる総合評価を行う。 

＜その他の重要事項＞ 

ゲスト講師は、院生の事業構想計画の内容レヴューの後に選定、スケジューリングする。 

 

 



科目名 事業構想計画演習（重藤ゼミ） 担当教員 重藤 さわ子 科目コード 509 

配当年次 2年次 学期 通年 

キャンパス 東京 単位数 2単位 

＜講義概要と目的＞ 

本演習の目的は、それぞれの事業を具体的に構想するにあたり、本来あるべき姿やありたい姿の実現に向けて、より広

い視野で問題を捉え、事業のアウトプット、アウトカム、インパクトまでを想像し、実現可能なかたちで事業を企画・構

想し、説得力をもって社会に示していく能力を養うことである。前半では、それぞれの構想アイデアを「なぜやるのか」

「それは社会にとってどのような意味や意義を持つのか」、などより広い観点から掘り下げ、自身の構想が独りよがりな

ものにならないようにブラッシュアップしていく。後半は、事業構想計画の完成に向けて、それぞれの構想が「実現可能

か」「その根拠は」「リスクがあるとしたら何で、どうすれば克服できるか」「説得力をもって構想を示すには」など、社

会とのコミュニケーションの観点から掘り下げ、事業構想計画の完成に結び付けていく。 

＜到達目標＞ 

自身のアイデアを実現可能なかたちで事業として企画・構想できるよう、想像力、論理的思考力、対話力、プレゼン力を

高めていきながら、事業構想計画書を作成する。 

＜授業の進め方と方法＞ 

それぞれの構想研究の進捗発表、受講生同士のディスカッション、教員からのアドバイス（必要に応じて講義）を組み合

わせながら進めていく。 

＜講義計画＞ 

【前期】 

第1回 イントロダクション：演習の目的、到達目標・進め方への理解 

第2回 事業アイデアと社会的インパクト① 

第3回 事業アイデアと社会的インパクト② 

第4回 事業アイデアと社会的インパクト③ 

第5回 事業アイデアと社会的インパクト④ 

第6回 中間発表に向けての課題と対応① 

第7回 中間発表に向けての課題と対応② 

第8回 中間発表に向けての課題と対応③・前期総括 

 

【後期】 

第1回 中間発表会を受けた課題の整理と今後の研究計画 

第2回 事業構想と実現可能性① 

第3回 事業構想と実現可能性② 

第4回 事業構想と実現可能性③ 

第5回 事業構想と実現可能性④ 

第6回 事業構想計画執筆の進捗確認① 

第7回 事業構想計画執筆の進捗確認② 

第8回 事業構想計画執筆の進捗確認③・全体総括 

 

 

＜講義外の課題＞ 

それぞれのテーマや事業構想計画の進捗に合わせて、適宜必要な自主学習やフィールドリサーチをアドバイスする。 

 

 



＜教科書・参考書＞ 

それぞれのテーマや事業構想計画の進捗に合わせて、適宜紹介する。 

＜評価方法＞ 

発表や、ディスカッションへの参加、宿題への取り組み、内容から総合的に判断する。 

 

＜その他の重要事項＞ 
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